



























































放課後退魔録Ⅲ




殺し屋と月見うどん








岡本賢一





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







「最初にはっきり言っておくぞ。俺はおまえたちの顔を立てて、ここに来てやっただけのことだ。しきたりがどうの、順番がどうのと、古ふる臭くさいことを言っても無む駄だだ。おまえたちが勝負を許可しなくても俺はやる。俺は雨あま神がみ丈たけ斗とをひねりつぶして、食う！」

　拳こぶしを突つきだし、開口一番そう吠ほえた。

　力の有り余った若い天てん狗ぐである。大きな鼻がヘチマのように垂れているため「ヘチマ天狗」と呼ばれている。

　長い白はく髪はつで、鬼おにのようにいかつい体に裾すその長い学生服のようなものを纏まとっている。その大きな鼻さえなければ、どう見ても、ひと昔前のヤンキーにしか見えない。

「いやいや、どうしてもと言うなら、わしらも止めはせんよ」

　法ほう廷ていを思わせるような場所だった。壁かべ際ぎわの一段高いところに、三人の小こ柄がらな仙せん人にんが置物のように並んで座っている。

　海仙人、山仙人、そして猫ねこ仙人の三人である。

「好きにするがよい」

「わしらの言葉に従わなくとも、罰ばつする者はない」

　と仙人たちは、白しら髪が頭や白く長い髭ひげをなでながら、穏おだやかな口調で言った。

「ならば決まりだな！」

　ヘチマ天狗はいかつい体をひるがえして、部屋から出ようとする。

「いやいや」「待て待て」「丈斗と勝負するならば、わしらの話を聞いておいても、損はないぞ」「雨神丈斗、あやつの力の秘密についてじゃ」

　ヘチマ天狗は、歩みかけた足を止め、勢いよく振ふりむいた。

「教えてくれるのか？」

　三人の仙人が、大きくうなずいた。

「よし、聞こう」

　ヘチマ天狗はあぐらをかいて、どっかりと床ゆかに座った。

「では話そう」「だがその前に、おまえに聞きたい」「丈斗について、おまえはどこまで知っているのじゃ？」

「雨神丈斗、半人間の半妖よう怪かいで、まだ十数年しか生きていない小こ僧ぞうだ。それなのに、ここ一年で、格かく闘とうランキングの上位に昇のぼって来た奴やつだ。天狗や龍りゆうならまだしも、半人前の妖怪人間というところが、腹立たしい！」

「やれやれ、風評しか耳にしておらんようじゃな」「詳くわしく、その力の秘密を教えてやろう」「よーく、聞くのじゃぞ」

　三人の仙人がおもむろにめいめい、机の下からノートパソコンを取り出した。色ちがいのｉＢｏｏｋである。

「なんだそれは？」

　ヘチマ天狗が目を丸くすると、三人の仙人はパソコンを開きながら、嬉うれしそうに言った。

「ＩＴ化という奴じゃよ」「今どき、巻き物は古い」「仙人とて、パソコンのひとつも使えんとな」

　ほっほっほ、と自じ慢まんげに仙人たちが笑う。

「雨神丈斗、十七歳」「紅べに椿つばき学がく園えんに通う二年生じゃ」「四月で三年になるぞ」

　カチカチとマウスを操作しながら、仙人たちはデータを読みはじめる。

　しかし電源が入っていない。ヘチマ天狗からは見えないが、画面にメモがいくつも貼はりつけてあるだけである。

　はっきり言ってまだ、仙人たちはうまくパソコンが使えない。ただの見み栄えである。

「雨神丈斗の家系は、もともと、妖怪化の素質がある家系じゃった」「妹が先に、妖怪となって今も家に憑ついておる」「年ねん齢れいも五歳のままじゃ」

「そんなことはどうでもいい。俺が知りたいのは、奴の力だ！　どんな能力がある？　強力な守り蓑みのを操あやつると聞くが、どれほどの強度だ？」

　ヘチマ天狗が怒ど鳴なって、立ちあがろうとする。

　画面を覗のぞかれてはまずい。仙人たちは、ヘチマ天狗をなだめながら、急いでメモをめくる。

「まあ、そうあわてるでない」「奴の作る結界の強度は……」「とりあえず今のところ、三十から三十五コンというところじゃな」

　コンとは強度を示す妖怪用語である。

　その昔、岩いわ鬼おにという力の強い妖怪がおり、ダイヤモンドより硬かたいという流金石の金棒を持っていた。コンという数値は、この岩鬼が金棒でそれを叩たたいたとき、何回で壊こわれるかをあらわしているという。

　ちなみに、ロケットの材料に使われているチタン合金の強度は十コンとされている。つまり、岩鬼が金棒で十回も叩けば、チタンも割れるのだ。

「三十五コンだと？　それは本当か？」

　仙人たちがうなずく。

　聞いたこともない数値である。ヘチマ天狗は、何回攻こう撃げきすれば丈斗の結界を壊せるかを、指折り数えた。

「たいしたことない。俺の地じ獄ごく一番突きを七、八回も食らわせれば破れる！」

「とりあえずの数値じゃ」「丈斗の結界は日々、その強度を増している」「噂うわさでは、結界の二枚重ね、三枚重ねの技わざを習得しつつあるそうじゃ」

「な、なんにしろ、時間をかければ壊せる」

　と、ヘチマ天狗が虚きよ勢せいをはる。

「それは、丈斗が攻撃しないとすればの話じゃ」「丈斗の攻撃能力は、もっとすごいぞ」「右みぎ腕うでから出るエレメントの一撃は確実に、三十五コン以上の結界を破は壊かいできる」

「最高では、どのくらいだ？」

「少し古いデータじゃが……」「おまえは、ミョウラという妖怪を知っておるか？」

「ミョウラ？　やる気のない猫ねこ女おんなか？　力は知らん」

　決けつ闘とうを挑いどまれると「めんどくさい」と言って負けを認めてしまうため、ミョウラの強さはあまり知られていない。

「猫ではなく豹ひようじゃ」「ミョウラの強さは、モーギに匹ひつ敵てきするぞ」

「モーギ？　牛鬼のモーギのことか？　よく知ってる。あいつは強い。だが、あいつの鋭するどい角の一撃、それさえ食らわなければ、俺の敵ではない」

　モーギも最近は決闘から遠ざかっているが、昔は、チャンピオン級の格闘家だった。

「遊ゆう天てん童どう子じはどうじゃ？」

「知らぬはずがない。だがあいつは今、右腕を事故で失って、その力を半減させていると聞くぞ」

「半減までは行かぬ」「それでも、モーギと互ご角かくの強さじゃ」「いやいや、それ以上とわしは見る」

　ヘチマ天狗は不満そうに鼻をならす。

「ふん！　昔はともかく、片腕のない遊天童子ひとりなら、勝てぬことはない」

「ほほう、たいした自信じゃな」

「それでその三人と、丈斗の強さと、どう関係する？」

「去年の夏のことじゃが、この三人が束になって、ある結界を、中から壊したことがある」「外に出ようとしたのじゃ」「妖よう魔ま術じゆつクラブの作った結界じゃ」

「妖魔術クラブ？　それはなんだ？　三人は捕つかまっていたのか？」

「いやいや」「まあ、聞くがよい」「その結界を壊すのに、三人のくり返し攻撃で、二十分ほどかかったそうじゃ」

「丈斗の守り蓑と同じか、それ以上の強度だな？」

「さよう」「その結界よりも、あきらかに硬い結界があった」

「あるのか？」

「あったのじゃ」「丈斗はそれを、ひとりで壊したそうじゃ」「それも、たったの一撃で、軽々と壊したそうじゃよ」

　ヘチマ天狗は、目を丸くして言葉を失った。

「どうした？」「戦う自信を無くしたか？」「そうだろう。そうだろう」「思いとどまるがよいぞ」

　と、仙せん人にんたちは何度もうなずきながら、うれしそうに言う。

「わしら妖よう怪かい闘とう技ぎ委員会（ＭＣＣ）は、なにも暇ひまつぶしで決闘に許可を出しているわけではないのじゃ」「おまえのように、ただ闇やみ雲くもに突つっ走る者をいさめ」「無む謀ぼうな決闘で、無用に命を落とすことを止めておるのだ」「わかったなら、帰るがよい」「でなおして来るがよい」

　しかし、ヘチマ天狗は床ゆかを拳こぶしで叩いて叫さけんだ。

「嫌いやだ！　俺はやる！　確かに俺ひとりでは勝てない。それは認めよう。だが、俺には仲間がいる。頼たのめば、俺に加勢してくれる奴やつらがいる」

「ほほう、団体戦か？」「それもよかろう」「では、仲間の名をあげてみるがいい」「ヘチマ天狗組と丈斗組、どちらが強いかその力を計算してやるぞ」

　仙人たちはそう言いながら、小さなソロバンをこっそりと、パソコンのキーボードの上に置いた。

　ヘチマ天狗は、次々と仲間の名を口にする。断られる可能性が強いが、なんとかなりそうな仲間の名まで延々とあげ連ねた。

「ふむふむ、ずいぶんと多いな」「しかし……」「うーむ、しかし……」

　ソロバンをはじきながら、仙人たちが言う。

「ダメじゃな」「力が足りん」「この倍はないと、まともな戦いもできんな」「数が多いばかりで、雑ざ魚こばかりじゃ」

「なんだと！　半妖怪の丈斗に、どれだけの加勢がつくと言うんだ？」

「団体戦となれば、まず先ほどの三人が加勢する可能性が強い」「ミョウラ、モーギ、遊天童子だ」「これでもう、おまえのヘチマ組とは互角じゃ」

「理由はなんだ？　どうしてその三人が、丈斗に加勢する？」

「遊天童子は雨神家の先祖じゃ」「自分の右腕を丈斗にやってしまうほどの仲」「そうそう、言い忘れていたが、丈斗の右腕は遊天童子の腕なのじゃ」

　ヘチマ天狗は怒いかりに歯ぎしりした。人間に加勢する妖怪の存在が許せないのである。

「くっ……。遊天童子は仕方ないとしても、戦いを好まぬミョウラと、人間嫌ぎらいのモーギまでが、いったいなぜだ？」

「さてさて、なぜかな」「理由はわからんが、モーギもミョウラも丈斗を気に入り、丈斗の家に居い候そうろうしておる」「雨神丈斗の本当の怖こわさは、そこにあるのかも知れんな」「モーギが加勢するとなると、当然のごとく、その子分たちや仲間も、丈斗に加勢することになるぞ」

　その妖怪の数は百を超こえる。そのことに気づいたヘチマ天狗は、背中に冷たい汗あせをかいた。

「他ほかにも……」

「まだいるのか？」

「場合によっては、ぬらりのご隠いん居きよも加勢するかもしれんな」

「あのスケベじじいのことか？」

「こりゃこりゃ、スケベとはなにごとだ」「いやまあ、確かにスケベじゃが……」「それでも、総大将の位をもっておる」「わしら仙人と同レベルじゃぞ」

　とは言うものの、ぬらりひょんが誰だれかと勝負したという話を誰も聞いたことがない。

　勝負を挑いどまれると、のらりくらりとかわし、逃にげてしまうからである。それなのに、なぜか総大将の位を維い持じしているのだから、不思議である。

「逃げてばかりいるぬらりひょんなど、少しも怖くない」

「おまえはまったく物事をわかっておらん」「ぬらりの隠居が持つ本当の力は、その話術じゃ」「隠居が出てくれば、おまえに加勢する者はひとりもおらんぞ」「おまえはひとりで戦うことになる」

「……。しかし……。なぜだ？　なぜ、ぬらりひょんが丈斗に加勢するのだ？」

「妖魔術士、霧きり山やま遊ゆう子こと仲がよいからじゃ」「霧山遊子は、紅椿学園の卒業生で、丈斗の加入している妖魔術クラブの創設者じゃ」「つまり、丈斗たちの師し匠しようみたいなものじゃ」「その術は大だい幻げん法ほう師しに匹ひつ敵てきすると言われておる」「しかも、異星の道具をあれこれと使う」「場合によっては、異星の援えん軍ぐんが霧山といっしょに丈斗に加勢するかもしれんな」

　ヘチマ天狗は今にも泣きそうな顔で、つぶやいた。

「そんな……、ぬだらべだ……」

「さよう。丈斗組の実力は測定不能のぬだらべじゃ」「だが、まあこれは可能性があるというだけのことじゃ」「ふいをつくような汚きたない勝負をしない限り、遊天童子でさえ丈斗に加勢することはない」「霧山遊子も今は、自国へ帰っておる」

　それを聞いて、ほっと、ヘチマ天狗は肩かたの力を抜ぬいた。

「だが、確実に妖よう魔ま術じゆつクラブの面々は、丈斗に加勢するぞ」「これはまちがいない」

「そいつらは妖怪なのか？」

「妖怪退治の様々な術を会得している、恐おそろしい人間の娘むすめたちじゃ」「人工エレメ精霊ンタルと呼ばれる人工妖怪を操あやつる」「丈斗同様、強い結界をも操る」「不可思議な異星のマシンもじゃ」

「それがどうした。しょせん人間だ。ふいをついて、術を使う隙すきをあたえなければ、なにも怖くないはずだぞ」

「あまいな」「一年ほど前までは、それも通用したことだろうが、今は無理じゃ」「メンバーのひとり、桜さくら宮みやサヤの作るエレメンタルは、今やモーギなみの力を持っておるぞ」「そしてもうひとりのメンバー、九く堂どうよしえは……」「さらに……」「さらにすさまじいレベル……」「霧山遊子と同等の力を……」

　仙人たちは言いよどみながら、あわててメモをめくる。新しい情報を書いたメモが見つからないのである。

「ヤマちゃん、そっちにない？」「ウミちゃんのとこじゃないの？」「えーと、これかな？　九堂よしえに、飛ひ躍やく的な変化の兆きざしあり」「そうそう、それだよネコちゃん」

　やっとメモを見つけ、三人の仙せん人にんが顔をあげると、もはやどこにも、ヘチマ天狗の姿はなかった。

　怖おじ気けづき、こっそり帰ってしまったのである。







　第１話　さよなら九堂先輩
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『雨神丈斗を食いたくないか？』

　そう声が聞こえて来た。林の中にある古ふる井い戸どの底からである。

　人が落ちないように石の蓋ふたが置かれ、楔くさびでしっかりと止められている古井戸だった。声は、蓋の中央にある五センチほどの四角い穴から、聞こえて来る。

　ヘチマ天狗は足を止め、古井戸を睨にらんだ。

「誰だ？」

『丈斗を食うなら、おまえに力を貸そう』

　ヘチマ天狗はじっと、声の主が発している妖よう気きに意識をむけ、その妖力を探った。

「くだらん。おまえごときの手を借りても、丈斗には勝てん」

　声の主はただの雑ざ魚こだ。妖気からそう判断したヘチマ天狗は、不満気に鼻をすすりあげて歩きだす。

「丈斗は強い……。いくら束になったところで……」

　仙人たちから聞いた雨神丈斗の強さを思いだしながら、ヘチマ天狗が口くち惜おしげにつぶやいた。

「まあ、待て！」

　蓋の穴から、ずるり、と声の主が黒い液体となってすべり出た。

「話を聞け。勝算があるから誘さそっているのだ」

「信じられんな。本当に勝算があるにしろ、俺に丈斗を食わせて、それでおまえに、どんな得があるというのだ？」

「おまえの望みは丈斗を食うことで、俺の望みは九堂よしえを食うことだ。手を組めば、この作戦は成功するぞ。確実に」
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　九堂よしえは、冷めかけたダージリンの紅茶を見つめ、小さなため息をひとつこぼした。

「よしえ様、お味がお気にめしませんか？」

　召めし使いの鮫さめ嶋しまが、そっと声をかける。

　飲んでいる紅茶は、国王用に選定された特Ａ級の茶葉を、イギリスから特別に取り寄せたものである。まずいわけがない。

「少し、考えごとをしていました」

　眼鏡めがねのふちをそっとあげ、つぼみをつけた桜の枝へ視線をあげる。もうすぐ春である。

　そこは紅椿学園の中庭だった。いつものようにパラソル付きの丸テーブルを広げ、午後のティータイムである。

　一、二年はまだ授業中であるが、三年生は卒業式まで登校の必要はない。けれど、九堂は毎日のように、妖魔術クラブの部室へ通って来ていた。

「よしえ様、なにを悩なやんでいらっしゃるのですか？　よろしければ、この鮫嶋にお話しください」

「わたくしは別に、なにも……」

　言葉を濁にごすと、影かげのように控ひかえ目で無口な鮫嶋が、いつになく饒じよう舌ぜつとなった。

「よしえ様に仕えて十七年、誰だれよりも長く、私めがよしえ様の側そばにおりました。ご両親も知らないような秘密をも、私は知っております。隠かくしてもこの鮫嶋にはわかります。よしえ様が、なにか悩んでいらっしゃることが。どうぞ、お話しください。少しでも心が軽くなるなら、鮫嶋は何時間でも、拝はい聴ちよういたします」

　九堂は、鮫嶋に視線をむけた。六十を過ぎ、顔にはいつのまにか深いシワが増えている。オールバックの髪かみは黒く染められているが、根元がすべて真っ白である。

[image: ]

　ただ、その瞳ひとみと張りのある声だけが、変わらず若々しく、そしてやさしい。

「卒業後のことが、少し気がかりです」

「異星への留学が、不安なのですか？」

　妖よう魔ま術じゆつクラブ以外の人間で、九堂よしえの秘密を知っているのは、この鮫嶋だけである。

　妖魔に肉体を食われた九堂が、メラ星のサイボーグ化技術で復活したことも──。

　卒業後、九堂が霧山遊子のいるメラ星へ、留学することも──。

　それらは、よしえの家族でさえ知らぬことだった。霧山の芝しば居いによって、家族はよしえが、卒業後はストックホルムの大学へ留学すると思っている。

「一度は死んだ身です。不安などありません。けれど……」

　言葉が続かない。いったい自分がなにを悩んでいるのか、九堂にもうまくそれが表現できないのである。

　ただ、ため息がこぼれる。

「鮫嶋はどうするのですか？」

　九堂は話題を変え、パソコンを開いた。

「四月でちょうど、マークⅣの車検が切れます。私同様、毎月のように修理に出さないとならない古い車です。もはや実用にはむきません。充じゆう分ぶん、走りました。ここらで潮時かと思います」

　鮫嶋が自分の退職と、車とを重ねあわせていることに気づき、九堂は言った。

「なにを言うのですか、リンカーン・コンチネンタル・マークⅣはとてもよい車です。たとえ走らなくなっても、庭に飾かざっておくだけの価値がありますよ」

「私はのぞみません。遅おそくとも、小さくとも、毎日しっかりと、走る車をのぞみます」

「そうですか……。では、どこを、どんな車で走るのですか？」

　その問いに、ふふっ、と鮫嶋は笑って答えた。

「そうですね。よしえ様の父上から、スバル３６０改をいただく約束をしております。それに乗って……。どこを走るかは、秘密です」

「わたくしに言えないような道を走るのですね？」

「はい。今は、まだ言えません」

　得意げな子供のような笑顔である。

　九堂はそれを見て、少し気持ちが楽になった。

「いずれにしろ、楽しそうな道でなによりです」

　いつもの元気を取り戻もどし、パソコンのキーを叩たたきはじめる。

「よしえ様の悩みは、ご自分のことではなく、残される方たちのことだったのですね？　なにも、私のような者のことまで、心配なさらなくとも……」

　鮫嶋の言葉を遮さえぎって、九堂は叱しかりつけるような勢いで言った。

「なにを言うのです。わたくしはあなたを、三人めの親だと思っていますよ」

「よしえ様……」

　と鮫嶋が涙なみだ声ごえになったので、九堂はあわてて用事を言いつけた。

「新しい紅茶を用意してください。まもなく授業も終わり、サヤさんたちも来るはずです」

「はい、かしこまりました」

　鮫嶋が背を見せてティーサーバーへむかう。

　九堂はキーを叩きながら、ひとりごとのように言った。

「そうかもしれませんね。わたくしが今、ともかく気がかりなのは、サヤさんに妖魔術クラブを任せて、本当にだいじょうぶなのかということです。……不安です。特にあのウサギのヌイグルミが……」

　九堂は想像した。サヤのウサギコレクションが歯止めを無くし、その結果──。

　クロゼットの中からあふれ出たウサギのヌイグルミが、部室を埋うめつくす光景を。

　──その勢いは止まらず、そのまま廊ろう下かへとあふれ出て、部室校舎が埋もれる。

　そのまま学園が──、街が──、雪のように白いウサギのヌイグルミの雪崩なだれに襲おそわれる。

　その先せん端たんで狂きよう喜き乱らん舞ぶしているのは、桜宮サヤ。

　いや、いくらなんでもそれは、ありえない。

　九堂は小さく頭をふって、空想を追い出した。

「よしえ様、サヤ様のことが心配なのはよくわかります。ですが、丈斗様がおります」

「……そうですね」

「お菓か子しはなにを、お出ししますか？」

　そう問われ、九堂はふと思った。

　あと何回こんなふうに、皆みんなとお茶が飲めるのだろうかと──。

　冷たさの残る春風が、九堂の足元をすりぬけてゆく。

「おやつは、日本橋うさぎ屋のうさぎ饅まん頭じゆうにしましょう。それから……」

　──ふいに、邪じや悪あくな妖よう気きを感じた。

　九堂は眼鏡めがねに手をかけ、目をこらす。

　サイボーグ化された九堂の視力は３・０もあり、眼鏡など必要ない。けれどその伊達だて眼鏡には、妖よう怪かいたちと波長をあわせ、その姿を見るための装置が組み込まれている。

　前方から、なにかが来るのが見えた。小さな青白い影かげである。踊おどっているようにうごめきながら、ゆっくりと近づいて来る。

　普ふ通つうの人間が装置を一年ほど身につけても、見えるのはその程度である。妖怪化の性質を持っていた丈斗のように、はっきりと姿を見ることはできない。

　けれど九堂の能力は、次の段階へと進みつつあった。

　エノク語を唱えながら、すばやく両手で印を結ぶ。すると、九堂の目には一いつ瞬しゆんだけ、はっきりとその姿が見えた。

　一つ目の巨きよ大だいなガマである。背中に、イソギンチャクのような短い触しよく手しゆが無数に生えていた。

「よしえ様！」

　鮫嶋が異変を感じとり、九堂の身を案じた。

「心配はいりません。雑ざ魚こです。念のため、少しさがっていなさい」

　言いながら、九堂はパソコンに小型レーザー照射機をつなげ、キーを叩いた。退たい魔ま円えんを照射しようとしたのである。

　しかし──、パソコンは九堂の操作を無視して、招しよう喚かんとエレメント増ぞう幅ふくの魔法円を表示した。

「ちがう！」

　急いで電源を落としたが、遅かった。

　勝手に照射されたレーザーが、妖魔を撃うつ。それはまるで、消そうとした火に、油をかけたようなものである。

　妖力を増大させた妖魔が、九堂の前に立ちはだかった。

『九堂よしえ……。恨うらみだ。おまえを食う。覚かく悟ごしろ……』

　震ふるえるような声だった。

　九堂はポケットから護ご符ふを取り出し、自分の周りに結界を作る。

　妖魔の視線が、鮫嶋へむけられたのを九堂は感じた。はじめから、鮫嶋を襲う計画だったらしい。

　鮫嶋を人ひと質じちにして、それで九堂の動きを封ふうじるのが目的である。

　妖魔の腕うでが鮫嶋へと伸のびた。

「させません！」

　九堂はすばやく、パラソルを抜ぬき取り、丸テーブルを妖魔へむけて押し倒たおす。

　取り払はらわれた白いクロスの下からあらわれたのは、丸テーブルいっぱいに描えがかれた大きな退魔円だった。

　ガッ！　と叫さけび声をあげ、妖魔が大きく後ろへ飛び退のく。

　九堂はサイボーグ化された腕わん力りよくを発揮し、片手で軽々と丸テーブルを持ちあげ、退魔円を妖魔へ押しつけてゆく。

　妖魔が更さらに飛び退くと、九堂はエノク語を唱えながら、パラソルの柄えを使って地面に魔法円を描きはじめた。

　すぐさま、正確な魔法円ができあがってゆく。

　妖魔を捕ほ獲かくするための魔法円──そう気づいた妖魔が、九堂への攻こう撃げきを開始した。

　だが、妖魔と九堂の力の差は歴然だった。

　妖魔のくりだす攻撃は、エノク語や護符で弱められ、九堂にかすり傷さえ与あたえられない。

　数種類の魔法円が地面に描かれると、妖魔はまったく身動きがとれない状態となった。

　捕獲されたのである。

「わたくしからマシンを取りあげれば、それで術の力が半減するとでも思ったのですか？」

　妖魔は身を縮め、無む駄だと知りながら逃にげ道を探った。

「さあ、答えるのです。おまえは何者です？　わたくしに恨みがあるということは、前に退治された妖魔の片割れか、身内ですね？」

『……二年前のこと、忘れたか？』

「忘れました。退治した妖魔など、百を超こえるのですから。名乗りなさい。そうすれば、思いだしてあげましょう」

　妖魔は答えない。正体が知れれば、それだけ戦いが不利になる。

　九堂は、眼鏡を指で押しあげ、鋭するどい視線をむけると共に、口もとに微かすかな笑えみを浮うかべた。

「答えないと、地じ獄ごくの苦しみを、たっぷりと味わうことになりますよ。よろしいですね？」

　ぴーッ！

　笛のような叫び声をあげ、妖魔が自じ爆ばくした。飛散したエレメントが赤い泥どろとなって、あたりに飛び散る。

「よしえ様！」

　鮫嶋の目には、なにもない空間から赤い泥が吹ふき出したようにしか見えなかった。

「だいじょうぶです。とりあえず終わりました。タオルと着き替がえを用意してください」

　頰ほおに飛んだ泥を指で拭ぬぐい、九堂はポケットの中で震えだした携けい帯たい電話を取りだす。

　モニターに表示されていたのは、丈斗の番号だった。

『九堂さん、怪け我がない？』

　妖気を感じ取った丈斗が、教室からかけて来たのである。

「心配無用です。この程度の妖魔ごとき」

『で、なにが来た？』

「ただの使い魔です。正体はわかりませんが、生意気にも、わたくしに宣戦布告をしてきました。すぐにでも、ひねりつぶしてやりましょう」
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「あ、ウサギさんだ！」

　足を止めたサヤが、目を輝かがやかせて電柱に張られた広告に釘くぎ付づけとなる。

　ハイレグ・レオタード姿のモデルが、ウサ耳を頭に立てて微笑ほほえんでいた。




　──『時給３５００円。ウサウサ・クラブ。２号店』──




　バニーガールの求人広告である。

「なにをしているのですかサヤさん。そんな広告に、いちいち反応してはいけません」

「でも九堂先せん輩ぱい、ウサギさんのコスプレするだけで、お金までもらえちゃうんですよ。すごいと思いませんか？」

「サヤさんには無理です。まず未成年者不可の職種です。それにそのコスチューム、サヤさんのそのボーイッシュな胸には、似合いません」

「なんか詰つめれば、きっとどうにか……」

「バレます」

「それじゃあー、霧山先輩に頼たのんで胸だけ、ボボーンっと、サイボーグ化で大きくしてもらいます。もう、パイズリだってＯＫなくらいにボボーン」

　パーン！

　九堂のハリセンの音が、住宅街の路上に響ひびき渡わたる。

「急ぎますよ。日にち没ぼつまでに、敵の正体を確かく認にんしなくてはならないのですから」

「はーい」

　夜の闇やみが、妖よう魔またちの妖力を強めるのである。夜しか活動できない妖魔も多い。

　しかし太陽はすでに、家々の屋根にかかっている。日没まで一時間もない。

　九堂は番地を確認しながら、路地の奥へと足早に進む。サヤは頭のウサ耳を直しながら、その後についてゆく。

　九堂とサヤのふたりは、放課後そのまま妖魔退治へと出て来ていた。

　丈斗の方はいったん家に戻もどり、遅おくれて合流することになっている。

『夏なつ芽めに食事をやらないとならないんだよ。この頃ごろ、ずいぶん食べるようになってて……』

　と、嬉うれしそうに照れ笑いする丈斗を、九堂たちも強引には引っ張って来れない。

　行き先は告げてある。妖魔術クラブのメールアドレスに妖よう怪かい情報をくれた、ある人物の家だった。

　妖魔術クラブでは、ホームページを作り、全国から妖怪目もく撃げき情報を募ぼ集しゆうしていた。少しでも身の回りにいる妖怪たちの気配を感じとって欲しい、というのが狙ねらいである。けれど妖怪の存在を信じる者は少なく、送られて来る情報もそう多くはない。




　──『マリモみたいなのが、ふあふあ、廊ろう下かの奥で跳はねるのをよく見ます。近づくと消えます。家が古いからなのかもしれませんが、その廊下だけ、腐くさったような臭においがします。妖怪でしょうか？　紅椿学園一年、寺流』──




　二月の中頃に受け取ったメールだった。同じ学園の生徒から情報をもらったのは、初めてのことである。

　特に嫌いやな気配もなく、九堂もサヤも、そのメールの危険性に気づかなかった。

　しかし、九堂のパソコンを操あやつった元げん凶きようが、そのメールに隠かくされていたのである。

　それはまるで、ウイルスの添てん付ぷされた電子メールのようだった。ウイルスの代わりに、パソコン内部に妖魔の呪じゆ術じゆつが広がったのである。

　使い魔と戦せん闘とう後、それを知った九堂はすぐに寺流という生徒に連れん絡らくを取った。そして家で会う約束をしたのである。

「このへんのはずですが……」

　足を止めた九堂が、家々の表札に目をやる。

「先輩、もしかしてここじゃないんですか？」

　サヤが指さす先に、家と家に挟はさまれた小さな木の門があり、奥へと狭せまい道が延びていた。

　その門の柱に、小さな紙が貼はってあり、細いサインペンで小さく「寺流五郎八」と「↑」が書かれている。

「どうやら、この奥のようですね」

「この、じりゅうゴロハチさんが、メールをくれた人ですか？　それとも、お父さんの名前ですか？　それにしても今どき、すごい名前ですね」

「本人です。じりゅう、ではなく、てらながれと読むのです。それに女性ですので、ゴロハチではなく、イロハです。伊達だて政まさ宗むねの娘むすめに同じく、五い郎ろ八はという名の姫ひめがいたのを知りませんか？」

　言いながら九堂は、印を切り、恐おそれることなく奥へと進んでゆく。

「でも、やっぱり今どき、娘にこんな名前つけませんよ」

　追いながら、サヤが小声で言う。

　突つき当たりを曲がると、ガラス戸の古めかしい玄げん関かんがあった。暗い廊下が、奥に見える。

　ガラス戸には、




　──『歓かん迎げい　妖魔術クラブ、御ご一行様。寺流五郎八より』──




　と貼り紙があった。

「なんかちょっと、変な人ですね」

　サヤのセリフに「おまえが言うな、おまえが！」と、丈斗なら突っ込みを入れるところであるが、九堂は「入りましょう」とさらり、受け流す。

　玄関に鍵かぎはかかっていなかった。がらりと開けて、暗い廊下の奥へ声をかける。

「ごめんください」

「妖魔術クラブでーす。妖魔退治に来ましたよー」

　すぐに「はーい」と、奥から若い女性の声が返ってきた。

　しかし、廊下の奥から、ぼてぼてという重い足音と共にあらわれたのは、『ぬっぺっぽう』と呼ばれる肉の塊かたまりのような妖怪だった。

　大きく垂れた腹の贅ぜい肉にくを積みあげた塊に、短い手足をつけたような姿をしている。

　九堂とサヤには、その姿がはっきりと見えた。妖怪側が、人に自分の姿を見せようと波長を合わせているためである。

　ふたりは息を吞のんで身構えたが、敵意は感じられない。

　ぬっぺっぽうは、廊下の途と中ちゆうで立ち止まった。じっとこちらを窺うかがっているようであるが、垂れた肉ひだに隠れて、目や口がどこにあるのかもわからない。

　廊下の奥に別の人ひと影かげがあらわれた。セーター姿の女の子である。

　きしきし床ゆか板いたを踏ふみならしながら、ぬっぺっぽうの横をすり抜ぬけ、ふたりの前へ歩いて来た。彼女には、ぬっぺっぽうの姿が、まるで見えていないらしい。

　手足の細長い、モデルのように長身の女の子だった。

　身長が百七十近くあり、一段低い土間にいるふたりは、文字どおり彼女を見あげるかたちとなった。

　みつあみにした長い髪かみを左右に垂らしており、そのプロポーションとは裏腹に、ひどく幼く見える女の子だった。
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　ほやっとした笑えみを浮うかべている。

　ふたりの前へ来ると、廊下に膝ひざを落とし、おっとりとした口調で、

「はじめまして。紅椿学園一年の寺流五郎八です」

　と手をついた。

「これはこれはご丁てい寧ねいに」

　と、九堂も土間から廊下へ膝を載せて、頭をたれる。

「妖よう魔ま術じゆつクラブ、三年の九堂よしえです」

「会長で二年生の桜宮サヤでーす」

　サヤは立ったまま、Ｖサインを突き出す。

　五郎八は少し戸と惑まどいながら「はい、ウサ耳の先輩、お姿だけは遠くから拝見していました」と、ぎこちないＶサインを律りち儀ぎに返した。

　頭にウサ耳を立て登校していれば、学園の名物となるのは当然である。けれどそのサヤが、妖魔術を使うことは数人の生徒しか知らない。

「妖魔術クラブって、紅椿学園の生徒さんが運営なさっていたのですね。知りませんでした」

　と五郎八が、なにかうれしそうに言う。

「いろいろな制約上、郷土研究クラブを名乗っているのです」

　ホームページでも架か空くうの学園名を名乗っている。

「そうなんですか。いろいろ、たいへんなんですね。本日はわざわざ、ご足そく労ろういただき、ありがとうございます。中へどうぞ。お茶をいれます」

　五郎八が膝をあげる。九堂はぬっぺっぽうの方へ視線をむけてたずねかけた。

「あれは……」

　べふ！

　空気の抜けるような音を立てて、ぬっぺっぽうが鳴いた。九堂の問いを遮さえぎったのである。

「はい、なんでしょうか？」

「いえ……、あとにしましょう」

　靴くつを脱ぬいで九堂とサヤが廊ろう下かへとあがると、まるで全員を案内しているかのように、ぬっぺっぽうが、ぼてぼてと廊下を先に歩きだす。

「ここ、おじいさんの家なんです。今は、おじいさんが入院してしまったので、月に一、二度、私が掃そう除じに来るだけなんです」

　畳たたみのある部屋の前を通り過ぎる。中ではステテコ姿の男が、こちらに背をむけ、寝ねころんでテレビを見ていた。

　骨こつ董とう品のような古めかしいタイプのテレビで、白黒画面である。映っている番組も、昭和二十年代頃ごろのドラマのようであるが、ビデオがつながっている様子はない。

　あの方は？　五郎八にそう問いかけようとして、九堂はやめた。

　寝ころんでいる男の足が、ブタのような、指の無い蹄ひづめのような形をしていたからである。その男も人間ではない。あきらかに妖よう怪かいである。

「サヤさん、今の男、見えましたか？」

　後ろから来るサヤに小声でそっとたずねた。

「なんだか今日は、とっても見えすぎちゃいますね」

「異常です……」

　しかし、これといった邪じや悪あくな妖気を、ふたりはまだ感じていない。
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　居間には大きな掘ほりごたつがあり、白い布ぬの袋ぶくろを被かぶった背広姿の男がひとり、主のように座っていた。

　他ほかの妖怪たちと同じように邪悪な気が感じられない。よく見えないが、部屋のいたるところに、他の妖怪たちの気配を感じた。

　さきほどのぬっぺっぽうも、茶ちや簞だん笥すとテレビの間にはまり込んで、正座している。

「どうぞ」

　と、五郎八が座ざ布ぶ団とんを勧すすめる。警けい戒かいしながらも、袋を被った男の横に九堂が、そしてむかい側にサヤが座った。

「日本茶しかないんです」

　五郎八は座らず、茶簞笥を開けてお茶のしたくをはじめる。

　袋ふくろ男おとこは、人形のように動かない。ただ、ゆっくりと肩かたを上下させて、大きく息をついている。

　微かすかに嫌いやな臭においがした。人を食ったことのある妖魔の臭いである。

　九堂がそっと、ポケットの中の護ご符ふをつかむと、袋男がアナウンサーのような明めい瞭りような声で言った。

「静かにするのだ。騒さわぐと、まず、その娘むすめの命がなくなる」

　壁かべからシワだらけの黒い手が突つきだし、五郎八の頭上で手オノをふりあげる。

　横の壁からそんな手が出ていることなど、五郎八はまったく気づかない。

　ふたりはやっと、すべてが自分たちを捕とらえるための罠わなだったことに気づいた。

　ある程度は予測していたが、後あとから丈斗が来るという安心感が、九堂たちの警戒心を鈍にぶらせていたのも確かである。

「私たちに勝てるとでも、思っているのですか？」

　小声で九堂がそう言うと、男はゆっくりと袋の頭を、左右にふった。

「わかっている。今ここで戦っても、我々に勝ち目はない。その娘の命を奪うばうのが、やっとのことだ」

「ではなぜ？」

「日にち没ぼつになれば、闇やみの仲間が、ここを取り囲む。我々はおまえを倒たおすことができる」

「メールに呪じゆ術じゆつを添てん付ぷしたのも、おまえたちの仕し業わざですね？」

「おまえの性格だ。たとえ罠だとわかったとしても、ここに来ていたのではないのか？」

「ずいぶんと、わたくしのことを知っているようですね？」

「すぐに雨神さんが来ます。そしたら……」

　サヤが思わず、大きな声をあげる。

　五郎八がふりむく。

「はい、なんでしょうか？」

「あ、なんでもないんです。こっちの話です」

　とサヤが笑ってごまかすと、五郎八は微笑ほほえんでから、急きゆう須すをお盆ぼんに載のせ、部屋から出てゆく。台所にお湯を取りに行ったのである。

　突き出ている腕うでも、壁を泳ぐようにして、同じ位置関係をキープしたまま五郎八の後を追ってゆく。

　それを見届けて、袋男が言った。

「こちらへむかっている雨神丈斗は、まもなく、我々の仲間によって、足留めを食うだろう」

「日没までおよそ三十分。それだけ、雨神さんの足を止めておける妖怪ならば、正式な決けつ闘とうを申し込むはずですよ？」

　九堂が問い詰つめるその横で、サヤがこっそり、ポケットの中の携けい帯たいに手を伸のばす。丈斗に知らせようとしたのである。

「足留めの方法は腕わん力りよくばかりではない。ちなみに、ここは携帯の電波が届かない。あしからず」

　部屋のいたるところに、仲間の目があるのだから、こっそりなにかすることなど、不可能である。

「腕力以外とは？」

　九堂がそう問いかけるが、袋男は「ふふふ」と笑っただけで、答えようとしない。

「わたくしたちが、このままおとなしく倒されるとでも、思っているのですか？」

　九堂はそう言って、ポケットから護符を出してテーブルの上に置いた。

　一いつ瞬しゆん、袋男が大きく体を震ふるわせたが、護符は裏返しである。効力はない。

「やめろ。五郎八が死んでもいいのか？」

「殺せば、おまえたちは切り札を失うのです。わたくしたちはおまえを捕らえ、容よう赦しやなく地じ獄ごくの壺つぼへ押し込めることができますよ。死ぬこともできず、永遠の苦痛を味わう壺の中へ」

　言いながら九堂は、カバンを開け、妖よう魔ま術じゆつの道具をテーブルの上へ並べてゆく。

「よせ！」

「手は出しません。ですがこちらも、戦せん闘とう準備ぐらいはさせてもらいます」

「やめろ。許可できない。すぐにやめないと、五郎八の右目をくりぬく」

　九堂は袋ふくろ男おとこを睨にらみつけ、ゆっくりと妖魔術用のスティックを引き伸ばしながら言った。

「その時はおまえの、右みぎ腕うでをもらう……」

　あたりがシンと静まるほどの迫はく力りよくだった。

　袋男が大きく後ろへ身を引くと、タンス裏や引き出しの中、天てん井じよう裏や畳たたみの隙すき間まから、妖よう怪かいたちが顔を出して、集まって来た。

　数秒ほど相談したのち、さっと、それぞれの場所へ消える。

　残された袋男は、大きくうなずいて言った。

「よ、よし。いいだろう。準備だけなら、許可してやる」

「それは感謝します。それからひとつ忠告しておきましょう。人と話をする時は、そのような袋は取るものです」

　そう言うなり、九堂はすばやく手を伸ばし、男の頭から袋をもぎ取った。

　あわてて頭を両手で隠かくすが、もはや遅おそい。あらわれたその顔は、金魚鉢ばちのように透とう明めいだった。

　色とりどりのぶよぶよとした液体が、頭の中を流れ、巡めぐっているのが見える。眼球がひとつ、表面に浮うかんで来て、九堂を睨みつけて、沈しずんでゆく。

　次に浮かんで来た口が、内側から額のあたりに貼はりついて声を発した。

「見たな……」

「なるほど、やはりおまえでしたか。待っていましたよ。あの時、肉体の一部を逃のがしたことが心残りでした。これで、心おきなく旅立つことができます」

「おまえの旅立つ場所はあの世だ」

　頭の中から、ミミズの塊かたまりのような物が浮かびあがり、口を押し流すようにして汚お濁だくの中へ消える。

「サヤさん」

　九堂はサヤに顔をむけ、戦闘の準備をうながした。

　サヤはカバンを手にして立ちあがる。

「それじゃあー、勝負パンツに穿はき替かえてきます」

　べふぃ！

　と、ぬっぺっぽうが声を発し、体を少し桜色にする。

　お茶と羊よう羹かんを持って戻もどってきた五郎八とすれ違ちがいに、サヤが出てゆく。

「トイレ借りまーす」

「はい。廊ろう下かの右奥です」

　五郎八が運んで来たお茶と羊羹は四人分あった。妖魔の分まで、数に入っている。

　無意識にさせられているのだ。妖魔のいる場所に座らないのも、そうである。

「米よね屋やの栗くりむし羊羹なんです。とっても、おいしいんですよ」

　と微笑む頭上では、相変わらずオノが光っていた。

　妖魔はすばやく羊羹のひとつをつかむと、頭の上部をわずかに開き、中へ投げ込んだ。

　そこが物を吸収する口になっているらしい。

「うまい……。食っておけ九堂。最後の食事だぞ」

　九堂は黙だまって、湯飲みを手にした。

「なんなんですか、それ？」

　こたつに足を入れた五郎八が、九堂の前に並んでいる妖魔術道具に手を伸のばす。

「さわってはいけません」

「あ、すみません」

「すべて妖魔術の道具です。五郎八さんには見えないでしょうが、この家には恐おそろしい妖魔たちが多く住みついています」

「……そうなんですか？」

　五郎八が神しん妙みような顔をした。まだ半信半疑である。

「ボスとなっている妖魔は、昔、わたくしの肉体を食った妖魔です。退治しましたが、意志を持った尾おの一部を取り逃にがしました。その一部が復活したのです」

「どんな妖怪なんですか？」

「全身が透明で、汚濁の渦うず巻まく体内が、外から透すけて見える大だい蛇じやでした。濁だく蛇じやとわたくしたちは名づけましたが、今はもう蛇へびの姿はしていません。濁だく頭とうとでも、名づけましょう」

「あの時は、うまかった……」

　濁頭がため息まじりでそう言って、頭の表面に白い芋いも虫むしのような物を貼りつけた。

「わかるか九堂。おまえの右手の中指だ。復ふく讐しゆうを忘れぬため、これだけは消化せずに残しておいたのだ。おまえを食い、そしてこの指を消化する……。俺はそれだけを考えて生きながらえ、力をつけて来た」

「おまえが力をつけたように、わたくしたちも力をつけました。いくら束になっても、勝ち目はありません。降こう伏ふくして手を引くなら、他の者たちは見逃してあげましょう。ただし、この濁頭だけは許しません」

　九堂が指さすと、濁頭は渇かわいた笑いを響ひびかせる。

　しかし、他の妖怪たちは部屋の隅すみに集まって、話し合いをはじめた。

「おい！」

　濁頭の一いつ喝かつで、妖怪たちはあわてて元の場所へと戻もどる。

「今の、なにかの呪じゆ文もんなんですか？」

　壁かべにむかって話しかける九堂の言動を見て、五郎八が不思議そうに問いかける。濁頭の声や姿が認にん識しきできないのだから、そう思われてもしかたがない。

「お待たせしました」

　戦せん闘とう用のウサギルックに着き替がえたサヤがバタバタと戻って来た。

　その姿を見た五郎八が「きゃーっ、かわいーっ！」と声をあげると、サヤは得意気にその場で「イエーッ！」と、Ｖサインでポーズをとった。

　ウサ耳は無論のこと、フリルの多いミニのパーティドレスに、ウサリュックと、ウサ靴ぐつである。

　特にウサ靴に関心を示した五郎八が、長い爪つま先さきをつつきながらたずねる。

「これって、中はどうなってるんですか？」

「説明しよう！　この中にはね、愛と勇気が、パンパンに詰つまってるのさ」

　演劇調で言ったサヤに、五郎八がパチパチと拍はく手しゆする。

　呆あきれ顔で九堂が注意した。

「サヤさん、それは外履ばき用の靴ですよ」

「洗いたてですから、全然汚きたなくないですよ。ほら」

　と、片足をあげて見せる。

　退魔円の付いたパンツがあらわになり、濁頭は両手で顔を覆おおった。

「やめろ！　おまえたち、俺をバカにしてるのか？」

「バカ？　失敬な。バカにするほどの価値も、おまえにはありませんよ」
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　ふたつの眼球と牙きばが内側から、濁頭の表面にぶつかってきた。怒いかりに、目をむいたのである。

　それを無視して、九堂はサヤに言った。

「守りのイ、２３、フォーメーションＫで捕とらえ、そのままオールＥで仕留めます。バックは無しです。よろしいですね、サヤさん？　一気に片付けてしまいましょう」

　戦闘の作戦である。

　サヤは不安げな表情で、曖あい昧まいにうなずいた。

「でも、それだと……」

「しっかりするのです。わたくしは、もうすぐクラブから居なくなる身です。ひとりでも、しっかり戦えるという自信を持つのです、サヤさん」

「九堂先せん輩ぱい……」

「卒業後は、どうなさるんですか？」

　五郎八がたずねた。濁頭が見えていないため、場ば違ちがいなほどのんびりとした口調である。

「九堂先輩は、卒業後、遠い国に留学しちゃうんです。その気になれば、早わ稲せ田だだって慶けい應おうだって入れるくらいの秀しゆう才さいなのに」

「さらなる妖よう魔ま術じゆつを身に付けるためです。それに、目的に不必要な受験勉強など、わたくしはまったくしていません。入試は無理です」

　そう言い切った九堂に、五郎八がため息をつく。

「すてきですねー。自分の目標がきちんとある人って、とってもうらやましく思います。私なんか……、なにしていいのかわかんなくて、このまま高校生活が、終わってしまうような気がしてます」

「ふーん、そうなんだ。ところで五郎八ちゃんて、妖怪とか好き？」

「はい、大好きです。水木しげる先生の本はほとんど持ってますし、おまけフィギュアにもはまっちゃいました」

「それはそれは。妖怪ではなにが好きなのですか？」

　九堂の問いに五郎八はすかさず答えた。

「ぬっぺっぽうと油すましです」

　それを聞いたぬっぺっぽうが、部屋の隅で体を赤くする。

「だったら、これです！」

　と、サヤがポケットから小さなバッジを取り出して、五郎八にむけた。ウサギの顔を象かたどった、妖魔術クラブの会員章である。

「これもなにかの縁えん！　ということで、五郎八ちゃんも妖魔術クラブに入って、エンジョイ！　妖魔を倒たおしてゴーゴー！　妖怪さんとも仲良しでルンルンです！　今だと入部金無料で、ウサバッジもプレゼント」

　ウサバッジを手にした五郎八が目を輝かがやかせて即そく答とうする。

「あっ、すごくかわいいですね。入ります。私、入部します」

　丈斗が居たなら「いいのかそれで！」と、突つっ込みを入れるところだが、九堂は動じない。

「では、仮入部を許可しましょう」

「ありがとうございます。がんばります」

「よかったね五郎八ちゃん。いっしょにがんばろうね」

　手を取り合って喜ぶサヤと五郎八を見て、濁頭がうんざりと言った。

「やっぱりおまえたち、俺をバカにしてるだろ？」

「黙だまりなさい。今から、しっかりと退治してさしあげます」

　叱しかりつけ、ゆっくりと九堂が立ちあがる。

「これがわたくしの、紅椿学園妖魔術クラブ員として、最後の戦い」

「ま、待て！」あわてたのは濁頭だった。「五郎八を見殺しにして、我々と戦うつもりなのか？」

「いたしかたありません」

　九堂の言葉に、妖よう怪かいたちがざわめいた。

「はったりだ！　ただの、はったりだ！」

　動どう揺ようを静めるため濁頭が叫さけぶ。

「それにまもなく雨神さんが来ます。あなたがたに、勝ち目はまったくありませんよ。今すぐ降こう伏ふくしなさい」

「いや、雨神は来ない」

「どのような策略かわかりませんが、無む駄だです」

　九堂がスティックを構えると、濁頭は両手を広げて、それを制した。

「待て。作戦はこうだ。あの男はおひとよしだ。傷ついた子供が道に転がっていたら、どうする？　迷わず病院に運ぶはずだ。日にち没ぼつまでにここに来るのは不可能だ」

「それを聞いて安心しました。雨神さんはとてもカンの鋭するどい方です。子供を誰だれかに託たくし、急いでここへ駆かけつけるでしょう」

　九堂はそう言うと、ゆっくり、空いている左手を五郎八へさしむけた。

「？」

　意味がわからないまま、五郎八がその手をつかむと──。

　戦いがはじまった。
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　最初に動いたのは九堂だった。

　すばやく五郎八を引き寄せ、頭上でオノを構えていた腕うでを、スティックの先で突きあげたのである。

　同時にサヤも動いた。護ご符ふを投げ、結界を広げる。

　濁頭も動いていた。九堂めがけて、透とう明めいな頭の一部を槍やりのように細く伸のばしたのである。

　槍は、五郎八を守ることに専念していた九堂の体を、軽々と突き刺さした。

　わずかに遅おくれて完成したサヤの結界が、濁頭の槍を切断する。

　パン！

　その反動で、濁頭は後ろへしりもちをつき、九堂も倒れた。

　──一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　遅れて妖怪たちが、彼女たち三人へ飛びかかるが、ドーム型の小さな結界がそれを跳はね返した。

　強固な結界である。壊こわすには時間がかかる。

「九堂先せん輩ぱい！」

　結界の中で、サヤが九堂を抱だき起こす。濁頭の槍は、九堂の右みぎ肩かたをつらぬいて、突き立っていた。

「肺の少し上です。これくらいの傷。心配いりません。けれど……」

　痛みで右手が動かない。九堂は左手で、スティックをつかんだ。

「右手が動きません。これでは満足な戦いが……」

　その左手も大きく震ふるえだし、つかんでいたスティックが転げ落ちる。体が思うように動かない。

「どうやら毒が効いてきたようだな九堂」

　結界に群がる妖怪を押しのけて、濁頭が小さなカプセルをサヤたちに見せた。

「異星から来た奴やつにもらった毒だ。これが俺たちの切り札だ。一時間ほど体が動かなくなるだけで死にはしない。死なれては困る。おまえは、俺が食い殺すのだから」

　大口を顔に貼はりつけて高笑いする濁頭を、九堂は睨にらみつけた。

「どうやらベロルと、取引をしたようですね。おろかなことを……。ですが、勝負はまだこれからです」

「体が動かないというのに、口だけは相変わらずだな九堂。この毒は、雨神丈斗を殺すのを条件に、三つもらったのだ。ひとつはおまえの体内に、ひとつはこの手の中に、残りひとつは、雨神を倒したがっていたヘチマ天狗に渡わたしてある。今いま頃ごろ、雨神もこの毒にやられて……」

「そんなんで、負けちゃうような雨神さんじゃない！」

　サヤが怒ど鳴なる。

「甘い甘い。この毒はもともと対雨神用に作られた兵器だ。いくらヘチマ天狗が弱くても、雨神に振ふりかけるだけで、その攻こう撃げきを不能にできる」

　濁頭は、眼球を浮うかびあがらせ、柱時計に目をやった。

「日没まであと五分。そろそろ夜の仲間が目覚める時間だ。暇ひまつぶしに、言い残すことがあれば聞いてやるぞ九堂。早くしないと、その自じ慢まんの口も、うまく回らなくなる」

　妖よう怪かいたちを下がらせ、濁頭はどっかりと結界の前に腰こしをすえた。

「あのー。これ。なにが、起こってるんですか？」

　五郎八が見えない結界の壁かべを撫なでながら、不安気にたずねる。彼女には、九堂の胸に刺さっている槍さえ見えていない。

「サヤさん……」

　九堂が呼ぶ。

　サヤは力強く、うなずいて見せる。

「わかってます。だいじょうぶです。九堂先輩は絶対に、私が守ります」

　そっと九堂の体を離はなすと、サヤは五郎八にいくつかの護符と九堂の小型パソコンを渡わたした。

「これ、持っててください。私にもしものことがあったら、九堂先輩に使い方を聞いてください。じゃあ、行きます」

　早口にそう言って、サヤはエノク語を唱えながら、結界の外へと飛び出した。

「ほう、やるのか小こ娘むすめ。たったひとりで？」

　うれしそうに濁頭が腰をあげる。

「見ててください九堂先輩。こんな妖よう魔まの一匹ぴきや二匹、私ひとりでも倒たおせます。だから……。だから安心して留学してください」

「ほざくな！」

　濁頭の一いち撃げきがサヤへむかう。九堂を刺したのと同じ、頭から伸のびた槍である。

　サヤは軽々と結界の楯たてでそれを弾はじき、スティックで中空に魔法円を描えがきはじめる。

　それを見た妖怪たちが、いっせいにあたりから逃にげだした。

　障子や襖ふすま、茶ちや簞だん笥すや壁までもが動きだし、わーっ、と声をあげて散ってゆく。

　妖怪たちが家財道具に化けていたのか、家財道具が妖怪になったのか──。それとも、寝ね床どこを壊されることを恐おそれた妖怪たちが、家財道具を持ち去ったのかは、わからない。

　気がつくと、柱と床ゆかだけを残して、家が空になっていた。部屋の壁どころか、外がい壁へきまでもが消えている。

　五郎八の家だけではない。隣りん接せつしていた何軒けんかが、同じように塀へいや壁を失い、まるで撮さつ影えい所じよのオープンセットの中にいるような光景だった。

　少し離れた場所で主婦が、なにも気づかないまま、夕飯のしたくをしている。

　場所が広がったことにより、サヤと濁頭の双そう方ほうには、戦せん闘とうがやりやすくなった。

　攻撃を避さけるために、濁頭が横へ走り出す。

　それを追って、サヤは魔法円から人工エレメ精霊ンタルを放った。

「ラ！　エウーハ！」

　銀色に光る狐きつねのようなエレメンタルである。

「この程度か！」

　濁頭があざけり、槍でそのエレメンタルを串くし刺ざしにした。

　とたんに狐は鉄のように固く、重くなり、濁頭の動きを封ふうじた。それが狙ねらいである。

「光天の精せい霊れいたちよ、我に力を与あたえたまえ！」

　サヤはスティックの先からエレメント弾だんを放ち、魔法円の中から様々なエレメンタルたちを次々と招しよう喚かんしてゆく。

　ブタウサ、ビーナス、ソルジャー、そして柴しば犬いぬのピーチ。

　濁頭は、自分の手で槍を叩たたき折って顔をあげた。すでに、エレメンタルたちが、ぐるりと取り囲んでいる。

　濁頭ひとりでは、勝ち目はない。

「おい！」

　と外に逃げた仲間を呼ぶが、誰だれも戻もどって来ない。遠巻きにしたまま、勝負の成り行きを見守っている。

「どうやら、妖怪たちを脅おどしつけて、強引に仲間にしていたようですね」

　九堂の言葉に「うるさい！」と濁頭が吠ほえる。

　じりじりとエレメンタルたちが、間合いを詰つめて、濁頭を追い込んでゆく。

「サヤさん、余よ裕ゆうがあるならば、捕ほ獲かくするのです。ベロルの行動を聞き出す必要があります」

「はい、楽勝です」

　エノク語を唱えながら、サヤは踊おどるように、スティックを振ふるう。

　仕上げである。エレメンタルがいっせいに、濁頭へ飛び掛かかろうとした。

　しかし──。

　突とつ然ぜん、凍こおりついたように、エレメンタルたちが動きを止める。そんな指示をサヤは出していない。

「あれ？」

　もう一度スティックを振るうが反応がない。スティックの放つエレメントの光も弱い。

「サヤさん、逃げるのです！」

　九堂が叫さけんだ。

　サヤの頭上で、薬のカプセルのような物体が回転していた。濁頭が放った最後の毒である。

　サヤは見落としていた。濁頭の額から、それが弾き出されたのを──。

　それによって、スティックから出るエレメントが力を失ったのである。

　サヤは急いで、九堂と五郎八のいる結界の中へ、飛び込もうとした。

「遅おそい！」

　濁頭の手が、後ろからサヤの首を捕とらえた。

「九堂、よく見ておけ！　おまえの友達が食われるところを！」

　濁頭の顔が縦に割れ、巨きよ大だいな口となってサヤの頭にかぶりつこうとする。

「待ちなさい！」

　九堂はむりやり上半身を起こし、濁頭を睨にらんだ。

「おまえの目的は、わたくしのはずですよ」

　エノク語を唱えて、九堂は結界を開く。

「この娘むすめの身代わりになるというのか？　いいだろう。俺の望みは、おまえを食うことだ」

　濁頭はサヤを左手に持ちかえ、右手ですばやく九堂の首をつかんだ。

「まず、おまえから先に食ってやるぞ九堂！」

　無む駄だだと知りながらも、サヤはスティックで濁頭の腕うでを殴なぐりつけ、暴れる。

「離はなせ！　バカぁ！　おまえなんかに！　おまえなんかに！　九堂先せん輩ぱいを食べさせない！　離せー！　離せぇぇぇ！」

　──ぞくり。

　夜の妖よう魔またちの群れが、接近してくる気配を感じ、濁頭は身を震ふるわせた。

「やっと来たか。結局、あいつらの手を借りるまでもなかったが」

「ひとつ教えてあげましょう」

　首をつかまれたまま、九堂が濁頭を見み据すえて言った。

「ほう、なにをだ？」

「おまえの敗因は、本当に助け合える仲間を得なかったことです」

「敗因？　いったい誰のことだ？」

　濁頭が笑う。

「おまえのことだ」

　そう言って丈斗が、濁頭の頭を後ろから、右手で鷲わしづかみにした。

「うちの九堂さん、なんでいじめてんだよ！」

「……雨神？　なぜここに!?」

　そう声を絞しぼりだした濁頭の横に、そっと進み出たヘチマ天狗が、畳たたみの上にカプセルを置いて軽く拝むような手つきをした。

「いや、すまん。これは返すぞ。どう考えても、これを使うのは仁義に反する。これで雨神に勝ったところで、誰も認めてはくれぬ。それどころか、卑ひ怯きよう者と罵ののしられるだけだ。許せ」

　言うだけ言って、ヘチマ天狗はそそくさと去ってゆく。

「わかったらさっさと、その汚きたない手を離せ！　このまま、おまえの頭を吹ふき飛ばすぞ」

　丈斗はわざとゆっくり、右手にエレメントを溜ためた。

　濁頭は九堂を引き寄せて言った。

「おまえのエレメントは強力だ。撃うてば、俺の頭をつらぬいて、九堂の頭まで吹き飛ばすことになるぞ」

　その可能性はある。

　丈斗がひるむと、濁頭は頭の後ろにふたつの眼球を浮うかびあがらせ、円を描えがくようにぐるぐると回しはじめた。

「丈斗、おまえに勝ち目はない。まもなく仲間が来る。まもなく……、まもなく……」

　ぐらりと丈斗の体が揺ゆれた。

　眩暈めまい？　そう思ったが、つづけて体が右に左に、大きく揺れだす。

　床ゆかが揺れていた。地じ響ひびきである。

「来たぞ。ひとつ目大おお入にゆう道どうだ」

　巨大な足が、高速道路を蹴けり倒たおす。線路を──、車を──、家々を踏ふみ潰つぶして、近づく。

　ひとつ目の巨人である。頭が薄うす雲ぐもに隠かくれて、霞かすんでいるほどの大きさだった。

　腹のつきだした赤子のような体型をしており、銀色に光るマサカリを肩かたにかけている。

　踏みしめるたびに足が、巨体の重さに深々と地中にめりこむ。

「手を離すのはおまえの方だ丈斗。さもないと……」

　巨人がマサカリを構え、丈斗たちのいる家の上へ振り降ろした。

　屋根を突つき破って、マサカリの刃はが壁かべのように丈斗のすぐ後ろへ突き立つ。

「次はないぞ丈斗……」

「雨神さん、惑まどわされてはいけません」

　九堂の言葉にうなずいて、丈斗は目をとじた。

「わかってるよ九堂さん」

　エノク語を唱えながら、丈斗は空いている左手で、背後にそびえ立つ刃を叩たたいた。

　丈斗の叩いた場所から、亀き裂れつが走る。それはまるで生き物のように、刃をつたい、マサカリの柄えを登り、巨人の腕を──、肩を──、そして頭を砕くだいた。

　ドーンという音と共に、巨人の頭が氷山のように裂さけて、崩くずれ落ちる。

「くだらないハッタリはやめろ。こんなもの、俺には通用しないぞ」

　両目を開いて丈斗が濁頭を睨むと、巨人の姿が薄れ、霧きりとなって飛散した。

　幻げん影えいである。濁頭が幻影で丈斗を惑わそうとしたのである。

　巨人も巨大なマサカリも、濁頭の作った幻まぼろしにすぎない。

「それに……」

　丈斗は言葉を切ると、右手を濁頭から少し離し、──撃った。

　丈斗の右手から放たれたエレメントの光が、濁頭の前まで伸のびて、停止する。

「今は、こんなこともできる。簡単におまえの頭だけを潰せるぞ」

「ではなぜ、それをしない？」

「おまえに聞きたいことがあるからだ。だけど、無駄な抵てい抗こうをこれ以上つづけるなら……」

　丈斗は握にぎり潰すような勢いで、濁頭をつかみ直す。

「わ、わかった。俺の負けだ……」

　濁頭が九堂とサヤの首から、手を離はなした。

　倒れかけた九堂の体を、五郎八が後ろから支えた。

「だ、だいじょうぶですか？　どこか、具合が悪いんですか？　サヤ先せん輩ぱいも、どうして泣いてるんですか？」

　人としての気配を消しているため、丈斗の姿も、五郎八には認にん識しきできていない。

　ゆっくりと両手をおろしながら、濁頭は言った。

「なんでも話す。だから、命だけは助けてくれ……」

　それを見て、離れていた妖よう怪かいたちが家財道具といっしょにそっと戻もどって来る。どこかうれしそうである。

　加勢に来た夜の妖よう魔またちも、無言で引き返してゆく。簡単に丈斗たちを倒せるから手伝えと言われて、駆かり出されただけのことである。命がけで濁頭を助ける義理はない。

「話しなさい。そのカプセルをいったい、いつ、誰だれから受け取ったのですか？」

「受け取ったのは、数日前だ。顔は見ていないが、あれは確かに人間の……」

　濁頭の右手が、ゴムのように伸びて、畳たたみの上のカプセルをつかんだ。

　その手をすばやく叩いて、ぬっぺっぽうがカプセルを奪うばい取る。
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「だいじょうぶだよ。そのカプセルはもう、使えなくしてあるから」

　と丈斗が言う。

　ぬっぺっぽうはしげしげと、どこにあるのかわからない目でそれを眺ながめてから、五郎八へ差し出した。

　しかし、五郎八にはそれがわからない。

　ぬっぺっぽうはカプセルを丈斗に渡わたすと、いつもの場所──テレビと茶ちや簞だん笥すの間に膝ひざを抱かかえて身を収めた。

　グシャリ！

　濁頭の頭が潰つぶれた。丈斗が握りつぶしたわけではない。濁頭が、丈斗の手から逃のがれるために自じ爆ばくしたのである。

　ふたつの眼球が汚お泥でいと共に、丈斗の指の間から畳の上へこぼれ落ちた。そのまま、ネズミのような速さで、廊ろう下かへと走り出る。

　頭のない体の方は、窓を突き破って通りへと飛び出してゆく。

「待て！」

　丈斗が右みぎ腕うでをむけると、妖怪たちが壁を開く。犬のように駆けてゆく、頭のない濁頭の姿が見えた。

　それに気づいた濁頭が、急いで駐ちゆう車しやしてある乗用車の後ろへと身をひそめる。

　丈斗は短くエレメントを溜ため、すばやく撃うった。

　それでもエレメントの一いち撃げきは、乗用車の側面をつらぬいて、濁頭の胸に突つき刺ささる。そのまま、濁頭の背後にあった電柱までも砕いてしまう。

「あ、やばいな……」

　つぶやいてみたところで、あとの祭りである。

　痙けい攣れんを起こしながら、車のボンネットの上に濁頭の体が倒たおれた。その上に、電線を引きちぎりながら、折れた電柱が倒れこむ。

　とたんに一帯の家々が停電となった。

　濁頭の体は、車ごと電柱に押し潰され、藍あい色いろの液体を噴ふきあげる。

　しかしまだ、逃にげてゆく濁頭の気配を、丈斗は感じた。

　体は囮おとりだったらしい。濁頭の本体は、潰れた頭の方である。

　濁頭の本体はドロのような姿で、地を這はい進み、下げ水すい溝こうの中へ逃げ込んでゆく。

「逃がすかよ！」

　その気配を追って、丈斗は右手を構える。

　障害物が多いが、そのすべてをつらぬいて、濁頭を撃つ自信が丈斗にはあった。

　九堂がそれを制する。

「やめるのです雨神さん……。街を壊こわすつもりですか？　それに、あやつはもはや雑ざ魚こです……。あやつはいつか……、わたくしが自分の手で、始末します。それまでは、このまま……」

「あいつ、九堂先輩の初はつ恋こいのひとを食ったんだ」

　サヤが叫さけんだ。

　九堂は微笑ほほえむ。

「初恋？　ずいぶんもう昔のことのように……思えます。あれが恋だったのかさえ、わたくしにはもう、よく……わかりません」

　丈斗は静かに腕をおろした。

「わかったよ、九堂さん」

　すると、サヤが丈斗を押しのけ、九堂に抱だきついて泣き出す。

「ごめんなさい。ごめんなさい九堂先輩。ちゃんとできるところ、ひとりでも、ちゃんとできるところ、見せたかったのに。先輩が安心して、留学できるように……」

「だいじょうぶです。サヤさんはもう充じゆう分ぶん、ひとりで……」

「でも、さみしいです。九堂先輩と、もっともっといっしょに、ずっとずっといっしょに……。ごめんなさい。ごめんなさい。言わないって決めたのに……。先輩を引き止めるようなこと、私、絶対に……。先輩がもっともっと強くなるためだから、目標のためだから、先輩の決めた道だから……。仕方ないことだから……。でも、でも、とってもさみしいです……」

　九堂の胸に顔を埋うめ、サヤが声をあげて泣きだす。
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　頭を撫なでて、なにか声をかけてやりたいが、もはや九堂には、それをする力がなかった。頭へ回りはじめた毒のせいである。

　サヤの腕の中で、九堂は意識を失った。
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　気がつくと九堂は、見知らぬ車の後部座席にいた。ひどく狭せまい車の中である。クッションも硬かたく、車の揺ゆれも烈はげしい。

　けれど、ひどく懐なつかしい香かおりがした。みょうに心が落ちつく甘い香りである。

　体に掛かけられていた毛布をはねのけて、九堂は身を起こした。

「鮫嶋……」

　と、名を呼びながら。

「はい、なんでしょうか、よしえ様」

　香りはまぎれもなく、鮫嶋の使っているポマードのものだった。

「どこへ？」

　窓の外へ目をむけて、九堂がたずねた。トンネルの中である。他ほかに走る車はない。

「念のため、よしえ様をメラ星の大使館へお連れするところです。お身体からだの方は、いかがですか？」

　言われて気づいた。サイボーグ化した肉体に損傷を受けるたびに、幾いく度どとなく通った大使館専用の地下道路である。

　入り口は高速道路から分ぶん岐きしているが、通常の人間には認にん識しきできない。妖よう怪かいが認識できないのと同じ原理でカモフラージュされているのだ。

「毒の方はすっかり抜ぬけたみたいです。それよりも、この車はなぜ……」

「コンチネンタルのエンジンシャフトに、ひび割れが見つかりましたので、急きゆう遽きよ、この車をお父上さまより、お約束どおり頂ちよう戴だいいたしました。狭い車ですが、どうかご辛しん抱ぼうください」

「そうではありません。なぜこの道を、鮫嶋が運転しているのかを聞いているのです」

　地球人に知られてはならない道である。今までは、入り口のところで、鮫嶋の車から大使館職員の運転する専用車に乗り換かえていた。

　しかし、なぜか今日は、鮫嶋の運転する車で、この道を走っている。

「霧山さまに、前々からお願いしていたのです。やっとその許可がおりました。本日より、メラ星の特別協力職員です」

　鮫嶋の差し出した身分証へ、九堂は視線を落とした。メラ星の共通語であるエノク語で、鮫嶋の役職が書かれていた。

「よしえ様に同行し、メラ星で身の回りのお世話をすることになっております。叱しかりつけても、ダメでございますよ。私はもう、九堂家の召めし使いではなく、メラ星の職員なのですから」

　そう、うれしそうに鮫嶋が言う。

　九堂は「鮫嶋……」と、言いかけて、声を途と切ぎれさせた。声が微かすかにうわずってしまい、次の言葉が続かない。

　ありがとう、の言葉が出て来ない。

　鮫嶋も声を震ふるわせて言った。

「よしえ様、どうか、もうなにもおっしゃらないでください。私の目が霞かすんで、運転が危のうございます」
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　春、四月。新学期である。

「ハッピー、ニュー学期！　ゴーゴー！　イエーッ！」

　サヤが部室のドアを勢いよく開けて、飛び込んで来た。

　一段とその大きさをましたウサ耳が、頭に突つき立っている。

「あっ、サヤ先せん輩ぱい、おはようございます」

　クラブ会則の第一条を律りち儀ぎに守ってウサ耳を立てた五郎八が、その頭を垂れる。

「あっ、ハーちゃんおはよう！　今日も元気で、イエーッ！」

　隅すみの机で映画雑誌を眺ながめていた丈斗は、うんざりしながら顔をあげた。

「サヤ、おまえどんどん、性格が壊こわれて来てねえか？」

「なに暗い顔してんだよアマタケ！　新学期だぞイエーッ！」

「なんだよそのアマタケって」

「雨神丈斗の略だ、イエーッ！」

「なんでそんなに浮うかれてんだよ？」

「これが浮かれずにいられますか、ってーの」

　と、大きな紙かみ袋ぶくろをテーブルの上に置いた。

　丈斗は、なにか嫌いやな予感がした。

　サヤは両手を腰こしに置いて、薄うすい胸を張る。

「さて諸君。新学期である。というわけで、おニューな会則の数々、決定！」

「なんだよサヤ、九堂さんが居なくなったからって会長風ふかせて、また自分に都合のいい会則を作る気だな」

「もうビュービュー、ビュービュー、風速百メートルくらいふかしちゃいますよ。というわけで、おニュー会則第一条、部室内ウサ耳厳守に加えて、部室内コスチュームの着用決定！　じゃじゃーん！」

　と、紙袋の中から取り出したのは、バニーガール用のレオタードである。

「うわっ！　おまえそんなもん、どっから持って来たんだよ！」

　丈斗の言葉など、サヤの耳には入らない。

「はい、それじゃあ、これ五郎八ちゃんの分。五郎八ちゃんは背も高くて胸もあるから、もうバッチしだよね。長いみつあみの髪かみをといたら、ウエーブもかかってて、もー超ちよう完ぺきなバニーちゃん！」

「えー、でもちょっと、恥はずかしいです」

　と、頰ほおを赤らめながらも、受け取ったレオタードを体にあてている。

「だいじょうぶだいじょうぶ、恥ずかしいのは最初のうちだけだから。そんでもってこの、胸パット三百パーセント大増量のが私の」

　サヤのバニーガールはともかく、スタイルのいい五郎八のバニーガールならちょっと見てみたいなー、などと鼻の下を伸のばしかけた丈斗は、ハッ、と気づいた。

「おい、まさか俺の分まで……」

「そんなの当然じゃないですかー。はい、これがアマタケの分。股こ間かんがモッコリしてもだいじょうぶなように、プロテクター入りだぞー」

「でーい、そんなもん着れるかー！」

「会長命令は絶対でーす。そんでもって、おニュー会則の第二条！」

「まだあるのかよ！」

「本日よりクロゼットの中のウサギさんたちは、全員解放でーす。部室内全域にウサギワールドを樹立！　ババーン！」

　浮かれながら、サヤがクロゼットを大きく開くと──。

「させません！」

　中から飛び出して来た九堂よしえが、サヤの頭にハリセンの一いち撃げきを食らわせる。

「うきゃー！　九堂先輩、どうしてここに!?」

「留学は五月からです。こんなことではないかと案じて、ここに身を潜ひそめていたのです」

　半妖よう怪かい化して勘かんの鋭するどくなった丈斗でさえ、九堂の気配に、まったく気づかなかった。

「そ、それにしても九堂さん、いったいいつからそこに居たの？」

　サヤが「いやーっ！」と絶ぜつ叫きようした。

　九堂の足元に、布団ふとん用の圧縮袋ぶくろに詰つめ込まれ、限りなくぺしゃんこになったヌイグルミの群れが、薄く積みあげられていたからだ。掃そう除じ機きで袋の空気を吸い取って圧縮するアレである。

「思いのほか、効果がありました。これでクロゼットの中も当分はすっきりすることでしょう」

「サムくんやウーちゃんやハヤくんが、みんなみんな、潰つぶれてるー！」

「日干しすれば元に戻もどります。そんなことよりもサヤさん、わたくしが卒業したからといって、勝手は許しませんよ。メラ星といっても、片道わずか十時間、いつでも戻って来られるのですから」

　眼鏡めがねを光らせて、ピシリと九堂が言う。

「あーん、九堂先輩が居なくなったから、ウサっ娘こクラブに改名しようと思って、立派なネームプレートまで作ったのにー」

　そう言ってサヤがポケットの中から、プレイボーイのウサギをもじったようなプレートを取り出した。

　まるでナイトクラブの表札である。

　無言で、九堂と丈斗のハリセンが、サヤの頭に炸さく裂れつする。

　それを見た五郎八が、あたふたと広告の紙でハリセンを折り「失礼します」と、うれしそうにサヤの頭をそっと叩たたいた。
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「どうしようかなー」

　サヤは部室でひとり、眉み間けんにシワをよせて思い悩なやんでいた。問題なのは、九堂よしえの残していった、黒いノートパソコンである。

「ハーちゃんに使わせて、だいじょうぶかなー。たぶん、もう残ってないと思うけど……。絶対とは言い切れないしなー」

　そのパソコンには、誰だれにも知られたくはない、おぞましい秘密が隠かくされている。

　できることならば、五郎八のために新しいパソコンを購こう入にゆうしたかった。

　しかし、そんな予算はない。

　そして、その古いパソコンには、それなりの利点もある。霧山からもらったメラ星のＯＳや特とく殊しゆなパーツが組み込んであり、完全な妖よう魔ま術じゆつ用に改良されているのだ。やや使い込んであるものの、魔戦においては、申し分ない働きをしてくれるマシンである。

　だが──。

「うーん、どうしようかな」

　サヤは九堂とふたりで、最初にそのパソコンを使った頃ころのことを思いだした。

「すごいショック、なんだよねー」

　それは、生きている毛虫を口の中で嚙かみつぶすような、すさまじい衝しよう撃げきである。

　邪じや念ねんの塊かたまり──。ふたりはそれをそう呼んだ。

　それによってサヤも九堂も、その日は夕飯が喉のどを通らなかった。なおかつ、くり返される悪夢にうなされる夜を過ごしたほどである。

　それでもクラブの為ためにと、九堂とサヤは目を丸くしながら、ひとつひとつ「邪念の塊」を拾い出し、パソコンの中から取り去ったのである。だがそのおぞましい呪じゆ縛ばくから、まだ逃のがれきれてはいない。

　五郎八の操作中に「邪念の塊」が出現した場合、いったいどのようなことになってしまうのか、サヤには想像することができなかった。

「でもなー、めちゃくちゃなのが多かったから、意外と理解できないかも……。どう思いますか、九堂先輩？」

　サヤはクロゼットにむかって、そう声をかけてみた。

　五月はじめ、九堂よしえはメラ星へと旅立ち、もう地球にはいない。

　けれどサヤは、今も九堂がクロゼットの中に潜んでいるのではないか、という不安と期待の入り交じった思いを拭ぬぐうことができなかった。

　立ちあがり、サヤはそっとクロゼットを開けてみる。

　誰もいない。

　圧縮袋ぶくろに入れられ、なんだかわからない状態まで潰つぶされたウサギのヌイグルミたちが、重ねられているだけである。

　──けれど、ほんの微かすかに、九堂よしえの残り香ががクロゼットの中にあった。









　第２話　遊天童子の恋
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「おいタケちゃん、まずいぞ。まずいことが起こったぞ」

　ヒラコという名の妖よう怪かいに丈斗は呼び止められた。部室の前だった。これから家に帰ろうとしていたところである。

「どうかしたんですか？」

　丈斗は敬語でその妖怪にたずねた。

　ヒラコは、昔の黒い詰つめ襟えりの学生服を着て、五分刈がりの坊ぼう主ず頭に、ぼろぼろの学生帽ぼうを載のせている。けれど顔は、無ぶ精しよう髭ひげを生やした中年男である。

　あまり妖怪らしくないが、すぐ側そばに居ても人はヒラコの存在をまったく認にん識しきできない。

　ただときおり、遠くの方を歩いているヒラコの姿を目にする生徒がいる。ふいに波長が合ってしまうのだ。

「どうしたのか、俺もなんだかよくわかんねえけど。まあ、来てくれよ」

　ヒラコは落ちつかない様子で髭をなでながらそう言うと、丈斗に背をむけて足早に歩きだす。

　丈斗は黙だまって、その後あとに従したがった。

　ヒラコは紅椿学園ができる三十年も前から、その土地に住みついている妖怪である。かつては「平子良二」という名の人間だったという。

　なぜ妖怪になったのかは知らない。

　ただ、自分が妖怪になっていることを自覚し、その生活に満足している希まれな存在である。だから丈斗は彼を先せん輩ぱいと呼び、わずかではあるが尊敬もしていた。

　完全に妖怪化してしまうのを避さけられないなら、彼のように生きたい。そう思ってのことである。




　ヒラコが案内したのは、誰だれも居ない二年二組の教室だった。放課後なのだから、生徒が居なくても不思議はない。

　だが、机には教科書やカバンなどの私物が置かれたままになっていた。ひとりふたりではない。全員である。

　ちょっと外へ出たまま、誰ひとり、まだ戻もどって来ていないらしい。日が長くなり、あたりがまだ明るいとはいえ、すでに時刻は六時を過ぎている。なにか事件に巻き込まれているとしか考えられない。

「……なにが、あったんですか？」

　丈斗の問いに、ヒラコはぽつりぽつりと、自分の見たことを話しだした。

　事件はその日の、五時限に起こったという。

　女生徒のひとりがふいに泣きだし、友達がふたり、地下校舎からまだ戻って来ていないことを古文の教師に告げた。

　それがはじまりだった。

「泣きながら言うからさ、いまひとつなんだかよくわかんねえけど。きもだめし、みたいなこと、昼休みにやってたみたいだぜ」

　紅椿学園の地下には、作られたまま封ふう鎖さされた校舎が広がっている。小・中・高校、一いつ貫かんの学園をめざして作られた校舎だが、いまだに小・中学校は開校のめどが立っていない。

「実験準備室の横のドア、あそこの鍵かぎがどうやら開いてたみたいでさ」

　地下校舎の奥は、妖怪たちの溜たまり場ばになっている。少し前まで、人を食う妖よう魔まも多く住みついていた。

　しかし今は、妖魔術クラブと丈斗の存在があるため、生徒に手を出す妖怪などいない。──はずである。

　教師は泣き出した女生徒に、男子生徒ふたりを付き添そわせて、迎むかえに出した。

『いいか。奥へは行くなよ。入り口のところを捜さがして、いなかったらすぐに戻って来い』

　教師はそう言って授業を続けた。しかし、二十分が経過しても、三人は帰って来ない。

　そこで教師が「すぐに戻る」と言い残して地下校舎へむかった。

　しかし、その教師も戻って来ない。

　次に男子生徒八人が、好こう奇き心に目を輝かがやかせて、地下校舎をめざした。

　結果は同じだった。誰ひとり、帰らない。

『携けい帯たいの電波が通じないような先には、行かないから』

　そう言った生徒の携帯も通じないのである。

　騒さわぎになり、女生徒がひとり、教員室へ事件を告げに走った。

　しかし、教員室へむかったはずの女生徒も、そのまま何処どこかへ消えてしまい、帰らない。

　五時限めの終わりを告げるチャイムが鳴り響ひびくと、ついに残っていたクラスの全員で、地下校舎へむかうことになったという。

「なんか、あいつら皆みんな、まともじゃなかったぜ。変に興奮しててさ。全員で助けに行かなきゃいけないとか、自分たちの使命だとか言いだして。しまいには行きたくないって泣きはじめた奴やつを、友達を見捨てるのか、とか、自分さえ良ければいいのか、とかなじったりしてさ」

　そう説明しながら、ヒラコは教室を出て、地下校舎の入り口へとむかう。

「変だろ？　妖よう怪かいの仕し業わざだってことは、見当つくさ。でもな、ひとクラスだせ。四十五人全員を一気食いするような妖怪なんているか？　絶対に変だろ？」

　足早に階段を降りてゆくヒラコを追って、丈斗はうなずいた。

「そうですね」

　それに強い妖よう気きを感じない。

（もしかして、気配を消しているのか？）

　気配を消しているとすれば、丈斗を警けい戒かいしていることになる。

（俺が狙ねらいなのか？　俺を誘さそい出すために二年二組全員を人ひと質じちにしたのか？　ベロルの送り込んだ妖魔の仕業なのか？　だとしたら、俺の責任だ……）

「ほら、あのドアだ」

　地下階へ降りる階段の途と中ちゆうでヒラコは足を止めて、そのドアを指さした。地下校舎へ通じる鉄の扉とびらである。

「俺、なんにもできなかった。ただ、黙だまって見てただけで……。情けねえよな」

　階段に座りこんだヒラコを置いて、丈斗はドアへ近づいた。

　ふいに、結界のような力を感じた。妖怪たちを近づけさせまいとする力である。

　それはまるで、反発する磁気のように、丈斗の体を前から押してくる。

　この力に弾はじかれて、ヒラコは生徒たちを守り切れなかったのである。

　丈斗はエノク語を唱えてその力を弱めながら、ドアへと近づいた。

「よせよタケちゃん。ひとりで行くなんて、危険すぎるぞ」

　それは事実である。敵の正体がまったくわからないのだから、それなりの準備も必要だ。

　敵がベロルならば、なおさらである。

「でも、急がないと皆が……」

　ドアノブに手をかけて、丈斗がそう言うと、ヒラコが今にも泣き出しそうな声で怒ど鳴なった。

「もう遅おそいよ。食うのが目的なら、全員もう、そいつの腹の中だ」

　ヒラコは、六時限めの授業に来た数学教師のことを話しはじめた。

　二年二組の教室に入った数学教師は、誰も居ない教室を見まわすと、頭をかきながら何事もなかったかのように教員室へ戻ったという。

　ひとクラス全員が消失したというのに、それを騒ごうともしない。

　記き憶おくから消えたのである。彼らを知っているすべての人々の頭の中から、その記憶が消えてしまったのだ。

　二年二組というクラスが、最初から無かったことになっている。一組の次が三組、そして空の教室があるというのに、それを誰だれも、不自然なこととは思わず、疑問も持たない。

　教室に残された生徒たちの私物も、出しゆつ席せき簿ぼに書かれた名前も、まわりにいる妖怪たちと同じである。見えているのに、脳がその存在を認にん識しきしない。

　それは人が、妖よう魔まに食われたり、妖怪になってしまうと発生する現象だった。

「だから、あわててもしかたねえよ。無理すんなよタケちゃん」

「それでもまだ、食われたとは……」

「まだ食われてねえなら、食うつもりはねえってことだろ？　落ち着けよタケちゃん。これが、敵の罠わなだったらどうするよ？」

　丈斗は大きくうなずいて、ドアノブから手を離はなした。

「わかりました。なんとかします。あとのことは任せてください」

　ヒラコが大きく息をついて、ほっとした表情を浮うかべる。

　丈斗は戦せん闘とう準備をするため、部室へと急いだ。

　心こころ許もとないが、サヤたちに事件を知らせるつもりはなかった。

（俺ひとりでも、たぶんなんとかなるさ）

　九堂よしえが卒業した今、妖魔術クラブの戦力は半減していた。サヤひとりでは、それほどの戦力にならない。見習いで実戦経験のまだない五郎八には、危険すぎる。

「待て、丈斗」

　クラブ校舎の入り口で、遊天童子が丈斗を呼び止めた。

「悪い。あとにしてくれ！」

　そう言って横を走り抜ぬけてゆく丈斗の背に、遊天童子が言った。

「あいつの本体は、あの地下校舎にはないぞ」

　丈斗は足を止め、ふりむいた。

　妖怪退治に加勢しないのが、遊天童子の信条である。それが丈斗にむかって、退治のヒントらしきことを口にした。

「知ってるのか？　なんで、俺に教えるんだ？　地球の妖怪じゃないからなのか？」

　遊天童子は、沈しずんでゆく夕ゆう陽ひに視線をむけて、のんびりとした口調で言った。

「丈斗、なにをそんなにあわててるんだ？　ヒラコが我が慢まんしたのが水の泡あわだな」

「我慢って、なんだよそれ？」

「おまえに事件を告げることを、ヒラコが今の時間まで我慢したのは、おまえが闇やみ雲くもに飛び込んでゆくのを警戒したからだぞ」

「別に、闇雲じゃないだろ。部室でその準備をしてから……」

　丈斗は言葉に詰つまって、涼すずしげな遊天童子の横顔を睨にらんだ。

「丈斗、事件を早く解決したいなら、俺について来い」

「どういうことだよ、それ？」

「ついて来ればわかる。行くぞ丈斗」

　ふいに、遊天童子が飛ぶような速さで走りだす。追いかけて、丈斗はその背にたずねた。

「連れ去られた生徒たちは、無事なのか？」

「とりあえず、食われてはいない。とだけ言っておこう。無事に帰れる保証も、今のところはまだないが」
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「ミョウラ、丈斗と遊天を知らんか？」

　モーギがたずねると、ミョウラは丈斗の家のテレビゲームに興じたまま「知らないわよ」と、わずらわしげに答えた。

「うーむ、やつら、いったいどこへ……。妖魔術の娘むすめたちも動いていないとなると、これは俺様が出てゆくしかないか……」

「どうかしたの？」

「地下校舎の一角が、なんだかわからんことになっている。人間が大量に連れ去られたらしい。妖よう怪かいたちもその一角に近づけないと騒さわいでおる」

「ふーん」

「ふーん、とはなんだ。なんだかわからん新参者の妖怪に、こう派は手でなことをされたのでは、控ひかえ目に暮らしている我々の立場がないではないか。行くぞミョウラ」

「えっ、あたしも？　モーギひとりで行けばいいじゃないの」

「そう、つれないことを言うな。力を貸せ。ちょっと様子を見にゆくだけだ」

「やだ」

　そうキッパリと拒きよ否ひされては、言葉がない。

　頭をかきながら、歩みかけたモーギは、ポンと手を叩たたいて言った。

「よし。いっしょに行ってくれるなら、おまえの欲しがっていた、鯨くじらの髭ひげのゼンマイをやるぞ」

　目を輝かがやかせて、ミョウラは振ふりむいた。

「えっ、ほんと？　でも、どうして？　あっ。もしかして、ひとりで行くのが怖こわいんじゃないの？」

「なっ、なにを、バカな！」

　図星だったらしく、モーギの顔がみるみる、ゆでダコのように真っ赤になった。
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　森を抜け、川を越こえ、三十キロほど進んだ山奥へと、遊天童子は丈斗を連れ出した。

「待てよ、遊天……」

　荒あらく息を吐はきながら丈斗は、山道を駆かけあがってゆく遊天童子を追う。

「なんだ、もうバテたのか丈斗？　だらしないぞ」

　妖怪化した肉体で二十分ほど走り続けている。丈斗には初めての経験だった。

「術に頼たよってばかりいるからだ。少しは体を鍛きたえろ」

　疲つかれをまったく見せずにそう言う遊天童子がしゃくにさわるが、丈斗には追いかけるのがやっとである。

　ふいに遊天童子が道の途と中ちゆうで足を止め、横の草むらにむかって、手を合わせた。

　よく見ると、道らしきものが奥へと延のびている。

　人間避よけの結界が、並べられた石によって張られているのが丈斗にはわかった。妖怪にしか認にん識しきできない、小道である。

　チリーン。

　と、かすかに鈴すずの音が聞こえた。木々に覆おおわれた小道の奥からである。

「行くぞ丈斗」

　遊天童子が緊きん張ちようした面持ちで、歩みだす。

　目的の場所が近いらしいことを知り、丈斗は遊天童子を追って小声でたずねた。

「この先になにがあるんだ？」

「岩山だ。月げつ華かという妖怪のいる岩山だ」

「月華？」

「そいつが、今回の事件の張本人だ」

「なんだって！　ちょ、ちょっと待てよ遊天！」

　丈斗はあわてて、遊天童子の肩かたをつかんだ。

　なにも知らずについて来たのである。戦せん闘とうに必要な装備を、なにひとつ持って来ていない。

　丈斗はなにか、罠わなにはめられたような気持ちがしたのである。

　肩をつかまれた遊天童子は、すばやくその手をふり払はらって、殺気のこもった目を丈斗にむけた。

「な、なんだよ遊天……」

　丈斗が戸と惑まどうと、遊天童子は視線をそらして、大きく息をついた。

　遊天童子の体から出た妖よう気きが、小さな光を放ってあたりに飛び散った。

　ひどく気が立っている証しよう拠こである。

「落ち着けよ、遊天……」

「落ち着くのは俺じゃなくて、おまえの方だ」

　そうかもしれない。そう思った丈斗は、気持ちを落ち着かせるために、指を組んで印を作り、深呼吸をした。

　それはサヤが五郎八に教えていた印である。

『こうやってね、忍にん者じやみたいに指で印を作るのは、まず気持ちをリセットして平常心を取り戻もどすのが目的。妖よう魔ま術じゆつの初歩は、自分の心をコントロールすることからだよ』

　魔法円的な力を発する印ならば、いくつも覚えている。けれど、ただ気持ちを落ち着かせるだけの印の存在を、丈斗は忘れていた。

（落ち着け。遊天が俺を、罠にはめるはずがないじゃないか）

　顔をあげると、遊天童子はすでに小道の先である。

　チリーン。

　鈴の音が呼んでいる。殺気は感じられない。ただ、寂さびしげに鳴っている。

（まあいいか。その月華という妖怪に会えば、すべてわかる）

　気の立っている遊天童子に質問することをあきらめて、丈斗は道を急いだ。

　五百メートルほど進むと、大きな岩山が道を塞ふさいでいた。

「この奥だ。丈斗、扉とびらを開けろ」

「扉？」

　言われてよく見ると、高さ二メートル、厚さ一メートルほどの岩が、岩山の前に置かれている。

「奥に洞どう窟くつがある。少し重いが、丈斗ひとりでもできるはずだぞ」

「え？　手を貸してくれないのかよ？」

「服が汚よごれる」
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　そう言って遊天童子は、念入りに服の裾すそを直し、襟えりを正しはじめた。

（なんなんだよ、それ！　俺はおまえの下男かよ）

　ぶつぶつ言いながらも、丈斗は岩を抱だきしめ、横へ退どかそうした。少しどころの重さではなかった。妖よう怪かい化した肉体を駆く使ししても、少しずつしか動かない。

（こんちくしょー！）

　汗あせだくで退かした岩の後ろから、ひやりと冷たい風が流れて来た。洞窟だった。

　鈴すずの音も、はっきりとその奥から聞こえて来る。

「開いたぞ遊天……」

　言いながら顔をあげた丈斗は、遊天童子の頭を見て、思わず声をあげた。

「な、なんだよそれ！」

　遊天童子の頭に、メイドがするようなフリル付きの白いヘアバンド──ヘッドドレスが載のっていた。

「ん？　なにか変か？」

　なにか変かと問われれば、性別不明の妖怪がウエイトレス風の服を纏まとっていることからして、変なのである。

　ヘッドドレスは、ウエイトレス度をアップしただけに過ぎず、むしろ似合っているとしか言えない。

　遊天童子は背中の番ばん傘がさを外し、不安気にたずねた。

「どうだ？　現代風の女じよ給きゆうに見えるか？」

「……女給？」

「今ふうに言うとウエイトレスだ。やはり、エプロンとかも必要だったか？　完ぺきだと思うが、どうだ？」

　丈斗はなんと答えていいかわからず、目を丸くしたまま、うんうん、とうなずいた。

「そうか。よし。入るぞ丈斗」

　啞あ然ぜんとしている丈斗を置いて、遊天童子は洞窟の中へと入ってゆく。

　すると、さきほどまで聞こえていた鈴の音がやんだ。
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　妖怪を近づけさせまいとする不可思議な力が、地下校舎へ続くドアから漂ただよっている。

　しかし、妖力の強いモーギとミョウラには、あまり意味をなさない。

　ずかずかと近づいて、ミョウラがドアを開けた。

「うーん、奥の方から、なんか声がするわよ」

「どこの妖怪だ？　鬼おにか？　天てん狗ぐか？」

　ミョウラの背後から、モーギがドアの中を覗のぞく。

　すると──。

　地下校舎の廊ろう下かの奥から、微かすかに人の笑い声が聞こえた。壊こわれたようにいつまでも、ケラケラと笑い続ける女の声である。

「妖怪の声じゃなさそうだけど……」

　やがて、激しく床ゆかを叩たたく音や、男の泣き叫さけぶ声も聞こえて来る。

　なにが起こっているのか、ふたりにはまるで見当がつかない。

　モーギは息を大きく吸い込み、あたりを震ふるわすような大声で怒ど鳴なった。

「おい、出て来い！　牛うし鬼おにのモーギ様だ！」

　妖怪ならば聞こえたはずである。しかし、なんの返答もない。

　ケラケラと、女が笑い続けている。

　得え体たいの知れない薄うす気き味み悪さに、モーギの尾おがプルプルと震えだす。

「よし、後方は俺様が守る。ミョウラ、前を頼たのむ」

　そう言ったモーギに、ミョウラが疑りぶかい目をむけた。

「あっ、もしかして、先に行くのが怖こわいんだ」

「バ、バカを言うな。俺様に怖いものなどない。不意打ちは大たい抵てい、後ろからだ。だから、危険な後方を俺様が守るのだ。ほら行け」

　言いながらモーギは、ミョウラを前へ押し出してゆく。

「だいたい、俺様はこのへんの妖怪を束ねているのだぞ。どんな妖怪が来ようと、恐おそれなど、あるわけない」

「ふーん」

　と、納なつ得とくしたように次の扉とびらまで歩いたミョウラは、頃ころ合あいを見計らって、突とつ然ぜん「わっ！」と大声をあげてみた。

「ウモーッ！」

　と悲鳴をあげたモーギが、横の柱にしがみつく。

「あははっ。やっぱり怖いんだ」

「このバカ！　驚おどろかすんじゃない！　怖いんじゃないぞ。なんだかわからんから、ちょっとばかし気味が悪いだけだ。正体さえわかれば、なにも……」

「はいはい」

　と、次のドアを開け、ミョウラは地下校舎の奥へと歩を進める。

「おい待て。俺様を置いてくんじゃない！　コラ！」

　尾を握にぎりしめたモーギが、急いでミョウラの後を追いかけてゆく。
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　岩をくりぬいて作られたような洞どう窟くつだった。

　中は広く、大型トレーラーが楽に抜ぬけられるほどの幅はばと高さがある。

　その奥──。

　強い殺気と、ただならぬ妖よう気きを感じた。そして、血の臭においである。人と妖よう怪かい、その両方の血がまじりあった嫌いやな臭いだった。

　それらに構わず、遊天童子は平然と歩んでゆく。

　丈斗は警けい戒かいしながら、その後に従った。

　やがて前方に、ぼんやりと光る物が見えてきた。杖つえのような細長い物が、床に突つき立っている。

　殺気も妖気も、そして血の臭においまでもが、その物体から発せられているのが、丈斗にはわかった。

（あれが妖よう魔まか？　いや、ちがう。あれは……）

　近づいて、その正体がはっきりした。

　砂すな埃ぼこりにまみれた古い刀である。鞘さやに収まったまま、岩の床に突き立てられている。

（妖よう刀とう……？）

　物質があたりのエレメントを吸い込み、妖怪化することがある。人形や道具など、人に大切にされた物たちが、長い年月をかけて妖怪となってゆく。

　妖刀もそのひとつである。ただ、刀という人を斬きる道具であるため、斬られた者たちの怨おん念ねんを吸い取って、邪じや悪あくな妖魔となることが多い。

　しかしその刀にはまだ、意識らしき物が宿ってはいなかった。ただ闇やみ雲くもに、殺気と妖気を振ふりまくだけの存在でしかない。

（……鈴すずだ）

　さらに近づき、比ひ較かく的新しい鈴がひとつ、刀のツバにぶら下がっていることに気づいた。

　さきほどまで鳴っていたのは、この鈴らしい。

「この刀には触さわるなよ丈斗。気が狂くるって、人を斬りたくなるぞ。特に鈴には触るな。刀の封ふう印いんだ」

　言いながら遊天童子が、妖刀の横をすり抜けて、さらに奥へ歩んでゆく。

　しかし、その奥は行き止まりだった。

　岩いわ壁かべが前を塞ふさいでいるだけで、なにもない。

　けれど──。

「……待て」

　声が響ひびいた。つきあたりの岩壁の中からである。

　ふたりが足を止めると、岩壁の中から、緑色をしたゼリー状の物がにじみ出てきた。妖怪の肉体を構成しているエレメントである。

　エレメントはするりと、人に姿を変えた。

　鎖くさりに繫つながれた、侍さむらいらしき人物である。

　歌か舞ぶ伎き役者のように、きらびやかな羽織と裾すその長い袴はかまを纏まとっているが、髪かみは女性のように長い。もうしわけ程度に、後髪を束ねてはいるが、左右の肩かたに垂れた黒髪が腰こしのあたりまで伸のびていた。

（こいつが月華？　女？　なのか？）

　うなだれているため、顔が見えない。

　なによりも目を引くのは、高く吊つりあげられた紙のように白い両りよう腕うでと、それを捕とらえている黒く太い鎖だった。

　鎖の端はしは、楔くさびで岩壁の上の方に打ち付けられている。

　まるで、拷ごう問もんを受けているような姿勢である。

「名乗れ……」

　と、うなだれたまま、月華が声を発した。

「雨神丈斗……」
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「俺の子孫だ。つい最近、半妖怪化した」

　遊天童子がそう付け加えると、月華がゆっくりと顔をあげる。

　彫ほりの深い、外人のような顔立ちをした色白の男だった。少し尖とがった顎あごが、印象的である。

　切れ長の鋭するどい目を丈斗へむけてから、口もとを少しだけ緩ゆるめ、微笑ほほえんだ。

「俺を退治しに来たのか？」

　かすかな殺気を、丈斗から感じ取ったらしい。

「場合によっては……」

　そう曖あい昧まいな言葉を返すと、月華は小さく喉のどの奥を鳴らして笑った。

「答えてくれ。あんたが、クラス全員を誘ゆう拐かいしたのか？」

　丈斗の質問を無視して、月華は遊天童子に呼び掛かける。

「おい、遊天。もう、そろそろ、……どうなのだ？」

「どうとは、なにがだ？」

「遊天、もうそろそろ……、もうそろそろ、俺のモノになれ！」

　真しん剣けんな表情でそう言い放った月華に、横で聞いていた丈斗の方が驚おどろいた。

　けれど遊天童子は、それに対して憮ぶ然ぜんと答える。

「断る」

「まだダメか？　あれからもう、何百年も過ぎたというのに……」

「何百年たとうが、ダメなものはダメだ」

　月華はうなだれ、聞こえるようにつぶやいた。

「まったく……、強ごう情じような奴やつだ……」

「強情なのはどっちだ！　だいたいおまえは、自分の置かれている状じよう況きようがわかっていない」

　遊天童子が怒おこりだすと、月華は丈斗の方へ顔をむけ、親しげに言った。

「丈斗、ひとつ、その石頭に言ってやってくれ。自分の気持ちにくらい、正直になれと」

「はあ……」

　と、間の抜ぬけた返事をしてから、丈斗は月華に詰つめよった。

「そんなことより、消えたクラスのことだ！」

「そんなこととはなんだ！　俺にとっては命よりも大事なことだ。丈斗、おまえは恋こいをしたことがないのか？」

　怒ど鳴なり返され、丈斗はたじろいだ。

「恋って……。いや、まあ、それはわからなくもないけど……」

「ほうそうか、わかるか。ならば、その石頭を説得してくれ。俺の愛をしっかりと、受け止めるようにとな」

　話が嚙かみ合わないが、悪い奴ではなさそうだと、丈斗は思った。

　なんにしろ、消えたクラス全員の命がかかっている。下手に月華を怒らせるわけにもいかない。

「いや、俺が遊天に、なんか言っても……」

「まあ、そうだろうな。ところで丈斗、あの服装、どう思う？」

「どうって？」

「あれが今風の女給なのか？　俺はこの岩いわ牢ろうから出られぬから、まったくわからん」

「えーと、まあそうかな。でも、今だといろんな服装があって、店によってもだいぶちがうし、フリルがたくさんあって、バストを強調するようなデザインの……」

「おおそうか。では、次の時には別の服装を見せてもらおう」

「余計なことを言うな丈斗。あれはメイド服だ。女給の服じゃない。これでも我が慢まんして、この服装をしているんだぞ」

（我慢？　──って、いつも着てるじゃんかよ。自分でも気に入ってるくせに！）

　と言いたいのを堪こらえて、丈斗は月華にたずねた。遊天童子の服装が、月華の要望であることを知り、丈斗はふたりの関係に興味が湧わいたのである。

「聞かせてもらえませんか？　どうしてここに、閉じ込められているのか。遊天とどんな関係で、なにがあったのかを」

　丈斗の言葉に、月華はうれしそうに、顎を突つき出して言った。

「ほう、そうか。聞きたいか？　ではそこに座れ。話してやろう。長いぞ。俺がどうして、妖よう怪かいになったか、まずはそこからだ」
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　笑い声や物音を頼たよりに、モーギたちはいくつもの扉とびらを抜け、地下校舎の左奥へと進んだ。

　妖怪たちが住み着いているのは、おもに体育場などがある右奥である。細かく入り組んだ左奥は、妖怪たちもあまり近づかない場所だった。

　理由は特にない。しいて言うならば、妖怪たちには住み難にくい気の流れが少しある程度のことである。

　ひび割れた床ゆかを踏ふみならしながら、ミョウラとモーギは、慎しん重ちように歩んでゆく。

「押さないでよモーギ。あんた、ちょっとくっつき過ぎよ」

「いや、すまん。歩調があわない」

　と言い訳するものの、物音がする度たびに、モーギは身を震ふるわせている。

　廊ろう下かの角を曲がると、部室用らしき、小さな部屋がいくつも並んだ場所に出た。部屋と言っても、塗と装そうされていない壁かべで仕切られているだけで、あとはなにもない。

　窓やドア用に開けられた四角い穴が、ぽっかりと口を開いて、廊下の左右に並んでいる。

　物音や人の声は、その部屋のひとつひとつから、はっきりと聞こえている。

「おい、正々堂々と姿を見せろ！」

　モーギがミョウラの後ろから怒鳴る。やはり、反応はない。これといった強い妖よう気きも感じられない。

　ただ、あたりに邪じや悪あくな赤い光の粒つぶが飛び交かっている。それは人々に悪意を植えつける、エレメントの光である。

　もの音のする最初の部屋を覗のぞくと、女生徒がひとり、土下座のような姿勢で、床に顔を押しつけていた。

　よく見ると、しきりに床をなめている。半妖怪化しているらしく、真っ赤な舌が手のひらほどの大きさに肥大していた。

「おい！」とモーギが声をかけるが、顔をあげようともしない。じゃりじゃりという音を響ひびかせて、一心に床をなめ続けている。

「薄うす気味悪いやつだ……」

　吐はき捨てるようにそう言って、モーギは大きく身を震わせた。

　その隣となりの部屋では、女生徒が手で壁をつたいながら、部屋の中をぐるぐると歩き回っている。

「見えないよ。ここ、どこ。みんなどこ。見えないよ。見えないよ」

　眼が見えないらしい。しかし、手足にはいくつも目が並んでおり、しきりに眼球を動かしている。
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「こいつも半妖怪だ」

「こっちはまだ、人間に近いわよ」

　ミョウラが反対側の部屋を指さす。

　ひとつの部屋の中、五人の女生徒が、裸足はだしで遊んでいる。子供のように『通りゃんせ、通りゃんせ』をしているのだ。

　疲つかれ果てた表情で、声を出さずに歌っている。延々と続けているらしく、コンクリートの床に足が擦こすれて血がにじんでいた。

　その隣の部屋では、五人の男子生徒が壁にむかって立っていた。それぞれが、なにかをつぶやいている。

「はい、わかりました。はい、わかりました。もうそれでいいです」「犬だろ？　俺って、やっぱ犬だよな？」「なんか、おもしろいことない？」「バカじゃねえのか？　マジかよ？　それってマジなのかよ？」「ダメだね。全然ダメだね。ダメダメのダメ子さんと、ダメ男さんですよ」

　ミョウラをつついて、モーギがたずねた。

「こいつら、狂くるってるのか？」

　それに反応して、五人の生徒が一いつ斉せいに振ふりむいた。口もとが笑っているが、見開かれた両目は、白目をむいていた。

　モーギが驚おどろいて身構えると、五人はなにごともなかったように壁へ顔をむけ、またぶつぶつとつぶやきはじめる。

「誰だれかに操あやつられてるみたい」

「すると、ボスはこの奥か？」

「たぶん……」

「それにしても……」

　妖力の強い妖怪が、目的を持って人間を操ることはある。しかし今のこの状じよう況きように、なんらかの意味があるとはとても思えない。

　ましてや、それだけの妖力をもった妖怪の気配も感じないのである。

　モーギとミョウラは、状況が理解できないまま、奥へと進んだ。
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　丈斗が石の上に腰こしをおろすと、月華は語りはじめた。

「俺がまだ人間で、刀かたな鍛か冶じの見習いをしていた頃ころだ。韮にら峠とうげにある茶屋で働いていた妹が、旅の武士に斬きり殺された。こぼれた茶が、刀の柄つかを濡ぬらしたという、つまらん理由だった。邪じや魔まな枝を切り落とすように……。いや、奴やつだけが悪いわけじゃない。後からわかったことだが、あの妖刀のせいでもある」

　丈斗は振ふりむいて、突つき立っている妖刀に視線をやった。

「それじゃあ、あの刀が妹さんの命を？」

「そうだ。俺は妹の仇かたきを討うつため、奴の屋や敷しきを張り、ひとりで出て来るのを待った。闇やみ討ちだな」

「殺した？」

「いや、失敗した。奴も腕うでがたったからな。そしてあの妖刀の力もある。奴の袴はかまの裾すそを斬るのがやっとで、俺は逃にげ帰るしかなかった。──そんな時だった。月華と名乗る妖よう怪かいが、俺の前にあらわれた」

「月華は山やま鬼おにの一種だ。当時の仲間うちでは、名の通った強い妖怪だった」

　遊天童子がそう説明すると、不ふ機き嫌げんそうに月華がそれを遮さえぎった。

「黙だまれ、遊天。俺にしゃべらせろ。俺は十年に一度しか口を開くことができないのだぞ。邪魔をするな」

「……すまん。続けろ」

「月華は俺に、力を貸せと言って来たのだ。目的は、あの妖刀だ。あれを自分のモノにしたかったらしい。だが、仇の男はよりによって妖怪除よけの護ご符ふを持っていた。祈き堂どう勧かんという名の僧そう侶りよが書いた護符だ。有名な妖魔術者だ。知っているか？」

　丈斗は首を横に振った。初めて聞く名である。

「そうか。まあいい。ともかくその護符の力で、男は正気を失わずにすんでいたし、妖刀もその暴走を止めていたのだ。そして妖刀を欲しがっていた妖怪たちも、おいそれとは手が出せなかった。そこで月華は、人間の体を使って妖刀を奪うばうことを思いつき、俺に体をよこせと言って来たのだ」

「どういうことですか？」

「護符の力は、人間には効果が薄うすい。俺の体内に月華が入り、半妖怪となって男を襲おそうという計画だ。それで護符の力も半減する」

「そんなことをして、あなたは無事でいられるんですか？」

「無事なわけないだろう。仇を討ったあと、俺は月華に吸収されて消えることを前もって聞かされていた」

「それでも、月華を憑ひよう依いさせたのですか？」

「ああ、他ほかに妹の仇を討つ方法がない。月華を憑依させた俺は半妖怪となり、屋敷を襲った。俺は警護の者たちを、数えきれないほど斬った。罪も恨うらみもない者たちだ。役目で男を守っているだけのことだ。戦いくさに出た経験もなく、剣けん術じゆつも満足に習っていない侍さむらいたちも多かった。だが俺は斬った。容よう赦しやなく斬り捨てた。血ち糊のりで指が開けなくなるほど……」

　鈴すずの音が、月華の言葉を遮った。

　小さくため息をつき、月華は話を続けた。

「頭のどこかでは、わかっていたのだ。こんな復ふく讐しゆうなど意味がないことを。斬られた者たちの親族が、俺と同じように、俺を恨むことも。だが、自分を止めることができなかった。俺は鬼になっていた。奴を殺す。それしか、考えていなかった。

　塀へいを登って屋敷の外に逃げようとしていた仇を見つけ、俺は背中から斬った。転げ落ちて来た仇の腕を切り落として妖刀を奪い、その妖刀で首を刎はねた」

　話し疲つかれたように、月華が沈ちん黙もくする。

「……それから？」

　と丈斗が催さい促そくするまで、月華は口を開かなかった。

「それから……。護符と妖刀を手にした俺は、本物の妖怪となった。吸収されるはずの俺が、妖怪月華を吸収してしまったのだ」

「えっ！　人間が妖怪を？　どうして、そんなことが？」

「よくはわからん……」

　月華がそう言うと、遊天童子がそれを否定した。

「いや、見当はついている。おまえの精神力がもとの月華よりも勝まさっていたことと、妖刀の力のせいだ。妖刀は、妖怪の月華ではなく、人間のおまえを求めたのだ」

「そう、かもしれぬ……」

「妖刀を遠ざけると、苦痛を感じるのもそのせいだ。おまえの中にまだ残っている月華の一部が、おまえを内側から食おうとするからだ」

「遊天、わかっているならなぜ、その刀を持って洞どう窟くつから出て行かないのだ？　それで俺は、消えてなくなるぞ」

　遊天童子はなにも答えない。

「丈斗、あの妖刀はな、遊天のおやじが持っていた形見の刀だ。どういう経けい緯いかは、遊天が話してくれぬのでわからん」

　そう言ってから、月華は話の先を続けた。

「妖怪となった俺は、妖刀を持ってあばれた。おもに妖怪を斬った。自分の強さを試すように、強そうな妖怪を捜さがし求めては、意味もなく、──斬った」

「昔の月華がそうだったからだ。それに、その妖刀も血を求めていた。おまえのせいじゃない」

「いや、それは言い逃のがれだ。俺の責任だ。自分の意志でそれを止めることができたかもしれないのに、俺はそうしようとさえ考えなかったのだから。そんな時だ。この遊天が、俺の前にあらわれたのは。こいつと俺との死し闘とうは、十五年も続いた。最初の頃ころは力が互ご角かくだから決着がつかないのだと思っていた。だが、ちがっていた」

「父の形見である刀が、俺を斬り殺すことを拒こばんだからだ」

「それもあるが、それだけじゃない。遊天も、俺を殺すことを拒んだ」

「そんなことはしていない！　それをしなかったのは月華、おまえの方だ！」

「そうだ。戦っているうちに、俺はおまえのことが好きになった」

「……また、バカなことを」

　吐はき捨てるように言って、遊天童子は丈斗たちに背をむけた。

「遊天と戦っていた十五年間、俺は殺せつ生しようをしていない。妖刀は血を吸わず、俺も自分のした行こう為いについて、考えるようになった。すべて、この遊天が仕向けたことだ」

「それはおまえの思いすごしだ」

「妹が斬り殺されたことも、俺が妖よう怪かいになったことも、すべて父親の持っていた妖刀のせいだと、遊天は責任を感じていたのだ」

「いや、そんなことはない」

「丈斗、俺は遊天のこういうところが好きなのだ。口は素す直なおじゃないが、限りなくやさしい……」

「うるさい！」

　と、耳を赤くした遊天童子が、背をむけたまま怒ど鳴なった。

「遊天と戦いはじめて十五年目のことだ。俺たちの戦いに水をさした妖怪がいた。名はわすれたが……」
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「目め図ずという名の百足ムカデの妖怪だ」

「遊天が、そいつに食われそうになっていた。俺は遊天を助け、……そこで求きゆう婚こんしたのだ」

　それを聞いた遊天童子が、振ふりむいて怒鳴った。

「ちがう！　求婚じゃない！　休戦だ！　俺は毒を受けて体が痺しびれていた。だから仕方なく休戦したのだ。そうじゃなかったら、おまえなどと……」

「俺たちは人に化け、妹が死んだ韮峠の茶屋で休戦条約を結んだのだ。気持ちのいい小雨が降っていたな。客も他ほかになかった。茶は白湯さゆのように薄うすくて味が無かったが、茶ちや菓が子しのおはぎが、めっぽううまかった」

「ああそれで、遊天はおはぎ好きなのか」

　丈斗がそう声をあげると、月華が嬉うれしそうにたずねた。

「ほう、そうなのか遊天？」

「ちがう、生まれつきだ」

「あの時おまえは確か、いそべ餅もちがなくて、仕方なくおはぎを頼たのんでいたぞ」

「そんな何百年も前のことなど、覚えてない」

「まあいい、その時の条約のひとつがこれだ」

　そう言って、月華は腕うでの鎖くさりを鳴らす。

「当然だ」と遊天童子が言う。「おまえは妖刀と一対ついになっている。放しておけば、いくらでも無用な殺せつ生しようを続ける」

「それから、あの遊天の女給姿だ。なにもせずに幽ゆう閉へいされているのは退たい屈くつだ。だから俺は十年に一度、目を覚ますことにした。その時、遊天はその時代の女給姿で俺に会いに来る。それがおとなしく幽閉される条件だ」

「死んだ妹を偲しのびたいと言ったからだ！　おまえがただの制服フェチだと知っていたなら、こんな条約など……」

「似合っているぞ遊天。この次はメイド服とやらで頼む」

「断る！」

「ところで、遊天って、やはり女なんですか？」

　丈斗がたずねると、月華はこともなげに答えた。

「知らぬ。俺は、どっちでも構わぬ。いずれ、脱ぬがしてみればわかることだ」

「黙だまれ！　スケベ！」

　そういうものかと、月華の愛の形に納なつ得とくした丈斗は、ふいに肝かん心じんなことを思いだした。

「ちょっと待ってください。幽閉されてるあなたに、どうしてクラス全員を誘ゆう拐かいできるんですか？」
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　ぶつぶつと床ゆかにむかって授業を進める教師や、泣きながら水の出ない水道で手を洗う素そ振ぶりをしている男子生徒。カスタネットのように、ガチガチと歯を鳴らし続けている女生徒たち。

　半妖怪化して、ヤモリのように天てん井じように貼り付いている者もいる。

　いくつものそんな部屋の前を通りすぎ、モーギとミョウラは、それを廊ろう下かの隅すみで見つけた。顔の右半分が食いちぎられて無い、男子生徒の遺体である。

　体に白い糸が幾いく重えにも巻き付けられていた。

「ボスは蜘蛛くもか？」

「蜘蛛らしいわね」

　ミョウラが遺体から延びた糸の先を追って、天井を指さした。

　糸は天井を這はって、それぞれの部屋から延びていた。すべての糸が、奥にあるひとつの部屋を目指している。

　あまりにも細く透とう明めいな糸だったため、モーギたちは、その存在を見落としていたのだ。

「おい、おまえの正体はバレたぞ。出て来い！」

　糸の集まってゆくその部屋へむかってモーギが怒鳴った。

　すると、ケラケラという甲かん高だかい女の笑い声と共に、すべての糸が震ふるえだす。

「俺様をバカにする気か！」

　得え体たいが知れない、という恐きよう怖ふ心を怒いかりで押し殺して、モーギは叫さけんだ。

　そして──。

「うおーっ！」

　殺気をみなぎらせたモーギが、その部屋へむかって走り出す。

「ちょっと待ってよ！」

　あわてて、ミョウラが追いかける。
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「俺とあの妖刀から出る妖気のせいだ。十年分の邪じや悪あくな妖気が、この洞どう窟くつから這いだし、町へと降りる。それは人を狂くるわせてしまう妖気だ」

　月華の言葉を、遊天童子が強い口調で否定した。

「ちがう。人間の持つ狂きよう気きが、おまえたちの妖気を引き寄せるだけのことだ」

「遊天、なんにしろ俺が目覚める度たびに、妖気によって事件が起こる。おまえに迷めい惑わくが掛かかる」

「心配するな。しだいに妖気が衰おとろえている。面めん倒どうになる前に手を打つことができる。昔のように暴れることもない。だが今回は、少し放っておいた」

「なぜ？」「どうしてだよ？」

　月華と丈斗が同時にたずねると、遊天童子は少し怒った口調で答えた。

「丈斗、おまえのせいだ」

「俺の？　どういうことだよそれ？」

「月華の妖気を引き寄せ、自分の力としたのは、紅椿学園の生徒だ。おまえはすぐ近くにいながら、そのことに気づかなかった」

「遊天は、それを知っていたのか？」

「ああ、しだいに妖よう怪かい化して、正気を失ってゆくのを最初から見ていた」

「二年二組の生徒たちをさらったのも、そいつなのか？」

「そうだ」

「どうして、止めなかったんだよ。せめて、俺に教えてくれれば……」

「甘えるな！　それは俺の役目じゃない。学園の生徒を守りたいという気があるなら、なぜもっと、自分の妖力を磨みがかないのだ？　そうしていれば、すぐに気づいたはずだ」

「そんなこと言ったって……」

　丈斗は思いあたるところがあり、言葉を濁にごした。

　妖力を高めれば、それだけ妖怪化が進むのである。丈斗はそれを恐おそれ、自分の妖力を遠ざける傾けい向こうにあった。

　妖よう魔ま術じゆつさえ身につければ、自分が妖怪化しなくても、ベロルと戦えるはずだ。そんな考えもあってのことである。

　そのため丈斗は、学園の中に微かすかに漂ただよっていた異質な妖気を捕とらえ損そこねたのだ。

「そう、子孫をいじめるな遊天。丈斗、戦え。戦って、俺と妖刀の放つ妖気を静めるのだ。そうすれば、学園で暴れている妖怪も、その力を失う」

「妖気と戦う？」

「そうだ。学園の妖怪を倒たおしたところで、俺の体内から出る邪悪な妖気を静めない限り、別のところへ流れて災さい厄やくをもたらすだけだ。遊天はどうやら、おまえにそれをさせるために、ここへ連れて来たらしい。丈斗、迷惑をかけてすまぬが、やってくれ」

　丈斗はうなずいた。

「わかりました。で、どうすればいいんですか？」

「待て。流れた妖気をここへ……」

　月華が苦痛に喘あえぎ、もがきはじめた。

「妖気をここへ……、呼び集め……、実体化させる。……それを……、倒せばいい……」

　身をよじる度に、月華を捕らえている腕うでの鎖くさりが激しく鳴った。

　妖刀の鈴すずも、それに合わせるように、小刻みに震え、甲高い音を洞窟の中に響ひびかせる。

　遊天童子も静かに祈いのりはじめた。月華の苦痛を和やわらげるために──。

「来るぞ！」

　月華が叫ぶと同時に、入り口の岩が自動ドアのようにひとりでに開き、そして閉じる。

　入って来たのは、黒い煙けむりのような物だった。

　丈斗が身構えると、黒こく煙えんがすばやく人の形となって実体化した。高い天てん井じように頭がつくほどの巨きよ人じんである。手足は短く、頭には目も口もない。

　けれど顔の輪りん郭かくや髪かみ型がたが、あきらかに月華を模かたどっていた。

　──ぐろろろ。ぐろろろ。

　不可思議な音を体の中から発している。

　それでも丈斗には、そう強い妖怪には感じられなかった。

（こんな奴やつ、エレメントの一いち撃げきで……）

　丈斗が右手を構えると、壁かべに寄りかかって観戦を決め込んだ遊天童子が、ぼそりと言った。

「そいつにエレメントの一撃は効かないぞ。月華の持つ祈き堂どう勧かんの護ご符ふの力、そいつにも有効だ」

　月華が「かっ！」と、気き迫はくのこもった声を発すると、なにも無い巨人の頭に、護符の文字が浮うかびあがって、すぐに消えた。

「無む駄だだ月華、そんなことをしても、護符の力は弱められないぞ」

「……すまんな、丈斗」

「それに、この洞どう窟くつは月華を捕らえておくために作った結界の一種だ。エレメントを溜ためることも、操あやつることも……」

　遊天童子が言い終わる前に、巨人が丈斗へむかって、拳こぶしをくり出して来た。

　丈斗がすばやく飛び退のくと、拳が岩の床ゆかを叩たたき、細かい破片をあたりに飛び散らせる。

　まともに受ければ、いかに丈斗でも、命はない。

　丈斗は急いで結界を築こうとした。だが、エレメントが思うように溜まらない。

　巨人の拳が、また襲おそい来る。

　横へ飛び退いて、どうにかかわし、丈斗は叫んだ。

「おい！　こんなんで、どうやって戦えって言うんだよ！」

「甘えるな！　自分で考えろ！」

　遊天童子はそう冷たく突つき放す。

（洞窟の外で戦えれば……）

　しかし、巨人の攻こう撃げきをかわしながら、あの重い岩を開くことなど不可能である。

　見かねた月華が、その答えを口にした。

「妖刀だ。妖刀を使うんだ丈斗」

「甘やかすな！」

　遊天童子の言葉を無視して、月華は言葉を続ける。

「斬きれ。おまえも遊天の子孫だ。その妖よう刀とうの力、充じゆう分ぶんに引き出せるはずだぞ」

　月華の言葉に大きくうなずいて、丈斗は床に突き立っている妖刀の柄つかに飛びついた。

　しかし──。

　電気に触ふれたような衝しよう撃げきが走り、丈斗は「うわっ！」と声をあげ、妖刀から手を離はなした。

　遊天童子がそれを鼻で笑い、月華が小さく舌打ちする。

「やはり、今の丈斗には無理か……」
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　部屋の中には──。

　女生徒がひとり、巨大な蜘蛛くもの巣にからまれ、不自然に身をよじった姿勢でぶら下がっていた。

　だがよく見ると、糸はすべて、その女生徒の髪かみの毛がどこまでも延のび広がった物である。

　自分の広げた糸によって、身動きが取れなくなっているのだ。

　強敵が居ると思って走り込んだモーギは、呆あつ気けに取られた。

「おまえが、ここのボスなのか？」

　そう尋たずねると、女生徒はケラケラという甲かん高だかい笑い声をあげた。

　モーギの後ろから、ミョウラが部屋の中を覗のぞき込んで言う。

「こいつも不完全な半妖よう怪かいよ。でも、こいつの糸に、全員が操あやつられているのはまちがいなさそうね」

「おい！　なぜこんなことをしてる？　目的はなんだ？　答えろ！」

「誰だれ？　あなた誰？　あたし、マリちゃん。皆みんなはどこ？　皆、居る？」

　糸を揺ゆらして、級友たちがすべて自分の糸に捕とらわれていることを確認し、マリはニタリと笑った。

「うん、居るね。皆、居るね。あれ？　マサネ君は？　マサネ君はどこ？　アハハっ、そうよ。そう。マサネ君かわいいから、あたしが齧かじったんだ。なんか、とっても、おいしそうだったから。でもね。でもね。苦かった。おいしくなかった」

「おい！」

「やだ、もう怒ど鳴ならないで。うるさい人は嫌きらい。もう、ほっといて。あたし、もう、寂さびしくないんだから。皆も居るし。いつも一いつ緒しよだし。このままずっと、ずっと、いつまでも一緒。それでいいの」

「自分さえよければ、仲間の人生がどうなろうと構わないってわけか？　まあいい。しょせんは人間だ。自分のことしか考えない生き物だ」

　ひとり納なつ得とくしたように、モーギはうんうんとうなずいた。

「だが、ひとつだけ聞こう。おまえはこれからどうする気なのだ？　いつまでも、皆と一緒というわけにはいかないぞ。あいつらは人間だ。半月もすれば全員死ぬ。そのあと、おまえはどうするつもりだ？」
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「丈斗、名乗れ。自分が何者なのかを、刀に名乗るのだ」

　そう月華に言われ、丈斗は自分の名を怒鳴りながら、もう一度、妖刀をつかんだ。

　けれど同じだった。

　妖刀の放つ強い衝撃に弾はじかれ、丈斗の体が後ろへ飛ぶ。

「おまえの考えが半はん端ぱだからだ」遊天が言った。

「自分がなに者なのか、はっきり答えられない奴やつに、その刀はつかめない。答えろ丈斗、これから、おまえはどうするつもりだ？」

「どうするって……」

　夏芽を守り、ベロルを倒たおす。そんな目標はあるが、自分がなに者かになる、というはっきりした考えは持っていない。

「答えろ丈斗。妖怪となる覚かく悟ごはできているのか？」

　巨きよ人じんの攻撃をかわして、丈斗は怒鳴った。

「そんな覚悟なんてねえよ！」

　完全な妖怪となり、親や友人たちの記き憶おくから消えるなどごめんである。だからと言って、完全な人間に戻もどり、妹や夏芽の存在を忘れてしまうのも困る。

　自分がなに者なのか。そしてどういう存在になりたいのか。遊天童子の言うとおり、今の丈斗には答えることができない。

　だがこのままでは──。

　巨人の拳こぶしから逃にげ続ける丈斗の息が、しだいに荒あらくなってゆく。

（なんなんだよ、いったい。俺、まだ高校生だぞ。だいたいそんな問題、一生かかったってわからねえ奴だっているんじゃねえかよ。どっちでもいいから、この場ですぐ選べってことなのかよ？　そうしないと、死ぬってことなのかよ？）

　ちらりと遊天童子に視線をむけるが、丈斗を助ける素そ振ぶりなど、まるでない。

　丈斗はぼんやりと思った。少なくとも、九堂やサヤには、あの刀がつかめることを。

　いつのまにか隅すみに追い込まれ、丈斗は逃げ場を失った。

　巨人の狙ねらいは、最初からそれだったのかもしれない。

　──ぐろろろ。ぐろろろ。

　呪じゆ文もんのように唸うなると、妖刀がひとりでに鞘さやから抜ぬけ、巨人の手の中へ跳とんだ。

　妖刀の力を得たのか、巨人の動きが途と端たんに俊しゆん敏びんになる。

　左手で丈斗の逃げ場を封ふうじ、右手で妖刀を振りかざす。

（ダメだ。かわせない！）

　丈斗の頭を狙い、刃やいばが振り降ろされた。
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　女生徒はモーギの質問に答えようとせず、ケラケラと笑い続けている。

　半妖怪となった瞬しゆん間かんから、彼女はその先のことを考えるのをやめていた。今がただ、楽しければ、それでいいと──。

　モーギは大きくため息をついて言った。

「人間社会にルールがあるように、妖怪世界にもルールがあるのだぞ。他者を食うことも、殺すことも構わない。だが我々妖怪は、意味もなく大量に命を奪うばうようなことはしないのだ」

　笑っていた女生徒が、急に怒おこりだした。

「わかんない！　あたし、そんなの全然わかんない。ほっといてよ！　あたしの好きにさせてよ」

「おまえのような身勝手な半妖怪は、他ほかの妖怪たちの迷めい惑わくだ。かわいそうだが、成仏してもらうぞ！」

　怒鳴りつけ、モーギは飛びかかろうと身構える。だが──。

「どうしたのよモーギ？」

　体を震ふるわせて、動きを止めたモーギに、ミョウラが後ろからたずねた。

　モーギは震えながらふりむき、両手でミョウラの首をつかむ。

「ちょっと、なにすんのよモーギ！」

「に、逃げろ……、ミョウラ……」

　震えるモーギの口から、そんな言葉が漏もれた。

　目を凝こらすと、数本の糸がモーギの背に取りついているのがミョウラには見えた。

　女生徒がモーギの体を操り、ミョウラの首を絞しめようとしているのだ。モーギはそれに必死で抵てい抗こうし、身動きが取れなくなっている。

「なんなのよ、まったくもう！」

　ミョウラはいったん、肉体をエレメントのゼリーへ変化させ、するりとモーギの手から逃のがれた。

　糸が数本、ミョウラへ飛ぶ。

　それを、すばやく左右へかわし、ミョウラは獣じゆう化かした手の爪つめで、女生徒へ飛び掛かる。

「はい、終わり！」

　ミョウラの爪が、女生徒の額から胸へかけて、引き裂さく。

　まるで紙かみ袋ぶくろのように──。

　だが、その袋の中にぎっしりと詰つめ込まれていた赤黒い蜘蛛くもたちが溢あふれ出し、ミョウラの腕うでを伝って──襲おそい来る。
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　丈斗はとっさに、右手をかざして怒ど鳴なった。

「この腕は遊天の腕だぞ！　斬きれるのか？」

　巨人の振り降ろした刃やいばが、固い物に当たったかのように、丈斗の寸前で止まった。

「右腕が見えないと思っていたが、丈斗にやったのか遊天？」

　月華の問いに、遊天童子はどことなく恥はずかしげに答えた。

「成り行きだ。仕方なく、貸しただけのことだ」

　丈斗は目の前で止まった妖刀に手をかけ、叫さけんだ。

「俺は妖怪でも人間でもない！　半妖怪だ。俺はこのまま生きる！　それが俺だ。雨神丈斗だ！」

[image: ]

「バカ！　そんな身勝手な選せん択たくが、通用するものか！」

　遊天童子がそう怒鳴るが、妖刀は眩まばゆい光を放って、巨きよ人じんの手から離はなれた。

　それをつかみ取って、丈斗は妖刀を構えた。

　妖刀が丈斗を認めたのである。

「いいのか？　あんなんで？」

　遊天童子が問いかけると、月華は笑ってうなずいた。

「その道を進むという、ふんぎりさえつければ、それでいい」

「見えない道だ」

「変わりはないさ。誰だれのどの道も、先は見えない」

　丈斗は襲って来た巨人の拳こぶしを、刃で受けて斬り裂く。まるで泥どろを刻んだかのように、軽々と──。

　その腕を伝って、丈斗は巨人の頭上へと跳んだ。

　妖刀から溢れ出る強い妖気が、丈斗の体を突つき動かしていた。

　もはや、巨人に勝ち目はない。

　一気に、頭から斬り下げて、床ゆかへ着地する。

　──と、巨人の体が二つに裂け、黒い煙けむりとなって崩くずれた。
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　ふいに「パン！」という音と共に、すべての蜘蛛の糸が切れ、あたりに垂れ下がる。

　一いつ瞬しゆん、なにが起こったのか、ミョウラとモーギにはわからなかった。

　モーギは体の自由を取り戻もどし、ミョウラの体からは、取りついていた蜘蛛たちが逃にげだしてゆく。

　ケラケラと小さく笑い声をあげながら、床を散り散りに逃げてゆく蜘蛛たちをぼんやりと見つめて、ミョウラは言った。

「な、なに？　もしかして、あたしの強さに怖おじ気けづいたわけ？」

「いや、俺様が本気になるのを恐おそれたのだ」

　そう言ってモーギは、逃げ遅おくれた蜘蛛を一匹ぴき、踏ふみ潰つぶす。

　潰れた蜘蛛は、すぐに赤い肉片に姿を変えた。それは、妖よう怪かいとなった女生徒の体の一部である。

「糸は切れた。生徒たちも自分で帰るだろう。さて、我々も帰るとするか」

「妖怪になりたい生徒は、そのまま残るんじゃないの？」

「俺様の知ったことじゃない」

「逃げた蜘蛛たちの始末は？」

「悪さをするようなら、それは妖よう魔ま術じゆつクラブの役目だ。あの娘むすめどもには、ちょうどいい仕事だろう」
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「よくやった丈斗！」

　巨人を倒たおした丈斗を、遊天童子が誉ほめる。

　しかし、その後がまずかった。

「うわっ！　な、なんだよこれ！」

　妖刀に体のコントロールを奪うばわれた丈斗が、引きずられるような姿勢で、月華へと斬りかかってゆく。

「と、止めてくれ！」

　刀を離すこともできない。

　遊天童子が月華の前に立ちはだかり、妖刀の柄つかを押さえる。

　とたんに、妖刀の光が弱まってゆく。

　柄から手を離した丈斗は、その場にへたり込んだ。妖刀によって、全身の力が絞しぼりだされたような疲ひ労ろう感である。

「休むな丈斗。早く鞘さやを持って来い」

　言われて丈斗は、突き立っている鞘を床から抜ぬき、遊天童子へむけた。

　暴れ足りないかのように、妖刀の柄にある鈴すずが、激しく鳴っている。

「くそオヤジ！　いい加減に、成仏しろ」

　遊天童子はそうつぶやき、丈斗が両手で握にぎっている鞘の中へ、ゆっくりと刃はを収めた。

　妖刀の光が消え、鈴の音もやんだ。

　あたりが静かな闇やみに包まれる。

　もとの場所へ妖刀を突き立て、遊天童子は言った。

「これであと十年は、おとなしくしているはずだ」

「みごとだ遊天。おまえが一番、その刀をうまく操あやつれる。やはり俺を殺してでも、自分の物にするべき刀だ。持ってゆけ」

「必要ない」

「俺を殺せないなら、刀といっしょに俺を連れて行ってはどうだ？　いろいろと役に立つぞ」

「あと百年もすれば、おまえの体から完全に邪じや悪あくな妖気が抜け、妖刀の呪じゆ縛ばくから逃のがれることができる。それからでも遅おそくない。それに、おまえの望みは、無用に殺してしまった武士たちの子孫に、罪を償つぐなうことじゃなかったのか？」

「その後あとならば……、おまえは首を縦に振ふってくれるのか？」

「………約束はできない」

　月華に背をむけて、遊天童子は洞どう窟くつの出口へと歩きだす。

「もう帰るのか遊天？」

「用事はすんだ。長居は無用だ」

「では俺もまた、寝ねるとしよう。十年後のメイド服を楽しみにしてるからな」

「知らん。そんな服は着ないぞ！」

「契けい約やく違い反はんだぞ遊天。暴れてもいいのか？」

「勝手にしろ。今のおまえに、その結界の鎖くさり、引きちぎれるはずがない」

「はたして、そうかな？」

　遊天童子は答えず、足早に去ってゆく。

　丈斗は月華に深く一礼して、遊天童子を追いかけようとした。

　それを引き止めて月華は言った。

「待て丈斗、ひとつ頼たのみがある。もしも、遊天が危険にさらされたなら……、自分の力ではどうすることもできないほどの危険にさらされたなら、俺を呼びに来てくれ。この鎖を引きちぎって、俺は必ず助けにゆく。必ず……」
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「あ、またいつもの妖怪写真が出ました。雨神先せん輩ぱい、この妖怪はなんという名前なんですか？」

　部室でノートパソコンを操作していた五郎八が、窓まど際ぎわでマンガを読んでいた丈斗を呼ぶ。

（えっ、妖怪写真？　そんなのあったかあ？）

　不思議に思いながら、画面を覗のぞきこんだ丈斗は、肉にく塊かいの妖怪ぬっぺっぽう的な、不可思議な写真を目にした。

「げっ！」

　すぐにその正体を知った丈斗は、マンガを取り落として後ろの壁かべにへばりついた。

　まぎれもなくそれは、男性のナニだった。先せん端たん部分のみを豪ごう快かいに接写したものである。

「どうしたんですか雨神先輩？」

　五郎八が笑顔でたずねる。その正体をまったく理解していない。

　丈斗自身も、この角度でこんなアップのモノを見たことがなかった。

（なんで、こんな写真がここに？）

　頭の中が混乱し、壁に貼はり付いたまま丈斗は言葉が出ない。

　ウサウサ、と鼻はな唄うたをうたいながら部室に入って来たサヤが、

「あらら。また怖こわい妖よう怪かいさんの写真、出ちゃいましたですね。目が腐くさるから、さっさと消しちゃいましょうね」

　と、パソコンを操作して画像を消去する。

「サヤ先輩、この妖怪の正体。いいかげんにもう教えてください」

「うーん、いずれどっかで出会うと思うから、今は知らなくてもいいよ。世の中にはね、それまで知らない方がいい妖怪さんも、いるんだよー」

「そうなんですか？」

「そうそう」

　と微笑ほほえんでいるサヤの腕うでをつかんで、丈斗は廊ろう下かへ連れ出した。

「おい！　あれは、ど、どどど……」

　ショックで口がうまく回らない。

「あ、あれですか？　あのパソコン、九堂先輩からもらった物なんですけど、その前は、九堂先輩のお兄さんのパソコンだったんですよ」

「お兄さんが、あんな写真を？」

「泌ひ尿によう器き科かの助教授さんで、研究用の写真なんですよ。ディスクを初期化した状態でもらったんですけど、目次の部分が消えてるだけで、データそのものは残ってるもんなんですよね。メラ星のソフトが強力だから、ときどき、拾い出しちゃうんです」

　九堂よしえが馬ば首とう山さんの温泉合宿で『見なれている』と言ったのを丈斗を思いだした。

（そうか、このことだったのか）

「九堂先輩といっしょに、結構マメに消したんですけどねー。このこと、ハーちゃんには絶対ないしょですよ」

「当然だ」

　と丈斗は、力強くうなずいた。

　しかるに丈斗が原因で、五郎八がその真実を知ってしまうことになることなど、その時の丈斗には知るよしもなかった。









　第３話　五郎八温泉
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「きょうは魔ま法ほう円えんに書くエノク語をひとつ、まちがえちゃいました。この頃ごろ、失敗ばかりです」

　五い郎ろ八ははベッドに腰こしかけ、部屋の隅すみにむかって語りかける。

　それが最近の日課となっていた。

「私、プレッシャーに弱いのかも。あわてるとダメなんですよね」

　本ほん棚だなの横に、ぽっかりと空いたスペースがある。クロゼットのドアを塞ふさいでしまうため、物を置くことができない場所だ。

　そこに、白い煙けむりのような物が漂ただよっているのが、五郎八にはぼんやりと見えていた。

　──妖怪である。

　どんな妖怪なのか、五郎八にはよくわからない。

　数年前から自室のその場所に、気配のような物を五郎八は感じていた。それが妖怪であることを確信したのは、妖魔術クラブに入ってからのことである。

「魔法円とかエノク語だけなら、まだいいんです。九堂先輩の残してくれたパソコンの操作が難しくて……。聞いてますか白しろ影かげさん？」

　返答はない。

　五郎八はその妖怪を、白影と呼んでいる。幾いく度どとなく対話を試みているが、白影が反応を見せたことは一度もない。

　五郎八はチェーンの先にぶら下がっている、小さなペンダントにそっと指を置いた。

　サヤを通じて、霧山遊子から授さずかったものである。九堂よしえの眼鏡めがねや、サヤのウサ耳と同じように、妖怪との波長を高める装置が仕組まれている。

　ペンダントを身につけてから、五郎八は確実に妖怪たちの気配を感じ取り、その姿がしだいに見えるようになっていた。

「たった半年で、妖怪がぼんやり見えるようになったから、素質があるって、サヤ先輩は言ってくれます。けど、雨神先輩は数時間で、はっきりと妖怪たちが見えるようになったんですよ。すごいと思いませんか？」

　五郎八はエノク語を唱え、ペンダントの力を強めた。もう少しはっきりと、白影の姿を見ようとしたのである。

　けれど、白い影が一いつ瞬しゆんだけ雲のように濃こくなっただけだった。

「私、いつになったら白影さんの姿、ちゃんと見れるようになるでしょう？」

　白影は悪い妖よう怪かいではない。ただ、そこに居るだけの存在である。五郎八に害をもたらしたこともない。

　だが、簡単な退魔円では追い払はらうことができない、強い妖力を備えた妖怪である。

　丈斗やサヤに頼たのめば簡単に解決することであるが、五郎八は自分の力で正体を突つき止めたかった。

「ええーと、今日はこれです」

　五郎八は鞄かばんの中から、魔法円を描えがいた紙を取り出し、白影に見せる。

「いいですか白影さん？　今日は動物系の魔法円ですよ」

　妖怪の種類によって、招しよう喚かんや退魔の魔法円が異なっている。それらをひとつずつ試ためし、五郎八は白影の反応から、種類を特定しようとしていた。

　今まで数種類の魔法円を試したが、そのどれにも、白影は反応していない。今回は動物系という、適合範はん囲いの広い魔法円である。

　これが失敗すると、五郎八にはもう、試す手がない。

「じゃあ、行きます」

　紙を膝ひざの上に置き、五郎八はエノク語をつぶやきながら、指で魔法円をくり返しなぞりはじめた。
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　すると──。

　ふいに一匹ぴきの真っ白い猫ねこが、閉じているドアを突つき抜ぬけて部屋の中に現れた。猫は、のんびりとした足取りで、五郎八の足元に腰をおろす。

　猫の妖怪だった。餌えさを待っているかのように、じっと五郎八を見あげている。

　五郎八は魔法円の扱あつかいをまちがえ、別の妖怪を招喚してしまったのだ。

「あ、ごめんなさい。まちがえました」

　五郎八は猫に謝り、急いで退魔円を空中に描く。

　猫はつまらなそうに大きなあくびをして、来た時と同じ足取りで、反対側の窓を突き抜けて消える。

　五郎八はため息をこぼし、魔法円の紙を畳たたんだ。

「きょうはこのくらいにします。この魔法円、ちゃんと覚えてなかったみたいです。これが実戦だったなら……、とっても大変なことになってましたよね」

　最近はじめたサヤと組んでの戦せん闘とう練習を思い出し、五郎八はうつむいた。

　受け持ったのは、卒業してしまった九堂のポジションである。

　マシンを操作し、サヤを援えん護ごしながら敵を解かい析せきし、次の攻こう撃げきを指示しなくてはならない。

「ドジでのろまで、物覚えの悪い私に、九堂先輩の代わりなんて、絶対に無理なんです」

　失敗ばかりだった。

　満足にエレメント弾だんを、サヤへ投げ渡わたすこともできない。

　そんな五郎八の失敗に、サヤは少しも嫌いやな顔を見せず「最初は皆みんなそうだよ。すぐにうまくなるから心配ないよ」と笑うだけである。

　けれど五郎八の手ほどきに追われ、サヤの新しい人工エレメ精霊ンタルの製作がまったく進んでいない。

　九堂よしえが、旅立つぎりぎりの日までサヤに手を貸し、エレメンタルの製作を進めていたことを、五郎八は思いだす。

「私、もしかすると、クラブのお荷物かもしれません」

　それに答えたように「ぺふっ」と、小さな音が聞こえた。

　五郎八は顔をあげ、白影に目をやる。

「えっ？　今、なにか言いましたか？」

　白影に反応はない。いつものように、ただ漂ただよっているだけである。




　その夜、五郎八は不思議な夢を見た。

　小指ほどの青い魚が無数に、クロゼットのドアをすり抜けて泳ぎ出て来る夢だった。

　クロゼットを開けると、中に白い壺つぼがあり、そこから魚たちが吐はき出されている。

　壺の中を覗のぞくと、声が聞こえた。

『気をつけよ。岩の上で鬼おにたちは争う。戦わずして勝つべし。青い水、吞のむべからず』

　あたりが一いつ瞬しゆんだけ、霧きりに包まれた岩だらけの川べりのような景色に変わり、

　──夢が終わった。
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　──『八月の十四、十五、十六日の二泊はく三日、妖よう魔ま術じゆつクラブ恒こう例れいの温泉合宿を開かい催さいします。行き先は秘密。霧山遊子より、会員一同へ』──

　それが夏休み前に届いたメールである。

　そして合宿の数日前に、

　──『宿しゆく泊はく旅費、ひとり一万二千円。中央高たか品しな線の「青あお魚と」駅下車。三時十分発のバスに乗り、終点の「三さん蔵ぞう岩いわ」下車。

　ベロルたちに新たな動きがあり、こちらの合宿参加、危うし！　宿泊先の「三蔵岩リバーサイドホテル」で待て。霧山遊子より』──

　というメールが来た。

　そして、八月十四日の合宿当日。丈斗、サヤ、五郎八の三人は、去年と同じように紅椿駅で待ち合わせをした。

　去年とちがうのは、五郎八が参加していることと、サヤがウサギ・ファッションではなく学園の制服を着ていることである。丈斗が、強く着用を拒こばんだためだ。

　しかしサヤの頭から、ウサ耳を外すことはできなかった。

「ウサ耳はダメですよ。機械タリス護符マシンなんですから」

　五郎八のペンダントや、九堂の眼鏡めがね、霧山のヘアバンドと同じ、必ひつ須すアイテムである。

「なんで、ウサ耳に入れてるんだよ！」

　無論、ウサ耳を正当化するため、強引に入れてもらったからである。

　電車を乗り継つぎ、山やま間あいを抜けて走る四両編成の中央高品線に乗り込むと、その客車に他ほかの客の姿はなかった。

「やった！　貸し切りだぞー！」

　とサヤが浮うかれ、昼食の駅弁（三色そぼろ弁当）を広げる。

「不思議ですねー。隣となりの車両には結構お客さんが居るのに、どうしてこっちに来ないんでしょうか？」

　とサヤの隣で首を傾かしげながら、五郎八も駅弁（つくね弁当）を膝ひざの上に置く。

　事情を知っている丈斗は、向かい側の席でひとり、眉み間けんにシワをよせて大きくため息をついた。

　五郎八やサヤは気づいていないが、その車両は、客じゃない者たちによって溢あふれていた。

「あ、その里さと芋いも、おいしそうじゃない」

　膝の上で丈斗が駅弁（幕の内弁当）を広げると、通路からすばやくミョウラの箸はしが伸のび、里芋をひとつ奪うばってゆく。

「どれどれ」

　と、モーギが、後ろの席から手を伸ばし、厚焼きタマゴをつまむ。

「うむ、甘いタマゴだ。酒のつまみには、ちとあわんぞ」

　モーギは樽たるのような酒徳とつく利りを持ちあげて、ぐびりと吞み、プハーッと酒臭くさい息を吐く。徳利に書かれた銘めい柄がらは『播ばん州しゆう・鬼ごろし』である。

「なんだっておまえらが、ここにいるんだよ。今回の合宿は極秘だったはずだぞ」

「いいじゃないのよ。妖魔術クラブの合宿に、私たちはつきもの」

　言いながら、ミョウラがまた箸を伸ばしてくる。それをかわし、丈斗は駅弁を守った。

「勝手なこと言うな」

「偶ぐう然ぜんですよ。偶然。私たちの慰い安あん旅行と行き先がたまたまいっしょになっただけのことですよ。ほっほっほ」

　と笑いながら、ぬらりひょんの老人が丈斗の足元にあらわれ、駅弁から鶏とりのカラアゲを盗ぬすんでゆく。

　駅弁にしっかり蓋ふたをして、丈斗は立ちあがった。

「なんで、二回も続けて偶然が重なるんだよ！　俺たちに便びん乗じようするのが目的じゃないのかよ？」

「うるさいぞ丈斗。俺たちは妖よう怪かいだ。人間に便乗してなにが悪い？」

　そう言ったのは遊天童子だった。通路を挟はさんだ向かいの席に座り、外を眺ながめながら缶かんコーヒーを飲んでいる。よく見ると、丈斗が駅弁といっしょに買った缶コーヒーだった。

（あっ！　いつのまに！）

　丈斗は駅弁を抱かかえ、遊天童子の手から急いで缶コーヒーを奪い返す。

　モーギとミョウラが、丈斗の駅弁へ手を伸ばしながら言った。

「前回は、俺様が助けてやったことを忘れたのか丈斗」

「そうよ。いろいろと、力になってあげるかもよ」

　その手を振ふり払はらって、丈斗は怒ど鳴なる。

「誰だれも頼たのんでないだろ！　だいたいなんだって、こんなに便乗してるんだよ！」

　いつものメンバーたちだけではなかった。車両は大小、種々様々な妖怪たちで溢れて騒さわがしい。

　わかる妖怪だけでも、あかなめ、あずき洗い、かわうそ、ぬっぺっぽう、油すまし、猫ねこ又また、などがおり、小鬼やカッパたちのグループも見える。

　座席に座れず、網あみ棚だなや天てん井じよう、通路に身を収めている妖怪たちばかりか、窓の外にも気配がある。どうやら、列車の屋根にも乗っているらしい。

「五郎八のおっかけだから、仕方ない」

　遊天童子の言葉に、丈斗は眉まゆをひそめた。

「おっかけ？」

「なんだ、知らないのか？　ファンとか、親衛隊を意味する言葉だぞ」

　と、少し自じ慢まんげに遊天童子が説明する。

「いや、そうじゃなくて……」

　強引に身を押し込んで、五郎八とサヤの間に腰こしをおろしたぬらりひょんが、駅弁を開きながら、話しはじめた。

「寺流五郎八の人徳と言いましょうか、隠かくされた特技と言いましょうか……。不思議と妖怪たちを引きつけるフェロモンを、彼女は放出しているのですよ。なにかこう、ほんわかとした気分になれるようですね。ご本人はまだ、そのことに気づいていませんけれどね」

　言いながらぬらりひょんは、サヤと五郎八の駅弁から、交こう互ごにおかずを盗む。

　ひどく窮きゆう屈くつな思いをしているのに、ふたりともまったく気づかず、箸を動かしている。

　妖怪の気を発しながら話す丈斗の言葉も、ふたりの意識には届いていない。

「祖父の家が、妖怪だらけだったのもそのせいか？　でも、悪い妖怪も引きつけるんじゃないのか？」

「それはそうですが、多くの妖怪たちが見守っている以上、悪さはできませんよ。例えばわたくしが、五郎八ちゃんの白はく桃とうのように美しい太ふと股ももに、このように手を伸ばそうとすると……」

　殺気のこもった鋭するどい視線が、周りの妖怪たちから一いつ斉せいに、ぬらりひょんへむけられた。

「……と、いうわけです」

　言いながら、あわてて手を引っ込めたぬらりひょんは、予想以上の殺気に、ぶるっ、と身を震ふるわせる。

　そこで丈斗は、ハッと気づいた。持っていたはずの駅弁が手の中から消えており、それらしき駅弁をぬらりひょんが食べていることに。

「おい、それ！」

　あわてて取り戻もどすと、四方から伸びた箸や手が、駅弁からおかずを奪ってゆく。

「うわっ！」

　残ったのは、真ん中に梅干しのある白米と、カマボコが一枚だけである。

「お、おまえら……」

　丈斗が怒いかりに身を震わせると、モーギとミョウラはすばやく飲み込んで言う。

「おかずのひとつやふたつで、ガタガタ言わないでよね」

「ケチクサイ奴やつは、出世できんぞ」

「平等に分け与あたえるという、広い心が大切というものですよ」

　そう言ってぬらりひょんが、笑え顔がおで箸を伸ばして来る。

「がーっ！」

　丈斗は牙きばをむいてそれを威い嚇かくし、最後のカマボコを死守した。

「おやおや。では、自分のを食べるとしましょう」

　おもむろに、足元から駅弁（懐かい石せき北海御ご膳ぜん）の包みを取り出す。

「なんで、最初から自分の食わねえんだよ？」

「それは、他人の弁当がうまそうに見えるからだ」

　言いながら、遊天童子も自分用のお茶と駅弁（笹ささ寿司ずし弁当）を膝ひざの上に置く。

　それを見て、モーギが弁当をふたつ（行楽弁当＆シューマイ御膳）、ミョウラはサンドイッチ（特選ヒレカツサンド）を出す。

　他の妖怪たちも、用意した昼食をうれしそうに広げはじめた。

　丈斗は怒りに言葉を失ったが、すぐに気を取り直し、にやりと笑う。

「確かに、他人の弁当はうまそうだな……」

　獲え物ものを狩かるハンターのように瞳ひとみを輝かがやかせ、丈斗は箸はしを構えた。

　すると、獣じゆう化かしたミョウラとモーギが、

「がるるーっ！」

　弁当を取られまいと丈斗を威嚇する。
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　仕方なくぬらりひょんの駅弁を狙ねらうが、するり、するりと、丈斗の箸がかわされてしまう。

「ほっほっほ。まだまだ修行が足りませんね雨神さん。でも、努力賞をあげましょう」

　嫌きらいな紅べに生しよう姜がを丈斗の駅弁へ押し込んで、ぬらりひょんが逃にげてゆく。

「ちくしょう……」

「あれ、どうしたんですか雨神先せん輩ぱい。おかずだけ食べて、ご飯、食べてないじゃないですか」

　と、丈斗の駅弁を指し摘てきして、五郎八はくすくすと笑う。

「うちの五歳の姪めいと同じですね。お弁当のおかずとご飯をバランスよく食べられなくて、ご飯が残っちゃうんですよ」

「いや、そういうわけじゃ……」

　妖よう怪かいたちに盗とられたとは言えず口ごもると、五郎八が自分の駅弁を丈斗へむける。

「よかったら、つくね、ひとつどうぞ。おいしいですよ」

「あ、ありがとう……。ところで、まわりになにか見えない？」

「なにかって、妖怪ですか？」

　五郎八は車内を見まわして、首を横に振ふった。

「気配がします。でも、どこにいるのか……、外の陽ひ射ざしが強くてよく見えません」

　五郎八の力ではまだ、妖怪たちは白い煙けむりのようにしか見えない。そのため、陽射しの強い昼間は判別しづらいのである。

　隣となりのサヤには何匹びきか見えるらしく、指さして口を開く。

「そこと、そこと、あっちに……」

　弁当のそぼろがサヤの口から飛び、丈斗の顔にアラレのように降りかかる。

「うわっ。やめろサヤ！　食いながらしゃべるな！」

　あ、ごめん。と言いかけるサヤの口を、丈斗はすばやく押さえこむ。

「だから、しゃべるなって！」

　その横で五郎八が、あたりに笑顔をむけながら手を振ふる。

「妖怪さーん。居るんですか？　居るなら姿を見せてくださーい」

　五郎八の呼びかけに、妖怪たちは照れてうつむき、誰だれもその姿を見せようとはしなかった。

　仲間うちで抜ぬけがけを禁じ、遠くから見守るだけを信条としているらしい。

　だが、五郎八の呼びかけに、まったく別の妖怪が応こたえた。

　それに気づいた五郎八が窓の外を指さす。

「あ、見てください！」

　山のむこうに、四角い壁かべのような物体が、ぼんやりと突つき出ていた。雲のようにも見えるが、それにしては四角すぎる。

「ぬりかべさんだ！　巨きよ大だいなぬりかべさんだ！」

　駅弁を丈斗に押しつけ、サヤが列車の窓ガラスをあげる。

「ぬりかべさーん！」

　サヤと五郎八がうれしそうに手を振ると、ぬりかべの角が餅もちのように伸のびて手となり、Ｖサインを作った。
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『ようこそ、紅椿学園妖よう魔ま術じゆつクラブ、ご一行様。ホテル、この道の上』

　終点の三蔵岩でバスを降りると、バス停の横の大木に、そんな紙が貼はられていた。

　三人は指示に従って、細い山道を上へむかって歩いた。しかし、行けども行けども、ホテルが見えて来ない。

　騒さわぎながら丈斗たちのあとを付いて来ていた妖怪たちも、いつのまにか姿が見えなくなっている。

「道、まちがえたんでしょうか？」

「でも一本道だぞ？」

「だいじょうぶ。だいじょうぶ。いざとなったら、携けい帯たいあるし」

　と、サヤがウサギの携帯電話を出すが、圏けん外がいで電波が届かない。

　不安が募つのり、丈斗が道を先に行って様子を見て来ようかと考えはじめた頃ころ、二枚めの紙が岩に貼られているのを見つけた。

『ホテル、この先』

　安心して先へ進むが、やはりホテルなど見えて来ない。

　これは変だ。そう思った時、三枚めの貼り紙に『ホテル、すぐそこ』とある。

　しかし、ちっともすぐではなかった。

『まもなく』『ほんのひといき』『そこに見える』などという貼り紙に引きずられ、『三蔵岩リバーサイドホテル』に辿たどりついたのは一時間後だった。

　なおかつ、三人の目の前に現れたのは、茅かや葺ぶきの農家らしき一いつ軒けん屋やで、ホテルどころか旅館という雰ふん囲い気きさえない。

　だが門には『三蔵岩リバーサイドホテル』と貼り紙がしてある。

「なんか変だと思ってたんだよ。往復の交通費を引くと、宿しゆく泊はく代が二泊はくで五千円にしかならないんだよな……」

　と渋しぶい顔をする丈斗の横で、

「民宿ですね。私、初めてです」

　五郎八はうれしそうである。

「それにしても、どこがリバーサイドホテルなんだよ？」

「あ、ほらほら」

　サヤが門の横の茂しげみを指さす。

　幅はば二十センチほどの溝みぞを、ちょろちょろと水が流れていた。ホテルの主は、それを川リバーであると主張するらしい。

　声をかけると、大きく開かれた縁えん側がわの奥から、目つきの悪いモンペ姿の老ろう婆ばが現れた。

　サヤと五郎八には、少し腰こしの曲がった老婆にしか見えていないが、丈斗はすぐ気づいた。人ではない。妖よう怪かいである。

「やっと来おったか。ワシがホテルのオーナー、スサノじゃ」

　歓かん迎げいしているらしいが、態度は横おう柄へいである。

「荷物をそこへ置いて、まず手と足を横の川で洗え。それがすんだらこのバケツに水をくんで、部屋の掃そう除じじゃ」

「掃除？」

「ワシんとこは、すべてセルフサービスじゃ。てきぱきやらんと、日が暮れて、夕飯のしたくができんようになるぞ」

　夕食も客が作るらしい。

　温泉でのんびりすることを期待していた丈斗は、小さくため息をついた。

　しかし、サヤと五郎八は動じない。サヤには前にも似たような合宿体験があり、五郎八は特別な体験ができることを喜んでいる。

「ムッ！」

　ふいに、強い気を発して、スサノが裸足はだしのまま門の外へと走り出た。猿さるのような軽い身のこなしである。

　そして木の上へむかって、なにかを投げつけた。すると──。

　ざざーっ！

　木の上から、熊くま天てん狗ぐと一つ目入道が落ちて来た。丈斗たちといっしょに来た妖怪である。

「たわけが！　仕事もせんと逃にげようとしても無む駄だじゃぞ！」

　ふたりは泣きながら、横の小川で目を洗いはじめた。砂の目つぶしを食らったらしい。

　それを見て丈斗は、スサノが有名な妖怪、砂かけ婆ばばあであることに気づいた。
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　事件は夕食後に起こった。

「夕食のトン汁じる、四人分だけなのに、どうしてこんな大きな鍋なべなんでしょうか？」

　五郎八は食堂で使うような大きな鍋を洗いながら、同じく大きな釜かまを洗っているサヤへたずねた。

　サヤは井いの上うえ陽よう水すいの「リバーサイドホテル」に「ウサ、ウサ」と勝手な掛かけ声を入れて口ずさみ、少しも聞いていない。

　鍋、釜が大きいのは、妖怪たち全員の分を調理したからである。そしてその横で、数匹ひきの妖怪たちが洗い物を手伝っていることも、五郎八たちは知らない。

「ちょっと行って来る。なんか起こったみたいだ」

　丈斗が台所に来て、険しい表情で言った。

　サヤはそれに疑り深い目をむける。

「行くって、どこに？　もしかしてアマタケ、ひとりでランパブとか石せつ鹼けんの国とかにくりだして、高校生にはあるまじき外道で鬼き畜ちくな、酒池肉林の限りを……」

　パーン。

　無言でサヤの頭にハリセンを炸さく裂れつさせてから、丈斗は真しん剣けんな表情をむけた。

「この上にある温泉だ。なにか変だ。遊天とミョウラが帰って来ない」

　丈斗はまず、この旅行に多くの妖怪たちがついて来ていることをふたりに話した。そして、事の起こりを説明する。

　早めに夕食をすませた遊天童子とミョウラが、山の上にあるという天然の岩いわ風呂ぶろに出かけたまま、いまだ帰らないのだ。出かけてから二時間が経たっている。

　その間にも、次々と温泉へむかった妖怪たちが、誰だれも戻もどって来ていない。

　──「うーむ。こいつは前回に似た事件だ」──

　とモーギが唸うなった。

　しかし今回、消えたのは妖怪の存在を知らない生徒たちではなく、遊天童子やミョウラのような、妖力の強い妖怪たちである。

「これから上の様子を見て来るから、サヤたちはここで、霧山さんたちが来るのを待ってくれ」

「アマタケ、ひとりでだいじょぶか？」

「ひとりじゃない。モーギや他ほかの妖怪たち全員で行く」

　遊天童子やモーギ、ミョウラなどの妖怪が丈斗のまわりにいることを、サヤも五郎八も前々から聞いていたが、その気配を感じたことはない。

　普ふ通つうの妖怪よりも妖力が強く、その気配を消しているからだと丈斗は言うが、ふたりには信じ難がたいことである。

　外で誰かに呼ばれたらしく、丈斗は人には聞き取れない言葉で応こたえてから、サヤたちに言った。

「一時間以内に戻る」

「戻らなかったら？」

「その時は、霧山さんに相談してくれ」

　言い残して、丈斗が出てゆく。

　その姿を、五郎八は台所の窓から見送った。門を出る瞬しゆん間かん、丈斗のまわりに様々な妖怪たちの姿が見えたような気がした。
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　一時間が経過したが、丈斗は帰って来なかった。霧山たちも、まだ到とう着ちやくしていない。

　時計の針は夜の九時を示している。

「すみませーん。ネットにつなげたいので電話線を貸してくださーい」

　携けい帯たいが使えないため、サヤはスサノに電話線を借り、霧山にメールを送ろうとした。

「電話などない。電話はないが、ネットにつなげるならこのケーブルを使え」

　電話やテレビ、冷蔵庫などの電化製品が皆かい無むなのに、なぜかスサノの部屋にはパワーマックＧ４と二十三インチのモニターがあり、光ファイバーでＦＴＴＨが引かれていた。

「お借りします」

「使い放題じゃが、エッチサイトに行って課金されんように気をつけるのじゃぞ」

　パソコンをネットにつなげると、霧山からメールが入っていた。

　──『ごめん。残念だけど今回は、私もよしえちゃんも、合宿に行けなくなった。

　ベロルが、メラ第三惑わく星せいの衛星軌き道どう上に直径二百七十キロの魔ま法ほう円えんを建造中。地球侵しん略りやく用に星天使イヴ・ラランを招しよう喚かんするつもりらしい。

　というわけで、こっちはあわただしいけど、そっちは温泉に入ってのんびりしてくれたし。よろしく。ドタキャンの霧山より』──

　丈斗が戻らないことを、サヤは返信する。しかし、メラ星の霧山にそのメールが届くまで、早くとも五時間はかかってしまう。

　メールを読んだ五郎八が、サヤにたずねた。

「ベロルってなんですか？」

　五郎八はまだ、ベロルの存在を知らない。霧山がこの合宿で話すことになっていた。

　そして、命がけの魔戦があり得る妖よう魔ま術じゆつクラブに、残りたいかどうかを五郎八に問うはずだった。

「戻って来たら、ちゃんと話すからね」

　サヤは立ちあがり、部屋へ戻って着き替がえをはじめた。戦せん闘とう用のウサギ・ファッションである。

「ひとりで行くつもりなんですか？」

　不安な表情を見せた五郎八に、サヤは笑いながら言った。

「だいじょぶ、だいじょぶ。ちょっと様子を見て来るだけだよ。なにかあったらすぐ、ピーチを走らせて知らせるから」

「でも……」

　微かすかに犬の鳴き声が聞こえた。サヤの使い魔ピーチである。なにかを見つけたらしく、サヤと五郎八を呼んでいる。

　ピーチは門の前にいた。

　見つけたサヤが、ピーチの頭を「よしよし」となでる。五郎八は、そんなサヤがうらやましかった。

（サヤ先せん輩ぱいみたいに、私も早く、使い魔が持てるようになりたい）

　けれど今の五郎八には、ピーチの姿さえ、漂ただよう薄うすい煙けむりのようにしか見えていない。

「ハーちゃん、手伝って。ここに魔法円をつくるよ」

　護ご符ふを貼はり、パソコンで魔法円を照射すると、ピーチの他にもう一匹ぴき、妖よう怪かいが門の横に倒たおれているのがわかった。

　生きているのだが、まるで反応がない。

「寝ねてるか、半死状態のどっちかみたいだね」

　しばらく様々な魔法円を照射していると、そのひとつが波長にあったらしく、細長い物が転げ出た。

　竹の水すい筒とうである。手紙が巻き付けてある。

　手紙を開けると、妖怪の書いた字のため、ぼんやりとしか見えない。

　ふたりはエノク語を唱え、その文字を読んだ。

　──『丈斗へ。この水筒の液体を吞のんでから、こっちへ来い。奴やつらの策略から逃のがれることができる。遊天より』──

　遊天童子からの手紙である。

「行きちがいになっちゃったみたいですね」

「でもこれで、少し状じよう況きようがわかったよね。誰だれかが、遊天さんやアマタケを罠わなにかけようとしてる。その罠にかからない方法は、ただひとつ」

　そう言うとサヤは、水筒の栓せんをぬき、なんのためらいもなく、それを口にする。

「あ！　ダメですよサヤ先輩。そんなわけのわからない物……」

　言い終わらないうちに、サヤは「ぱぴょーん」という奇き声せいをあげて気を失い、五郎八の胸に倒れ込んだ。

「きゃーっ！　先輩！　しっかりしてください！」

　竹の水筒がサヤの手から離はなれ、中の青い液体がこぼれた。

（青い水、飲むべからず……）

　五郎八は夢の中で聞いた言葉を、ふいに思いだした。

「やれやれ。まったくなにを騒さわいでおるんじゃ」

　スサノがのんびりとした足どりでやって来て、ちらりと水筒に目をやった。

「これを吞んだのか？　バカな娘こじゃな。これは妖怪にしか効かない薬じゃぞ」

「死んじゃうんですか？」

「死にはせん。一晩ほどぐっすり眠ねむるだけじゃ。さあ、そっちを持て。中へ運ぶぞ」

　スサノに手伝ってもらい、サヤを布団ふとんに寝かせると、五郎八は戦闘準備をはじめた。

「行くつもりなのか？」

「はい。この水筒を雨神先輩に……」

「無む駄だじゃ。もはや遅おそい。雨神も、モーギたちも、今頃ごろは奴らの策略にはまっておる」

「でも……」

「でも、行くのか？　食われてもよいのか？」

　ひとりで戦って勝てる自信など、五郎八にはない。それでも、このまま逃にげたくなかった。

「スサノさん、知ってるんですか？　上の温泉になにがいるのか？」

「バカ者どもがおる。それだけじゃ。あとは教えられん。ワシは口の軽い妖怪じゃない」

「スサノさんって、……妖怪だったんですか？」

「やれやれ。霧山からはなにも聞いておらんようじゃな。ワシは妖怪じゃ。砂を投げるのが得意じゃて、砂かけ婆などと呼ぶ失敬な奴もおるが、せめて砂かけ女、できれば砂かけ娘と呼んでもらいたいのう。こんな姿じゃ、無理かもしれんが」

　と、やさしげに笑う。

　五郎八は眠っているサヤと、スサノの顔を交こう互ごに見てから、立ちあがった。

「私、やっぱり行きます」
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「そうか。無理に引き止めはせんが、死ぬ覚かく悟ごはできているのであろうな？　敵がもしベロルなら、おまえの妖力では戦いにもならんぞ」

「ベロル？　ベロルを知ってるんですか？」

「どうやらそれも知らぬようじゃな。座れ。霧山に代わって教えてやろう。ベロルとは、メラ星の犯罪組織の名じゃ。妖怪たちを違い法ほうな改造で妖よう魔ま兵器にして、他の犯罪組織へ売りつける奴らじゃよ」

　一年前、馬首山で起こったベロルとの一戦を、スサノは五郎八に語った。

「霧山の話では、最近のベロルはメラ星の政府に地球との交戦をけしかけているそうじゃ。戦争になれば、大量の妖魔兵器が売れるからのう。そんな商売の邪じや魔まをする妖魔術クラブは、ベロルにとって目め障ざわりというわけじゃ」

　スサノの話が終わると、サヤが小さくうめいて、寝ね言ごとをもらした。

「……やれます。私、まだやれますよ九堂先せん輩ぱい……」

　夢の中で、妖魔と戦っているらしい。

「五郎八、おまえはこのクラブのことをなにも知らずに入って来たのじゃ、ここで退部を決意しても、責める者はない。無理して丈斗を助けにゆく必要もない。ここでおとなしく、朝を待てばよい」

　五郎八は首を横に振ふった。

「私、行きます」

「命が惜おしくないのか？」

「とても、怖こわいです。私が行っても、役にたたないかもしれません。でも……」

「でも、行くのか？」

「このままなにもしないで、もし雨神先輩が死ぬようなことになったら……、きっと私、すごく後こう悔かいします。このクラブにも、いられなくなります。私、もっと妖怪のことを勉強してお友達になりたいんです。サヤ先輩と、もっといっしょにいたいんです。だから私、やれるだけやります。これでも私、このクラブの一員なんです」

「頭の悪い娘じゃのう。もしベロルなら、おまえなど、羽虫のごとくひねり潰つぶされるのだぞ。よいのか？」

「いいえ、ベロルじゃありません。スサノさんがその正体を教えてくれないのは、上の温泉にいるのが、知り合いの妖怪だからじゃないんですか？」

「そう、頭は悪くないようじゃな。その通りじゃ。だが、異星のベロルたちとも互ご角かくに戦った遊天童子や丈斗たちを手玉に取る、妖怪たちじゃぞ」

「スサノさんのお友達ならば、話し合えるかもしれません」

「甘いのう。所しよ詮せんは人間と妖怪じゃ。カモが猟りよう師しに、撃うたないでくださいと、言いに出るようなものじゃぞ。それに奴らとは、友達などではない。ここ百年ほど口をきいておらん」

「いろいろ、情報ありがとうございます」

　五郎八が笑顔で立ちあがると、サヤが寝返りをうち、また寝言を口にする。

「……ハーちゃん、ファイトー……」

「はい。ファイトですサヤ先輩！」

「まあ、待て。どうしても行くならば、お守りをひとつ貸してやろう」

　スサノはそう言うと、小さな桐きり箱ばこの蓋ふたを開き、五郎八の前に置いた。中に、珊さん瑚ごや水すい晶しよう、黒水牛の櫛くし、柘植つげのかんざし、石の印いん鑑かん、根ね付つけなど、様々な物が並んでいる。

　それぞれが強い妖よう気きを発して光り輝かがやいているのが、五郎八にも感じとれた。けれどひとつだけ、まったく光を発していない物がまじっている。

　スサノはその、妖気の感じられない赤い玉の付いた柘植のかんざしを持ちあげた。

「このかんざしはな、クラブの中のおまえと同じように、なんの妖力も無いただのかんざしじゃ。持っていたところで、弱い結界の足しにもならぬ。だが今は、他のどれよりも、このかんざしがおまえを守ってくれるはずじゃ。持ってゆけ」

　言いながらスサノは、五郎八の右のみつあみの付け根に、かんざしを挿さした。

「なくすでないぞ。これはワシの一番の宝じゃ」
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　五郎八は何度も道を外れ、崖がけのむこうへ歩み出しそうになった。

　懐かい中ちゆう電灯の明かりだけを頼たよりに歩く、谷沿いの道である。落ちれば無事ではすまない。

　いくら道の真ん中を進もうと気をつけていても、いつのまにか足が道の端はしへと傾かたむいてしまうのだ。

　妖よう怪かいたちの仕し掛かけた結界のせいである。草を結び、石を置いて作られた結界が、人間を近づけまいと作用しているのだ。

　その力は、目的地へ近づくにしたがって増している。エノク語を唱えていても、気が緩ゆるむとすぐ、足が崖の方へむいてしまう。

　厄やつ介かいな結界ではあるが、五郎八にとっては、目的地への道しるべである。

　──ふいに、結界が一いつ瞬しゆんだけ強まり、すぐに弱まった。強い結界が置かれた場所の前を通過したのである。

　五郎八は引き返して、その道の横へ視線をむけた。藪やぶのむこうに、苔こけの生えた岩いわ壁かべが連なっているだけで、道はない。

　けれどエノク語を唱えながら、護ご符ふを一枚、藪の中へ投げ入れると、霧きりが晴れたように、石段が上へむかって延びているのが見えた。人間の通らない、妖怪専用に作られた石段である。

　五郎八は慎しん重ちように、その石段を登る。

　闇やみの中、階段の所々にぼんやりと白い物が光って見えた。妖怪である。点々とうずくまっている。

　けれど殺気はなかった。五郎八が横を通過しても、動く気配もない。

「失礼します。こんにちは」

　五郎八は妖怪たちに声をかけながら、石段を登った。

　石段を登り切ると、赤い鳥居のある神社の敷しき地ちのような場所へ出た。しかし、鳥居のむこうに、神社らしき建物はない。

「……誰だれだ？」

　鳥居の下から声がした。女性とも男性ともつかぬ、中性的な声だった。

「紅椿学園妖よう魔ま術じゆつクラブの、寺流五郎八です」

　そう答えると、鳥居の下に座り込んでいるウエイトレス姿の人物が現れた。

「遊天さん……？　ですか？」

　苦しげに肩かたで息をしながら、遊天童子は虚うつろな目を五郎八へむけた。

「丈斗はどこだ？　奴は水すい筒とうの薬を……、吞のんだか？」

　五郎八は行き違ちがいになった経けい緯いを遊天へ話した。サヤが水筒の薬を吞んで、眠ねむってしまったことも。

「そうか……。ここを通らなかったところを見ると……、北の道を登ったらしい……」

「なにが、あったんですか？」

「あの温泉に入ったのがまずかった……。まさかこんな……。途と中ちゆうで気づいて、ここまで降りたが……」

　言葉が途と切ぎれ、辛つらそうに遊天童子がうなだれる。

「しっかりしてください！　どうすれば、雨神さんを助けられますか？」

　膝ひざを落として五郎八が耳元で怒ど鳴なると、遊天童子は苦しげに顔をあげた。

「聞こえている。怒鳴るな。おまえひとりで……、丈斗を助けるだと？」

「はい」

　遊天童子は、五郎八の髪かみに飾かざられたかんざしに目をむけ、微かすかに笑った。

「スサノが、おまえにかんざしを貸したのか？　なるほど……。もしかすると、おまえなら……、この状じよう況きようを打開できるかもしれない。行け。この奥だ。下足番がいる。あとは……、そいつが案内するだろう。途中、気のふれた妖怪どもが襲おそって来るかもしれない……、気をつけろ。俺は、……もうダメだ。ここで少し、休ませてもらう」

　ゆっくりと身を横たえた遊天童子の姿が、白い煙けむりとなってぼやけ、見えなくなる。

　五郎八は鳥居を抜ぬけて、奥へとむかった。
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「げしょ、げしょ。お嬢じようさん。遊びましょー」

　五郎八の前方に、長い舌をヒラヒラさせながら妖怪が現れた。体は人だが、頭と手足がイボだらけのガマ蛙がえる男である。

　笑えみを浮うかべた口もとからよだれをこぼし、大きく体を左右に揺ゆらしながら、ゆっくりと近づく。

　五郎八は急いで結界の護符を取り出し、エノク語を唱えた。

「どんなお味か、ひとつ……。ひとつ、しゃぶらせてもらえませんか。げしょ、げしょ。お嬢さんの、その綺き麗れいな足の指をコリコリと。げしょ、げしょ」

　ガマ男が言いながら、軽々と五郎八の薄うすい結界を破り、接近して来る。

「いやーん！」

　五郎八は悲鳴をあげながら、退魔の護符をガマ男へ投げつけた。

　しかし、一、二歩、後退させた程度の効果しかない。

「十本もあるんですから、一本くらい、いいじゃありませんか。一本くらい。げしょ。げしょ」

　とても勝負にならない。身をひるがえして逃にげようとした五郎八の右足に、すばやく、餅もちのように粘ねばつくガマ男の舌が絡からみついた。

「きゃーっ！」

「これはこれは、なかなか、結構な塩加減……。げしょ、げしょ」

　舌を巻き取りながら、ガマ男は五郎八の体を引き寄せる。

　と、その時──。闇の奥からホテルのボーイに似た格好をした男が現れ、ガマ男の長い舌を、そっと白い手て袋ぶくろをした手で押さえた。

「お客様。おやめください。他のお客様の御ご迷めい惑わくになります」

　男は額に『下足番』と書かれた紙を貼はり、目元を隠かくしている。やはり人間ではない。

「客？　こいつ人間だから客じゃないぞ。げしょげしょ。だから食ってもいいはずでは？」

「いえいえ、人間よけの結界を越こえて、ここまで来られた方は、誰であろうと皆みなお客様です。どうぞ、舌をお離しください」

　下足番がそう言うと、ガマ男は素す直なおに舌を五郎八の足から外した。

「こいつはどうも、とんだ失礼を。げしょ、げしょ」

　一礼し、げしょげしょ、とつぶやきながらガマ男は闇の奥へ消える。

「さあ、どうぞこちらへ」

　下足番が、五郎八の前に立って歩きだす。その服の背には『西の湯』と文字がある。

　五郎八は黙だまって、その背に従った。

　しばらく進むと『西の湯』という暖の簾れんのかかった、銭湯の入り口があらわれた。

　妖よう怪かい専用の湯らしく、男女の区別もなく、明かりもない。

　暖簾をくぐると、下足番は五郎八の靴くつを預かり、三十五番の札を渡わたす。

　その奥は、広い脱だつ衣い所だった。楕だ円えんの脱衣籠かごと、竹のベンチがあるだけの場所で、他ほかの客の姿も見えない。

　ただ、奥の方から陽気な歌声が微かに聞こえている。どこかで宴えん会かいをしているらしい。

「服を脱ぬいで、湯ゆ殿どのへどうぞ」

「ここで脱ぐんですか？　全部？」

「はい。服を着てお風呂ふろに入る方はいません」

「でも……。中は混浴ですよね？」

「妖怪ですから」

「でも……。雨神先せん輩ぱいが中にいたりしたら……」

「はい、いらっしゃいます。雨神様は、北の湯から中へ入られました。ここは北の湯と西の湯に入り口が分かれていますが、中は一いつ緒しよなのです。一番奥にある、龍りゆう王おうの間へどうぞ。その奥におられるはずです」

「無事なんですか？」

　という五郎八の質問に、下足番は小さくため息をつきながら言った。

「それはもう、なんと言うか、たいへんひどいありさまです」

　それを聞いて、五郎八はあわてた。

「私、湯ゆ船ぶねに入りませんから、服のままでは……」

「ダメです。裸はだかでお願いします。規則です」

　下足番はピシリと言う。

　しかし、五郎八が泣き出しそうな顔をすると、下足番は戸と棚だなを開け、大きなバスタオルを取り出した。

「では特別に、これを貸しましょう」

「……すみません」

　五郎八はか細い声で礼を言って、それを受け取った。

　ふいに、天てん井じようのベルが短く鳴った。下足番は、急いで上着を脱ぎ『北の湯』と書かれたハンテンを着て、奥へと駆かけてゆく。

　どうやらひとりで、両方の下足番をしているらしい。

　五郎八は裸になり、バスタオルをきつく、体に巻いた。そして懐かい中ちゆう電灯を手に、脱衣所のガラス戸を開ける。

　岩だらけの川べりのような場所だった。温泉が川のように流れ、所々で丸く溜たまっている。

　平たい石をタイルのように並べた小道が、湯の川にそって、奥へと延びていた。ゆるやかな登り坂である。

　懐中電灯をむけるが、湯ゆ煙けむりが霧きりのように漂ただよっており、先は見えない。

　五郎八は夢の中で、この景色を見たことを思いだした。

（正夢？　それとも白影さんが教えてくれたのかな？）

　しかし今は、それを考えている場合ではない。

「雨神せんぱーい！　どこですかーっ？」

　五郎八は丈斗の名を呼びながら、石の小道を歩みだす。




　　　　８




　思った以上に小道は長く、目指す『龍王の間』は遠かった。

　川べりを歩く五郎八に「女だ！」「人間がいるぞ！」「うまそうだ」と、声がとんで来る。

　川べりに溜まった湯ゆ壺つぼに、多くの妖怪たちがつかっていることを、五郎八はぼんやりとした気配で感じとっていた。

　しかし、ガマ男のように姿を見せ、ちょっかいをだす妖怪はない。

　やがて、大きな岩に阻はばまれて、ふいに道が途と切ぎれた。

　横の岩に、金属の扉とびらがはめ込まれており、『龍王の間』とプレートが貼はられている。しかし、その扉には人間社会でもよく使われる、もっとも簡単な結界の言葉が書かれていた。

　──『関係者以外、立ち入り禁止』──

　五郎八は少し迷ってから、その結界を無視して、扉を開ける。

　大きな露ろ天てん風呂が、霧に覆おおわれた小さな沼ぬまのように広がっていた。

「誰だれだ？」

「人か？」

　湯煙の奥から、ドラのようにふたつの声が響ひびいた。

「紅椿学園妖よう魔ま術じゆつクラブの寺流五郎八といいます。雨神先輩を返してください」

　鋭するどい殺気と共に、湯煙の中から五郎八へむかって白い矢が飛んで来た。

　とっさに、五郎八は結界を作るが、まるで意味をなさない。

　矢は結界を抜ぬけ、五郎八の目の前で停止した。

「それは、スサノのかんざしではないか？」

「なぜ、おまえが持っている？　スサノの使いなのか？」

　期待と怒いかりの入り交じった、震ふるえるような声だった。

「スサノさんが、お守りだと言って、私に貸してくれたんです」

　五郎八がそう答えると、矢が水に変わり、五郎八の足元へ落ちた。

「スサノが貸した？　おまえにか？」

「娘むすめ、ここへ来い」

　湯煙が左右に流れて薄うすれ、風呂ふろの中央に、平らな岩が置かれているのが見えた。

　湯船より少しだけ高いその岩の上に、ふたつの人ひと影かげが座っていた。小さなテーブルのような物を挟はさんで、向かい合っている。

　五郎八はバスタオルを押さえて、湯船に足を入れた。湯の深さは、膝ひざの少し上までしかない。

　ゆっくりと歩いて、五郎八は岩へ近づいた。

　岩の上に座っていたのは、眼鏡めがねをかけた背広姿のサラリーマン風の男と、サングラスにアロハシャツで短パン姿のヤクザ風の男である。将しよう棋ぎをさしている。

　サラリーマンの額には、赤く短いツノがひとつあり、ヤクザの額には、青く短いツノがひとつ生えていた。

　鬼おに系の妖よう怪かいである。

　サラリーマン風の赤鬼が、五郎八の髪かみに挿ささったかんざしに視線をむけ、微かすかに笑った。

「懐なつかしいな……」

「そうだな。そういう頃ころもあった……」

　とヤクザ風の青鬼も、サングラスを指で下げて笑う。

「ふたりで、スサノにあれを買ってやったのはいつの話だ？」
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「百二十年前の縁えん日にちだ」

「そうだったな。三人で人に化けて、三蔵村の夏祭りにまぎれたな」

「その三蔵村も、今はダムの底だ」

「赤い浴衣ゆかた姿、綺き麗れいだったな。あんなに綺麗だったのに、どうしてあんな婆ばばあになったんだ？　たったの百二十年だぞ？」

「スサノのことか？　しょうがない。俺たちを遠ざけるためだ」

「そんなに悪いことをしたのか？　どちらが本当に好きか、ひとりを選べと言っただけだぞ？」

「知らぬ。俺に聞くな。聞くならスサノに聞け」

　ピシリ、と駒こまが打たれ、会話が途切れた。ふたりは将棋盤ばんを睨にらんだまま動かない。

「あの……。雨神先せん輩ぱいを、返してもらえませんでしょうか？」

　五郎八がおずおずと尋たずねると、ふたりの鬼は将棋盤から目をあげずに答えた。

「騒さわぐな。我々は人間の指図は受けない」

「用が済めば、返してやる。黙だまってそこで待て。もうじき、この勝負がつく」

「もうじきもうじき、そう言いながら、この勝負、すでに百年ではないか」

「駒はそろった。もうじきだ。遅おそくとも、あと五十年でけりがつくはずだ」

　五郎八はあわてた。

「ちょっと待ってください。私、ここでこんな格好のまま、五十年も待つんですか？」

「嫌いやなら帰れ」

「そのかんざしに免めんじて、食わないでやる。さっさと帰れ」

「嫌です。雨神先輩を返してください！」

　五郎八は怒ど鳴なり、いかに雨神丈斗がクラブに、そして地球という星を守るために必要かを、説明しはじめた。

　しかし、ふたりの鬼はまるで関心を示さない。ベロルによって星間戦争が起こるかもしれない、と五郎八が言っても、ふたりは眉まゆひとつ動かさず、将棋盤を見つめている。

「教えてください。この将棋を続けることと、雨神先輩を返さないことが、どう関係しているんですか？」

　サラリーマン風の赤鬼が将棋盤を指さして答えた。

「これが、丈斗の駒。そしてそっちが遊天童子の駒だ」

　駒の表面に『丈斗』と文字が刻まれている。王将と歩の駒以外、すべてが妖よう怪かいたちの名前になっていた。

「モーギ、ミョウラの駒もなかなか使える」

「使えんのが、この、ぬらりのジジイの駒だ。この駒の力、まるでわからん」

「遊天の駒もダメだ。妖気が抜ぬけてゆく。あやつ、鳥居の外へ逃のがれたらしい」

　わけがわからず五郎八が、盤へ顔を近づけると、ふたりの鬼は自じ慢まんげに言った。

「今はすっかり廃すたれてしまったが、これが妖怪将棋だ」

「人間の将棋とは、使う駒がちがう。本物の妖怪たちの妖気を吸い取り、封ふうじ込めた駒だ。だから盤上で、本物さながらの活かつ躍やくをする」

「我々妖怪は人間とちがって、戦争はしない。それでもグループどうしでいざこざが起き、争うことがある。そんな時、この妖怪将棋で決着を付けるのだ。この将棋を使えば、敵味方とも血を流すことなく、実戦をしたのと同じ勝敗結果が得られる」

「つまりこの将棋は、強い妖怪を集めれば集めるほど、勝負が有利になる」

「北の湯から入った妖怪は俺の駒に、西の湯から入った妖怪はこいつの駒にできるルールだ」

　五郎八は呆あきれた。

「ゲームをするために、雨神先輩や遊天さんたちを捕つかまえて、妖力を奪うばったのですか？」

「奪ってはいない。ちょっと借りているだけのことだ」

「力ずくで無理矢理、奪ったわけでもない。寝ねている奴やつらの体から、そっと借りただけだ」

「妖怪仲間にも秘密にしてあるが、ここからわき出る源泉のひとつに、妖怪だけを酔よわす湯があるのだ」

「普ふ通つうの湯と混ぜて薄うすめることによって、妖怪たちの傷や疲つかれを癒いやすのに、絶大な効果がある。源泉のまま流すと、湯気を長く吸っただけで、妖怪は酔いつぶれる」

　五郎八は、遊天童子の渡わたした青い水が、妖怪専用の酔い止め薬だったことに気づいた。

「多少、騙だましたことになるが、そう怒おこるな。勝敗がつけば、駒に閉じ込めた妖気は本体へ帰る。それまで、のんびりとここの湯で、遊んでいればいい」

「嫌なら連れて帰ってもいいが、勝負が終わるまで、本体の妖力は百分の一になっているぞ」

「そんなんじゃベロルにやられちゃいます。地球がどうなってもいいんですか？　そんなにこの勝負が大事なんですか？」

「あたりまえだ！」

　ふたりは声を合わせて怒鳴り、頭上を指さした。

　黒雲を割って、巨きよ大だいな青白い火の玉が空からゆっくりと降りて来た。

「勝者は敗者を、あの炎ほのおで焼き殺すことができる。これは、命がけの勝負だ！」

「そうでなければ、百年も続けてはいない！」

「どうしてですか？　どうして殺し合うんですか？　昔は仲良しだったんじゃないんですか？　もしかしてこの勝負、スサノさんを取り合うために……」

　ふたりは顔を赤らめて、五郎八の言葉を否定する。

「バカを言うな！　あんな婆の為ためにどうして俺たちが……」

「まったくだ。俺たちが取り合っているのは、ここの湯の名前だ」

「北の湯、西の湯とそれぞれ名を分けているが、中は同じだ。いいかげん、名前をひとつにする必要がある」

「俺たちの妖力はまったく互ご角かくで、勝負がつかなかった。だからこの将棋だ。強い妖怪を多く客にした方が勝つ、知力戦だ」

「そして勝者の名が、この湯の名となる」

「それが、命をかけるほど重要なんですか？」

「妖怪にとって、ここはまぎれもなく名湯だ。付けた名は、俺たちが死んでも、永遠に残る」

「忘れさられることなく、永遠に刻まれるのだ。この重み、おまえにわかるか？」

　五郎八はかんざしを、髪かみから外してうなずいた。

「やっとわかりました。どうしてスサノさんが、ふたりを遠ざけたのか。名を残すことに命をかけるバカさ加減が嫌になったからです」

「なんだと！」

「食われたいのか、小こ娘むすめ！」

「でも、スサノさんはふたりのことを、本当に嫌きらってはいません。本当に嫌いになったなら、このかんざしを捨てたはずです。スサノさんは言いました。このかんざしが、一番の宝だって。

　お願いです。すぐにこの勝負をやめてください。昔のように、仲良くしてください。名を残すことより、三人で仲良く、また縁えん日にちに行くことの方が、私は、ずっとずっと、大切なことだと思います」

　ふたりの鬼おには、将しよう棋ぎ盤ばんを睨にらんだまましばらく沈ちん黙もくした。

　しかし──。

「この勝負、やめるわけにはいかん」

「あたりまえだ。たとえ、スサノの願いであろうと」

「もう百年も続けている勝負だ。もはや、名を残すことより、この勝負に決着をつけることのほうが、俺たちには重要だ」

「でも……」

「黙だまれ小娘！　それ以上、口を出すな！」

「本当に食い殺すぞ！」

「わかりました。もう何も言いません。でも、最後にひとつだけ教えてください。この勝負、どうなれば決着がつくんですか？」

　五郎八は将棋盤を覗のぞき込んでたずねた。

「将棋のルールも知らないのか？　敵の王将を先に取った方が勝ちだ」

「じゃあこの勝負、私の勝ちですね」

　そう言ってすばやく、五郎八はふたつの王将を左右の手でつかみ取り、将棋盤を湯船の中へひっくり返した。

　駒こまをまき散らし、将棋盤が流れてゆく。

「なっ……」

「きさま……」

　あまりの怒りにふたりの鬼は言葉を失った。

　ミミズのように太く浮うき上がった額の血管と、飛び出さんばかりに見開かれた両目が、ふたりの鬼にとって、生しよう涯がい最大の怒りであることを物語っている。

　ふたりは大きく息を吸い込むと、着ている服を引き裂さいて立ちあがった。

　筋肉がぼこぼこと音をあげて膨ふくれ、ツノと牙きばが皮ひ膚ふを割って大きく突つき出す。

「食ってやる！　残らず食ってやるぞ小娘！」

「半分にわけろ！　俺も食うぞ！」

　頭上の青白い炎が、剣けんと斧おのに変化し、それぞれの鬼の手に収まった。

　五郎八はかんざしをむけて言った。

「それじゃあ、このかんざしはどっちが食べるんですか？」

　ふたりは、返す言葉を見つけられないまま、手にした武器を振ふりあげる。

「申しあげます」

　と、下足番があらわれ、戸口でひざまずく。

「なんだ？」

「このたびの勝負、寺流五郎八様を勝者と認にん定ていします。よって、この温泉の名は五郎八温泉と命名されました」
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「バカな！」

「あんなものは無効だ！」

　下足番は巻紙をかざして言った。

「おふたりの決めたこのルールブックに、今回の状じよう況きようについて、なにも書かれていません」

「あたりまえだ！」

「ルールにない状況が発生した場合、その判断は、審しん判ぱんに任命した私の判断にゆだねると、第十一条に書かれています。よって、ルールどおりです」

「俺たちを裏切るのか下足番！」

「百数十年、私は下足番としておふたりに仕えてきましたが、もううんざりです。気に入らないのであれば、どうぞ、その娘むすめさんといっしょに食ってください。ですが、この事実だけはもう変わりません。あなた方は負けたのです。この温泉の名は五郎八温泉です」

「黙れ！　ふざけるな！　食ってやる！」

　赤鬼は怒いかり狂くるい、怒ど鳴なり散らすが、振りあげた刃はを降ろそうとはしない。

　青鬼は斧をしまい、その場に座り込んだ。

「もういい……。もう終わった」

「どうした？　食わぬのか？　これでいいのか？」

「腹立たしいが、もうどうしようもない。盤ばんは流れた。俺にはもう、最初からやり直す気力などない。おまえにはあるか？」

「……ない。だが、こいつらを食わねば気が収まらん。気が収まらんが、下足番が居ないのは困る……。娘を食うと……」

「今度こそ本気で、スサノが怒おこるぞ」

　赤鬼はうなずき、剣を投げて空に消した。

「消えろ小娘！」

「おまえの顔など見たくない！　行け！」

　赤鬼と青鬼は怒鳴りながらいつものように、向かい合って岩の上に腰こしをすえた。しかし、ふたりの前には、将棋盤はもうない。すがすがしいほど、なにもないのである。

　ふたりは視線をあわせると、照れ臭くさそうに小さく笑った。

「ありがとうございます」

　五郎八はふたりに一礼してから、下足番にたずねた。

「雨神先せん輩ぱいはどこですか？」

「皆みなさんと一いつ緒しよに、地下の大広間です。横の階段で降りてください」

「はい」




　──一方その頃ころ、丈斗は大広間でモーギたちと踊おどり狂っていた。妖よう怪かいを酔よわす温泉のせいである。

　文字通り湯水のごとく湯を吞のみ、完全に正気を失っていた。

　最初は湯気にやられたのだが、酔っぱらった裸はだかのミョウラに追いかけられ、つまずいて湯船の中へ転び、温泉を吞んでしまったのである。

　丈斗はぬらりひょんの指導を受け『やすきぶし』の伴ばん奏そうで『どじょうすくい』を踊っていた。最初は腰に一枚タオルを巻いていたが、どこで外れたのかも記き憶おくにない。

　すべての悩なやみを忘れ、ザルを片手に、ただただ幸せそうに踊り狂っている。親にも見せられない痴ち態たいであった。

　そこへ勢いよく襖ふすまを開け、五郎八が飛び込んで来た。

「雨神先輩、助けにキ……」

　───。




　五郎八のすさまじい悲鳴は、下のホテルでインターネットをしていたスサノの耳にも、しっかり届いたという。








　　◆　◆　◆




「嫌いやーっ！」

　部室でノートパソコンを叩たたいていた五郎八が、ふいに悲鳴をあげて立ちあがった。

　パソコンの画面と丈斗の顔へ交こう互ごに目をやり、熟うれた柿かきのように顔を赤らめ部室から飛び出してゆく。

「あれ？　もしかしてまた、怖こわい妖怪さんが出ちゃったかな？」

　そう言って隣となりのサヤが画面を覗のぞき込むが、そこには、ぬっぺっぽうの妖怪絵があるだけだった。

　いずれにしろ、五郎八が真実に気づいてしまったのは、あきらかである。

「あーあ、こうなったの、全部アマタケのせいだぞー！」

　丈斗は急いで、五郎八を追いかけた。

　廊ろう下かで口を押さえて茫ぼう然ぜんとしていた五郎八は、丈斗の姿を見てすばやく逃にげだした。

「おい、待てよ」

「嫌です」

「だからさー」

「来ないでください」

「あれは事故だったわけで……」

「嫌です」

「とにかく……」

「皆で騙だましてたんですね？」

「いや、別にそういうつもりじゃ……」

「もう、あんなパソコン嫌きらいです！」

「だから、待てって」

　部室内ウサ耳着用の会則はまだ生きていた。

　そのウサ耳を外し忘れた五郎八を、やはり外し忘れている丈斗が必死に追いかけてゆく。

　当然のごとく翌日には、変態ウサ耳クラブの噂うわさが校内に広まった。









　第４話　殺し屋と月見うどん
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　丈斗が近づくと、男は背をむけたままたずねた。

「雨神さんですか？」

　公園の公衆トイレの横にある手洗いである。男は勢いよく水を左右に飛ばしながら、しきりに手を洗っている。両方の腕うでにいくつもつけられた銀のブレスレットが、じゃらじゃらと鳴っていた。

　丈斗は立ち止まり、なにも答えず男の背を見つめた。

　雪が降り出しそうなほど寒い冬の午後だというのに、男は赤い長なが袖そでのネルシャツに黒いスラックスだけの薄うす着ぎである。

「私、メラ星から来た、殺し屋なんですよ」

　男は手を洗い続けながら、エノク語で言う。のんびりとした口調だった。

「ベロルに頼たのまれたのか？」

　丈斗もエノク語で、男の背にたずねた。

「そうです。雨神さんを殺すよう、依い頼らいされました」

　しかし、その背にはまったく殺気がなかった。そして、殺してくださいと言わんばかりに、無防備である。

（これは罠わなか？）

　丈斗はあたりの気配を探さぐった。しかし、敵がどこかに潜ひそんでいるような妖よう気きは感じられない。

　男は両手を鼻に近づけ、

「でもまだ、正式には引き受けてないんです」

　言って、また手を洗いはじめる。

　丈斗はゆっくりと、右手を男の背へむけてみた。

　軽くならば、体内のエレメントをかき集めて撃うつことができる。そんな一発でも、直ちよく撃げきすれば大きなダメージを与あたえることが可能だ。

（直撃すればどうにかなる……。けれど結界を張って、跳はね返すかもしれない）

　男が殺気をむけて来ないため、どれほどの妖力があるのか計りしれない。

　そういう丈斗も殺気をむけていなかった。自分の妖力を知られたくない。──それもあるが、撃つ素そ振ぶりを見せるだけで、仲間がいるなら動きがあるはず、と思ったからである。

　けれど男にも、まわりにも、変化はなかった。

「いやー、参りましたよ」

　男は手を洗いつづけながら言った。

「地球には手を洗うのに、石せつ鹼けんという物がある。おもしろがって使ってみたんですが……。確かに汚よごれは落ちるようです。でも……」

　両手を鼻に近づけ、首をひねり、また流水で手をしごきはじめる。

「どうにも、この変な匂においが取れなくて、困りました」

「俺を殺しに来たんじゃないのか？」

　丈斗が鋭するどくたずねると、男は水道の水を止め、濡ぬれた手をシャツの胸になすりつけて拭ふき取った。

「その前にまず、あなたと友達になりたいと思います」

　男がふりむいた。

　奇き抜ばつな髪かみ型がたをした男だった。右側半分の髪を長く前へ垂らし、左側半分は頭の上の方まで剃そりこんでいる。そして、まるで模様のあるリボンを顔に貼り付けているように、一本の太い刺青いれずみが、剃った頭の上から、左目を抜ぬけて顎あごの下まで伸のびていた。それらを除けば、丸みのある日本人男性の顔である。

　殺し屋とは思えない穏おだやかな笑え顔がおをむけて、男は言った。

「私、名前はルヨンです。雨神さんと同じ半妖よう怪かいで、そして殺し屋です」

　ルヨンはまったく、むけられた丈斗の右みぎ腕うでを気に止めていない。

（俺のエレメントを跳ね返す自信があるからなのか？　それとも、ただのはったりか？）

　丈斗は右腕を構えたままたずねた。

「友達になりたいって、どういうことだ？」

「言葉どおりの意味です」

「それから殺すのか？」

「そうなると思います」

　ルヨンはズボンのポケットから、いくつもの指輪を取り出し、模様を見ながら指にはめてゆく。

　丈斗はそのまま、ルヨンが語りだすのを待った。

　しかしルヨンは、指輪をはめるのに没ぼつ頭とうし、なにも話そうとしない。ひとつの指に三つずつ、宝石のついていない指輪がはめられてゆく。

「ふざけてるのか？」

「私がですか？　なぜです？」

　と、たずね返すルヨンは、顔もあげない。
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「殺し屋って、闇やみ討うちするのが普ふ通つうじゃないのか？　それが殺す相手と友達になりたいって、変じゃないのか？」

「そうですか？　変ですか？　私はいつも、こうしてるんですよ。まず友達になり、そして殺すんです。友達になると、力とか弱点とか、その人のすべてがよくわかるんですよ」

　丈斗が撃とうとすると、それを制止するかのようにルヨンが、そっと笑顔をあげた。

「でもまだ、雨神さんを殺すと決めたわけじゃありませんよ。さっきも言ったように、ベロルの依頼を、正式に引き受けていないんですから」

「今のところは、殺さない？」

「今、雨神さんを殺しても、まったくお金になりません」

「場合によっては、依頼されても殺さないことがあるのか？」

「ええ、希まれにあります。その方たちとは、今でも友達です。それに私、ガーレイン殺しには、なりたくないと思っているんです」

「ガーレイン？」

　丈斗は右手を降ろした。

「これは失礼。メラ星の歴史上の人物です。歩きながら話しませんか？　ここはちょっと臭においます」

　指輪をすべての指にはめ終えたルヨンが、のんびりと歩きだす。公園の広場を抜けて、通りへ出るつもりらしい。

　公園の広場は、白い霧きりに覆おおわれていた。五メートル先までしか見えない濃のう霧むである。

　霧は夜明けと共に空から降りて来て、丈斗の住む紅べに椿つばきニュータウンを包み込んだのだ。

　時刻はすでに九時を過ぎているが、晴れる気配はない。休日の朝であるため、人々も外出を控ひかえ、街全体が夜明けを待っているかのようにひっそりとしていた。

　ルヨンは自分の進むべき方角がわかっているらしく、迷うことなく霧の中を進んでゆく。

　丈斗も黙だまって、ルヨンの背に従った。

「この霧はおまえが作ったのか？」

　霧に微かすかな妖気を丈斗は感じていた。

「ルヨンです。親しみをこめて、ルヨでもいいですよ。雨神さん」

「この霧を作ったのは、ルヨンなのか？」

「ええ、そうですよ」

　ふいに、霧の中から鬼おにの死し骸がいがあらわれた。馬うま鬼おにの一種である。後頭部を一いち撃げきで割られ、死んでいる。

　まるでその死骸が見えていないかのように、ルヨンは気にとめずに歩いてゆく。

　丈斗は霧の中へ軽くエレメントを放ち、風をおこしてみた。うずを巻きながら飛んだ風玉が、霧を裂さいて視界を広げる。

　見えたのは妖怪たちの死骸だった。

　ぽつりぽつりと、公園の広場にカラス天てん狗ぐや岩ムカデ、首切り入道など、妖力の強い妖よう怪かいたちが、傷の少ない綺き麗れいな姿で死んでいた。

　霧がすぐ、その光景を覆い隠かくす。

「これもおまえの……、ルヨンの仕し業わざなのか？」

「ええ、そうです。戦う気はなかったのですが……。問答無用で襲おそわれては、ああするしかありませんでした。そう思いませんか雨神さん？」

「こんな霧を作るからだ。誰だれだって、敵対視する」

「でも、雨神さんは撃うちませんでしたよ。きちんと、私の話を聞こうとしている」

「それは……」

　丈斗自身にもよくわからない。なぜ撃たないのか？

　今でも、その背を撃つことはたやすい。その無防備さが、丈斗の警けい戒かい心をつのらせ、行動に移すことをためらわせている。

　しかし、そればかりではない。

　正直なところ、丈斗は無む抵てい抗こうの者を撃ちたくなかった。それが、甘い考えであることは、わかっている。ベロルに金で雇やとわれようとしている殺し屋に、そんな感情は必要ない。

　だが……。

　丈斗はタイミングを逸いつしたまま、ルヨンの背を追って歩く。

　公園の広場を抜ぬけて道へ出ると、ルヨンは電柱の下に止めてある丈斗の自転車に目をやって言った。

「おや、夏芽さんは遊天さんが連れて帰ったようですね？」

「知ってるのか？」

「ええ、見ていましたよ。夏芽さんを荷台に乗せて、夏芽さんの家に行かれたのを」

　丈斗の中で小さな怒いかりが爆ばく発はつした。

　夏芽のことだけは、ベロルには知られたくない。彼女を危険にさらしたくない。なんとしてでも、守らなくてはならない。

　いたたまれないような思いで、丈斗はもう一度、ルヨンに右みぎ腕うでをむけた。

「私を殺しても、夏芽さんが雨神さんの弱点であることには変わりありませんよ。そして、ベロルもそのことを知っています。とりあえず歩きましょう。あわてることはありません。まだ時間があるのですから」

　笑え顔がおでそう言って、ルヨンが歩きだす。

「ぜんぜん、気づかなかった……」

「霧のせいです。それに、ちらりと見ただけですから。夏芽さんは、雨神さんになんと言いました？」

　丈斗は答えず、ルヨンの後を追って歩を進める。

「答えたくありませんか？　無理には聞きませんよ。それが友達の礼れい儀ぎですからね」
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　自分の家が見たいと夏芽が言いだしたのは、明け方近くだった。そんなふうに夏芽がはっきりと意志表示をしたのは、妖怪化してから初めてのことである。丈斗は夜明けを待たずに、夏芽を自転車の荷台に乗せて、彼女の家へとむかった。

　秋頃ごろから夏芽は、知能も姿も人間だった頃と同じにまで、戻もどっていた。しかし、丈斗の問いにうなずく以外の返事をせず、ただ窓から空ばかりを眺ながめる毎日を過ごしていた。

　それが二週間ほど前から、妹の妙たえ子こと『あやとり』や『しりとり』などをして遊ぶようになっていた。ちょうど、雨神家の転居が、ふいに決まってからである。

　行き先は岡おか山やまの新しん倉くら敷しき。

　父が今の会社を辞め、知人の誘さそいで岡山の会社へ勤めることになるかもしれないことは、丈斗もだいぶ前から聞いていた。それが十二月はじめになって、慌あわただしく二十一日の土曜に引ひっ越こしすることが決定したのである。

　丈斗は夏芽のことを考え、学校の授業を理由に、家に残ることを両親につげた。

　しかし、冬休みが終われば、三年生の丈斗には授業がなく、数日の登校日と卒業式があるだけである。

「担任の先生も卒業式だけ出ればいいって言ってくれてるんだから、とりあえず倉敷の新しい家で新年を迎むかえようよ」

　母親のその言葉にうなずきながら、丈斗は両親の記き憶おくの中から自分の存在を消し、夏芽と共に家に残ることを決意した。

　いずれはそうしようと考えていたことである。卒業後は霧山遊子の仕事を手伝い、メラ星と地球を往復することになっている。両親には説明しても理解される仕事ではない。

　そして、いつベロルに暗殺されてしまうかわからない身でもある。記憶になければ、両親がその死を悲しむことはない。

　妖怪化の進んでいる丈斗にとってはむしろ、霞かすんでゆこうとする自分の存在を両親にわからせておく方が、力を使う状態になっていた。

　昨日の昼、引っ越し業者のトラックが家の前に来ると同時に、丈斗は抑おさえていた妖怪化の力を解き放ち、自分の存在を消した。

　妖怪化した妙子や夏芽と同じように、もはや誰にも、丈斗の存在は認にん識しきできない。

　作業服姿の男たちが、手て際ぎわよくダンボールや家財道具をトラックへ積み込んでゆく。けれど、丈斗の部屋の荷物には誰も手をつけようとしない。

　妖怪化した本人同様、本人が存在していたことを示すような私物も、人々の目には見えないのである。厳密には見えているが、存在を認識できないのだ。

　それは、目の前にありながら『そこには無い』という強い思い込みによって、いつまでも探し物が見つからない。そんな状態に似ている。

　しかし──。

　母親がふいに、丈斗の名を呼ぼうとした。

「丈……」

　壁かべの上の方に下がった時計を取ろうとして、手が届かず、無意識に丈斗を呼ぼうとしたのである。

　言葉は続かなかった。母親は眉まゆをひそめ、自分がいったい誰だれを呼ぼうとしたのか、考え込む。

　頭の中の記憶は消せても、心の中に染しみついた記憶までは、誰にも消すことができない。

　丈斗は時計をはずし、母親の手に渡わたした。

　ぼんやりとしたまま時計を受け取った母親は、

「あら、私、なにをするんだったかしら……」

　と、慌ただしく去ってゆく。

　走り出したトラックを見送ってから、両親は旅りよ行こう鞄かばんを手に、玄げん関かんへ立った。

「思ったより遅おそくなったなー。夕飯は新幹線の中でいいな」

　言いながら父親が、いつものように靴くつベラを取ろうと手を伸のばす。しかし、そこにはなにもない。靴ベラを吊つるしていた下げ駄た箱も、今はトラックの中である。

「あら、靴ベラ、残しておいた方がよかった？」

「いいよ、靴ベラ持って電車に乗るのは変だろ」

　プリペイドカードを靴ベラ代わりにして、父親がよそ行きの革かわ靴ぐつを履はく。

「でも、これ持って乗るんだから同じよ」

　手て提さげ袋ぶくろから、積み忘れた洗せん濯たくハンガーや暖の簾れんなどがはみ出ている。

「なんだよこんなの、捨てちまえよ」

「どうしてよ。まだまだ使えるのに、もったいないでしょ」

　母親もめったに履くことのない、薄うす桃もも色いろのローヒールに足を入れる。

「お兄ちゃんは行かないの？」

　妙子が丈斗の手を握にぎって見あげた。

「うん。こっちでまだ、することがあるんだ」

「お姉ちゃんも？」

「うん……」

「じゃあ、妙子も残る」

「そんなことしたら、父さんや母さんがさみしがる。俺もすぐに行くから、妙子は父さんと母さんの側そばに居てくれ。いいな？」

　妙子が不満気に、小さくうなずく。

　丈斗は膝ひざを落として、いつまでも成長することのない妹の体をそっと抱だき締しめてから、両親の方へ押し出した。

　妙子が走り出て、父親の手を握る。父親も意識しないまま、妙子の手を握り返した。

「忘れ物はないか？」

「たぶん……」

「なんだよ。だいじょうぶか？」

　言いながら、三人の姿が玄関のむこうへ消える。鍵かぎをかける音が、物悲しく響ひびいた。

　ガランとした居間に丈斗が戻もどると、すぐにドアの鍵が開き、母親が戻って来た。

　母親はけわしい表情で、居間の中を歩きまわる。

「あら、どこだったかしら……」

「どうだ？　忘れ物、あったか？」

　玄関で父親の声がする。

「それが思い出せないのよ。なにかすごく、大切な物、忘れてる気がするんだけど……、どうしても思い出せないのよ」

　言いながら、母親がぐるぐると丈斗のまわりを歩む。

「とても大切な物なのに……」

「ごめんよ。……母さん」

　両親に対し、とても残ざん酷こくなことをしているのだ、ということに丈斗はやっと気づいた。

「ベロルのことが片付いたら、行くから。きっと行くから。それまで……」

　聞こえていないと知りながらも、丈斗はそう母親に弁明せずにはいられなかった。

「ベロルのことが片付いたなら……」

　だが本当に、そんな日が来るのかどうか、丈斗にもわからない。けれど、そうしたい。そうしなくてはいけない。

　丈斗は強くそう思い、誓ちかうように言った。

「母さん、俺、絶対に帰るから。母さんのところに。きっと必ず」

「おい、いいかげんにしろよ。なにか残ってたら、管理人さんに送ってもらえばいいだろ？」

　父親の声が玄関から響いた。

「……そうよね」

　納なつ得とくできない表情のまま、母親が出てゆく。玄関に脱ぬいであった丈斗の靴を意識せずに直し、母親が家から出てゆく。

　丈斗はしずかに、ため息をひとつこぼした。

　日が暮れて、夕飯をどうするかと考えはじめた時分、唐から草くさ模様の風呂ふろ敷しきを背負ったモーギとミョウラが丈斗の部屋の前に立った。

「一応、挨あい拶さつに来たぞ丈斗。俺様は出てゆく」

「元気でねタケちゃん」

「なんだよ。おまえたちも出てゆくのか？　もしかして、飯を作る母さんが居ないからなのか？」

「そんなんじゃない。おまえは無用な妖よう怪かい狩がりをしなくなった。よって俺様の目付としての役目も終わったのだ。だから出てゆく」

　言われて、そんな建前がモーギにあったことを丈斗は思いだした。

「なんだよ今さら。只ただめし食って、ゲームするのが目的だったくせに」

「失敬なことを言うな！　これでも俺様には、やらなくてはならないことがあるのだ」

　とモーギが胸を張り、横でミョウラが寂さびしげに言った。

「私たちも、いつまでもゲームばかりしてるわけにも、いかないのよね」

「やることって、なんだよ？」

「おまえには関係のないことだ。ひとにはそれぞれ、やるべきことがある。やるべき時期にやるべきことをやる。ただそれだけのことだ」

「本当に好きなことを、好きなようにやるだけのことなんだけどさ。でもなかなか、それも大変なことなのよね」

「家族が越こして寂しいのはわかるが、引き止めても無む駄だだぞ丈斗」

「べつに引き止めねえよ」

「餞せん別べつもいらんぞ」

「やらねえよ。って、ちょっと待て！　その背中に背負ってるのは、俺のプレステ２じゃねえのかよ？」

　盛りあがったコントローラーの形でわかる。

「むむ、なかなか勘かんが鋭するどくなったな丈斗。誉ほめてやる」

「うれしくねえよ。返せよ」

「まあいいではないか。どうせこの家にはもうテレビが無いのだから」

「モーギだってテレビ持ってないだろ？」

「バカ言うな！　今どきテレビくらい常識だ。ほら、これを見ろ」

　ベルトのホルダーから真新しい携けい帯たい電話を取り出し、モーギは丈斗に見せびらかした。

「どうだ？　動画も送れる最新型だぞ。たまには、おまえのしょぼくれた顔をメールしろ。おっと、丈斗のはまだ、画像が送れない機種だったな。これは失敬」

「大きなお世話だ！」

「というわけで、このゲーム機とすべてのソフトは俺様が預かっておくことに決めた」

「どういう論法だよ。勝手に決めるなよ」

「では行く。遊天によろしく言っておいてくれ」

「おい！」

　モーギは耳を貸さず、そそくさと丈斗に背をむけ、階段を降りてゆく。

「タケちゃん、またね。おじゃま様」

　笑顔で手を振ふって、ミョウラも去ってゆく。

「ああ、本当にものすごくおじゃま様だったよ」

　階段を降りてゆくふたりの足音にむかって、丈斗はそうつぶやいた。

「ひとつ、夏芽に言い忘れた！」

　階下でモーギが怒ど鳴なる。

「夏芽！　おまえがそこで、ずっとそうしていたいなら、それが苦しくないのなら、それもいいだろう。だが、おまえはもう半分妖よう怪かいだ。人間の論理に流されるな。俺様のように本当に好きなことだけを、好きなようにやれ！」
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　初めてのふたりだけの夜だった。丈斗は寝ね付つかれず、なんどもベッドの横でうずくまっている夏芽へ視線をむけた。

　夏芽も眠ねむれないらしく、壁かべをぼんやりと見つめている。

「家に行ってみたい……」

　夜が明ける前だった。夏芽がふいにそうつぶやいたのである。

「家？　自分の家か？」

　夏芽がうなずいた。

「行きたいのか？」

　うなずく。

　夜明けを待たず、丈斗は夏芽を自転車の荷台に乗せ、冷えきった夜の街に走り出た。

　これでもう、夏芽とはいっしょには暮らせなくなるかもしれない。丈斗はそう思いながら、自転車を走らせた。

　夏芽が両親の側そばに居たいと言い出したなら、それを止める権利は丈斗にはない。苦労して妖よう魂だまを集め、夏芽を今の状態にまで戻もどしたとはいえ、しょせんは丈斗が勝手にしたことである。誰だれも、夏芽を束そく縛ばくすることはできない。

　あたりが明るくなりはじめると、空から徐じよ々じよに巨きよ大だいな白い雲が降りて来て、街を包みこんだ。

　霧きりに微かすかな妖よう気きを感じたが、丈斗は気にしなかった。妖怪たちの作る雷かみなりや突とつ風ぷう、にわか雨には妖気が含ふくまれるものである。悪意や殺気が含まれていない妖気を、いちいち警けい戒かいする必要はない。

（こんなでかい霧、どこの誰が作ってるんだろう？）

　と思っただけである。

　夏芽の家に着いた頃ころにはすっかり、門から家の建物がよく見えないほど、濃こい霧にあたりが包まれていた。

　濃のう霧むは音を遮しや断だんする。さきほどまで聞こえていた鳥の鳴き声や、木々のざわめきさえも遮さえぎられ、死後の世界にいるような感覚に丈斗は襲おそわれた。

　鉄の門は錠じようのついた太い鎖くさりで閉ざされ、買い手を求める不動産屋の看板がぶら下がっていた。

　庭に生えた背の高い雑草が、夏芽の家族が越こしてから、月日がだいぶ経過していることを物語っている。

「この不動産屋に聞けば、どこに越したかすぐわかるさ」

　丈斗はそう言いながら家にむけて右手をかざし、妖力で小さな風を起こした。風が霧を左右に払はらい、建物が姿をあらわす。

　二階建ての大きな家だった。西洋風の大きな玄げん関かんが建物の端はしの方に見える。

　その玄関の横が、普ふ通つうの家と少し変わっていた。高さのない灯台を思わせるような筒つつ型の部屋が張りだしている。その二階の窓からラセン階段の一部が見え、そこが階段ホールになっているのがわかった。

　霧がすべてを、ゆっくりと覆おおい隠かくす。

　夏芽が家を指さしてつぶやいた。

「中に……」

「入るのか？」

　表情を強こわばらせたまま、夏芽は決意したようにゆっくりとうなずく。

　家は、夏芽が姉を事故死させてしまった場所でもある。家族が居ないとわかったのだから、無理に入る必要はない。丈斗はそう思った。

　けれど、訴うつたえるような目で夏芽に見つめられ、丈斗はそれを拒こばむ言葉が出なかった。

　夏芽を抱かかえあげ、丈斗は軽々と門を飛び越える。

　抱えたまま玄関のドアへ近づくと、夏芽の指が植物の蔓つるのように細く長く伸のびた。ドアの下の隙すき間まから中へ入り、内側から鍵かぎを外す。

　夏芽を降ろしてドアを開けると、嫌いやな臭においがした。妖よう魔またちの臭いである。それほど強い妖力は持っていないが、数が多い。

　吹ふき抜ぬけの広い玄関ホールに足を踏ふみ入れると、妖魔たちは丈斗を恐おそれて柱の陰かげやドアの隙間へと逃にげ込んでゆく。

　空き家になって棲すみついたのか、もともと居たものなのか、丈斗にもわからない。

　いずれにしろ、こんなに妖魔たちが棲みついていては、見に来た客たちは意味もなく嫌な印象を受けて帰ってゆくだろう。当然のごとく、家は売れない。

　玄関ホールの横に、ゆるやかにカーブしたラセン階段が二階の廊ろう下かへと延びている。その階段の下を指さして、夏芽が言った。

「床ゆかにある、あの黒い染しみ……。姉さんの血の痕あと……」

　しかし丈斗には黒い染みなど、どこにも見えない。

「くだらないこと言うんじゃないよ！」

　吹き抜けの天てん井じようの上から、甲かん高だかい老ろう婆ばの声が聞こえた。見あげると、モンペ姿の老婆が、ヤモリのように天井へ貼はり付いていた。

「染みなんか、どこにもないよ！」

　胴どう体たいが水みず飴あめのように長く伸びて垂れ下がり、老婆の上半身だけが床へ届く。

　老婆は丸く目を見開いて床を睨にらみつけ、長く分厚い舌でなめあげる。

「こうやって毎日なめてるんだから、染みなんてどこにもないよ！」

「でも血の痕が……」

　夏芽が床を指さす。

　老婆は夏芽を睨んで言った。

「血？　いったい誰の血だい？」

「私が殺した姉さんの……」

「あんたが殺しただって？　階段から突つき落とされたくらいで、もののけが死ぬのかい？」

「ちがう。私が殺したから、姉さんは妖よう怪かいに……」

「妖怪になって、ずっとここで死んだふりをしていたわけかい？　なんのために？」

「………」

「そうしたかったからだよ。あんたの姉さんは、ここでそうしたかったから、そうしていただけのことだよ。植物になったあんたと同じさ」

「ちがう……」

「なにもちがわないよ！　染みがあるのは、この床じゃなくて、あんたの心の中だよ。自分でなめるんだね。ゲンゾウさんに頼たのまれたけど、あたしゃもう面めん倒どうみきれないよ」

　すばやく、老婆の上半身が天井へと戻もどってゆく。

「待ってくれよ。家族の引っ越し先を知ってるなら教えてくれないか？」

　丈斗がたずねると、老婆は不満気に答えた。

「知ってたって教えてやるもんか。半妖怪化した娘むすめが会いに来たら、ゲンゾウさんの息子むすこ夫婦が迷めい惑わくするよ」

「この家に棲みついてる妖魔を追い払ってやるから、教えてくれないか？」

「余計なことするんじゃないよ。こいつらは、あたしが頼んで居てもらっているんだから」

　天井を這はい進んで、老婆の姿が天窓のむこうへと消える。

　夏芽がうつむいたまま、丈斗の腕うでをつかんで小さくゆすった。

「もういいよ……」

　丈斗はうなずくと、夏芽を抱だきあげて家を出た。

　門を飛び越えて自転車に近づくと、建物の屋根の方から丸めた紙が投げられ、丈斗の肩かたに当たった。荷台に夏芽を座らせてから、足元に落ちた紙を拾いあげ、広げる。紙には見知らぬ住所だけが書かれていた。

　おそらく、家族の転居先である。

　丈斗は思った。あの老婆は夏芽が来るのを、ずっと待っていたのかもしれない。だから妖魔を使って、家が売れるのを邪じや魔ましていたのだ、と──。

　紙を渡わたすと、夏芽は暗記するかのように、何度もその住所を読み返してから、小さく畳たたんでにぎり締しめた。

　ふたりを乗せた自転車が、霧きりの中を走りだす。

「ごめんね。丈斗くん……。せっかく私を、もとに戻してくれたのに、私……、丈斗くんのこと、今は……」

「俺がそうしたくて勝手にしたことだ。別に……」

「でも……」

「好きにすればいいんだ。モーギが言ったように俺たちはもう人間じゃない。妖怪だ。好きなように、自由に生きればいいんだ」

「……ごめんね」

「謝るなよ。まるでふられたみたいで、かっこ悪いじゃないかよ。俺はべつに、プロポーズしてないぞ。そうだろ？」

「じゃあ、ありがとう。私、この住所に行ってみる」

「……送ってゆくよ」

　夏芽は丈斗の背に顔をうずめ、小さく首を横にふった。

「私、もうひとりで歩けるよ。だから、ひとりで歩いてゆくよ」

「遠いぞ」

「そうしたいから。そうしなくちゃいけないから。そうするって決めたから」

　丈斗は無む性しように夏芽を強く抱き締めたい想おもいにかられた。抱き締めて、いつまでも俺の側そばにいろ！　そう叫さけびたかった。

　けれど、それはできない。

　丈斗はそっとため息をこぼし、つぶやいた。

「観覧車、また、だいぶ先のことになりそうだな」

「えっ？　なんて言ったの？」

「なんでもないさ。霧が濃こくて、前がぜんぜんよく見えないんだ。この道、あってるかな？」

「だいじょうぶ？」

「まあいいさ。行けばわかるさ。迷ったら、引き返せばいいだけだ」

　まぶしいほど、あたりは白く明るいというのに、道の先がまるで見えない。それでも丈斗は前を警けい戒かいしながら、ゆっくりと進んでゆく。

　ふいに妖よう気きを感じた。少しぴりぴりとした、遊天童子の妖気である。道の前方に立っているらしい。

　百メートルほど進むと、電柱に寄りかかって腕うで組ぐみをしている遊天童子の姿が、霧の中からあらわれた。

「どうしたんだ遊天？」

「気づいてないのか丈斗？」

　険しい表情で道の反対側を指さす。左手とは若じやつ干かん色のちがう、細い右手である。

　それは、遊天童子のために霧山遊子がメラ星から送って来た、人工エレメントの右腕だった。

　──『少し早いけど、クリスマスプレゼント。タケちゃんの相棒の遊天童子さんへ』──

　というメッセージカードに、遊天童子は、

「俺は丈斗の相棒なんかじゃないぞ。こんなものを受け取るいわれもない」

　ごねて、最初はその右腕をつけようとはしなかった。

　頼たのむからつけてくれ、と丈斗が拝おがみ倒たおし、やっと「そこまで言うなら仕方ない。つけてやる」と了りよう承しようした。

　つけてからも「無いよりはましだが、これじゃ箸はしも握にぎれない。馴な染じむより先に、新しい手が生えるぞ。まったく、ありがた迷めい惑わくだ」と、不満ばかり言っていた。

　すべて、霧山に恩義を感じたくないというポーズである。

　丈斗にはなんとなく、遊天童子のその気持ちが理解できた。

　妖力の強い妖よう怪かいほど、人に使われることを嫌きらい、屈くつ辱じよく的と感じている。遊天童子は腕の見返りとして、いざと言うとき霧山の手先として使われてしまうことを警戒しているのだ。

　それでも、受け取った右腕は、遊天童子の体にしっかりと馴染んで来ている。突つき出した遊天童子の指を見つめ、丈斗はそう感じた。

「どこを見てるんだ丈斗？　むこうだ。公園の広場のむこうだ」

　言われて顔をむけ、丈斗も感じた。

　異質な妖気を──。

「ベロルなのか？」

　しかし殺気はない。

「少なくとも、メラ星から来た半妖怪だ」

　丈斗はうなずいて自転車から降りた。

「夏芽、とりあえず遊天といっしょに家に戻もどっていてくれないか？」

　不安に顔をくもらせ、夏芽が丈斗の手をつかむ。

「丈斗くん……」

「心配ないよ」

　そう微笑ほほえんでから、丈斗は遊天に頼んだ。

「悪いけど遊天、夏芽を頼む」

　けれど遊天童子は、不満気に丈斗を見つめたままなにも応えない。

　丈斗は仕方なく、指でＶサインを作り、遊天童子に言った。

「金きん時とき屋やの特大おはぎ二個で、どうだ？」

「了解した！」




　　　　４




　ベロルに依い頼らいされた殺し屋だと自分で名乗ったのにもかかわらず、丈斗はルヨンを撃うつことができず、霧きりの中をふたりで歩いている。

（俺、いったいなにやってるんだろ？）

　タイミングをはずされたまま行動を起こせない自分が、丈斗は歯がゆかった。

　ルヨンは、歩きながら話しませんか、と自分で言ったにもかかわらず、ただ黙だまって霧にかすむ歩道を足早に進んでゆく。

「どうして黙ってるんだ？　俺に話があるんじゃないのか？」

　しびれをきらして、丈斗が背後から声をかけると、ルヨンは歩調をゆるめた。

「ああ、すみません。友達とのコミュニケーションというのが、苦手でして。えーと、こういう場合は、どんな話をすればいいんでしょうか？」

「ふざけてるのか？」

「私は、まじめですよ。他人をからかうことも、他人にからかわれることも嫌いです」

　そのまま、また会話がとぎれ、しだいにルヨンの足が早くなってゆく。まるで、丈斗を無視しているかのように。

「どうして、殺し屋になったんだ？」

　丈斗は試ためしに、そうたずねてみた。

　ルヨンは立ち止まり、丈斗へ振ふりむいた。

「どうか、私の横を歩いてもらえませんか？　この地球でも、友達は普ふ通つう、そうしますよね？」

　警戒しながら丈斗が横に行くと、ルヨンはうれしそうにうなずき、歩きだした。

「両親が早く死んでしまったので、私は、父の友達のボスという人物に引き取られて、育てられたんです。ボスはとても優やさしい人物で、私の他ほかにもたくさんの子供を引き取って面めん倒どうをみていました。私の最初の友達であり、殺し屋のノウハウを教えてくれた先生のひとりでもあります」

「殺し屋として育てられたのか？」

「いいえちがいますよ。他の子供たちと同じように妖よう魔ま術じゆつ士しとして育てられたのです。ボスは子供たちを、戦せん闘とう系の人工エレメ精霊ンタルを操あやつる妖魔術士に育て、企き業ぎように売るのが仕事なのです」

「つまり子供を売って、もうけてたわけだな？」

「それはそうですが、そう悪く言わないでください。売られた子供たちは、企業のシークレットサービスとして働き、裕ゆう福ふくな暮らしをしているのです。だから子供たちは皆みな、今でもボスに感謝していますよ。ただ、正式に登録されていない妖魔術士ですので、場合によっては非合法な仕事をすることもあります。けれど、そのくらいは、たいしたことではありません。本来ならば、身元のはっきりした子供だけが、高い入学金を払はらい、難しい卒業試験に合格して、やっとなれる職業なのですから」

　ルヨンはそこで言葉を切り、なにかを考え込んでしまったように、ただ黙もく々もくと歩く。

「それで？　それでどうして殺し屋になったんだ？」

「ああ、すみません。少し、昔のことを思いだしていました。えーと、そういうわけで、子供たちは一定の力をつけると、企業に売られてボスのもとから出てゆくのです。けれど、私だけはちがいました。私は、もの覚えの悪い子供でして、いつまでたっても仕事ができず、私を欲しがる企業もなかったのです。十歳の子でさえ数ヶ月で簡単な人工エレメ精霊ンタルを作れて、操れるようになるのに、私は二十歳はたち過ぎても、まったくと言っていいほど、エレメンタルが作れなかったのです。それでもボスは、私に優しくしてくれました」

　前方の霧の中から、コート姿の婦人があらわれ、不安な表情で通りすぎてゆく。

　ふいに、ルヨンが怒ど鳴なるように声を張りあげた。

「こんなふうな霧の日でした」

　婦人がびくりと、肩かたを震ふるわせた。半妖よう怪かい化しているふたりの姿も声も、常人には認にん識しきできない。けれど婦人は、かすかな妖気を感じとったのである。

「私は、ボスを殺しました」

　話が飛ひ躍やくした。けれどそのまま、ルヨンが沈ちん黙もくしそうになったので、丈斗「なぜ？」とたずねる。

「ボスが私に頼たのんだんです。仕事で大変まずいミスをしたと。それで、ボスの代わりに死んでくれと、頼まれたんです。私は嫌いやだと言いました。ボスは私に言いました。死ぬのが嫌なら、俺のエレメンタルを倒たおして、俺を殺せ。そう言いました。

　ボスは、私が半妖怪化していることを知っていました。けれど、そうたいした妖力を持ってないと、思っていたのです。私自身も、そうでした。自分の本当の力を、まったく理解していなかったのです。ボスが裏の世界では最強だと自じ慢まんしていたボスのエレメンタルを、私はエレメントの一いち撃げきで倒しました。そのエレメントの一撃は、とても勢いが強く、そのままボスの体までも、半分に切断してしまったのです。

　ボスは私に言いました。俺を殺して、ゴメスという男をたずねろ。そして殺し屋になれ、と。私は嫌だと言いました。ボスはダメだと言いました。私かボスのどちらかが責任をとって死ななければならない状じよう況きようになっているのだと、説明してくれました。それからボスは私に話してくれました。ボスが私の両親を殺したことを。友達だったから、殺すしかなかった、と。

　だからルヨン、俺を殺せ。早く殺せ。俺はおまえに殺されなければならない。

　ボスはそう言いました。だから、私は、ボスを殺したのです。そして、ゴメスという男をたずね、殺し屋となったのです」

　噓うそをついてるとは思えなかった。だが真実ならばどうして、初対面の他人にここまで話してしまうのか、丈斗には理解できなかった。

　ましてや、これから殺し合いをするかもしれない相手に──。

　それでも、聞けば情報が得られる。丈斗はルヨンを利用することにした。

「今まで、何人殺したんだ？」

「依い頼らいされて殺したのは十一人です。その他、自分の身を守るために、四十五人ほど殺しました。殺した妖魔の数は、覚えてません」

「どうやって殺すんだ？」

「おもにターゲットの力を封ふうじてから、エレメントの小さな光輪で、脳のう味噌みその付け根にある脳幹という部分を斬きります。ターゲットは苦痛を感じることなく即そく死しします。その後、サイボーグ蘇そ生せいできないように、脳味噌を少しかき混ぜます」

　こともなげに言うルヨンに丈斗は顔をしかめ、質問を続けた。

「最初に受けた仕事のことを聞かせてくれないか？」

「ターゲットの妖力や武器がわからなかったので、私は彼と友達になり、それらを探さぐることにしたのです。友達になって、半年ほど過ぎてから殺しました。私が殺し屋だということを打ち明けると、彼は泣きながら助けてくれと言いました。私も泣きました。でも彼を殺しました。友との別れは、とてもつらいものです。自分の手で殺すのは、さらにつらいことです」

「だったら、やめればよかったじゃないか？」

「それはできません。そんなことをすれば、殺し屋として失格です。私は仕事を失い、裏切り者として命を狙ねらわれることになります。それに私が殺さなくとも、彼は次の殺し屋に殺される運命なのです。どうせ死ぬ運命ならば、自分の手で、綺き麗れいに、そして楽に殺してやるのが友達というものではないでしょうか？」

「だったら、友達にならずに殺せばいいじゃないか？」

「でも、ずっとこうやって仕事をして来ましたので、この方法が慣れているんです。ターゲットが油断してくれますし、表には出ない情報も得られます。それになんと言っても、友達を作ることは楽しいことです」

「依頼されて殺さなかったケースもあるって、言ったよな？」

「はい。四人ほどあります。私が正式に依頼を受ける前にターゲットが事故死してしまったケースと、依頼人の方が死んでしまったケース。依頼人の都合で契けい約やく成立しなかったケース。そして、ターゲットが暗殺不可能な惑わく星せいドッドに送られてしまったケースです」

「惑星ドッド？」

「重犯罪者を収しゆう監かんしている監かん獄ごく惑星です。おそらく私に殺された方が、幸せだったことでしょう」

「自分の都合で依頼を断ったことはないのか？」

「今のところありません」

「今のところは？　歴史上の人物がどうとか言ってたのは……」

「ガーレインのことですね？　そう、私はガーレイン殺しになることを恐おそれています。ターゲットと友達になるのも、それを確認したいからなのかもしれません」

「誰だれなんだ、それ？」

　ルヨンがふいに立ち止まり、ポケットから札入れを出し、護ご符ふを引き抜ぬいた。

「失礼」

　小さく丈斗に謝り、護符にむかって印をきって唱えはじめた。

　丈斗はルヨンから離はなれ、身構えた。使い魔まを招しよう喚かんする呪じゆ文もんである。だが、ルヨンからはなんの殺気も感じられない。

　霧きりを抜けて空からエレメントの粒りゆう子しが降り注ぎ、ルヨンの手の中へ集まる。

　護符がもぞりと動いて姿を変えた。白く小さなネズミである。後ろ足で立ち、ルヨンの指示を待つ。

「無用な殺せつ生しようはダメだぞ」

　ルヨンがそう言い聞かせると、ネズミは大きくうなずいた。

「さあ、行け」

　そっと下に降ろすと、ネズミは走り出し、霧の中へと消える。

「なにをしたんだ？」

　丈斗がたずねると、ルヨンは簡単な追つい儺なの印をきって、あたりに残っているエレメントの粒子をはらった。

「私のこの結界を無理に破ろうとしている者がいるので、使い魔を出しました」

「この霧は結界なのか？」

「はい。雨神さんとゆっくり話ができるように、内と外を隔かく離りしました」

「ずっと、このままにするつもりか？」

「いいえ。たとえ雨神さんと仲良くなれなくとも、この霧はあと二時間しか持ちません」

　ルヨンは懐かい中ちゆう時計をポケットから出して時刻を確認すると、足早に歩きだした。

「さあ、行きましょう。そろそろ、開店の時間です」

「開店って、どこに行く気だよ？」

「駅前の美み雪ゆき庵あんです。月見うどんを食べに行きましょう」

「月見うどん？」

「はい。月見うどんです。とても、楽しみです」
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「正面から接近！　妖よう魔まです！　距きよ離り三百メートル！」

　五い郎ろ八はがパソコンの画面を見ながら叫さけんだ。

　隣となりに座っていたサヤが、すばやく妖魔術スティックを引き伸のばし立ちあがる。パジャマの上にウサギ模様のオーバーを羽織った動きにくい格好ではあるが、着き替がえている暇ひまはない。

「ハーちゃん、妖魔係数は？」

「測定不能です」

　結界となっている霧のせいだった。むかって来る妖魔にどれほどの力があるのか、量ることができない。

「ゴールデンバニー招喚！」

　サヤは新型最強の人工エレメ精霊ンタルを使うことにした。エノク語を唱えながら、スティックで招喚の魔法円を空に描えがく。

「距離二百メートル」

　言いながら五郎八が、エレメント射出用のアタッチメントをパソコンに接続する。

　招喚の準備を調ととのえてサヤが叫ぶ。

「エレメントチャージ！」

「はい。行きます」

　アタッチメントのノズルから、エレメントの粒子が射出される。七色の綿わた飴あめをすくうように、サヤがそれをスティックで絡からめ取って、魔法円の中へ封ふうじ込めた。

　魔法円が卵型に膨ふくれる。それを破って、中から、バニーガール姿の人工エレメ精霊ンタルがあらわれた。

　身体からだは八頭身のスラリとしたバニーガールである。しかし、頭はウサギのヌイグルミそのままだった。右手にあるトレイの上には水割りセットが載のっている。

『ご指名、ありがとう、ごっざいます』

　エレベーターガールのようなイントネーションのある声を出しながら、人工エレメ精霊ンタルゴールデンバニーがポーズを決める。

「よし！　かんぺき！」

　会心のできにサヤが大きくうなずく。

　ふいに、二階の窓がガラリと開き、バーコードのように髪かみの少なくなったオヤジが怒ど鳴なった。

「うるさいぞ！」

　そこは民家の横にある空き地だった。家の横で女子高生がふたり、声を張りあげればうるさいのは当然である。

「なにやってんだ、おまえら？」

　オヤジには空き地を分断する白い壁かべのような霧も、サヤの作ったゴールデンバニーの姿も認識できない。見えるのは、おかしな棒を振ふり回しているウサ耳のサヤと、ピクニックシートに座ってノートパソコンを操作しているセーラー服の五郎八だけである。

　無論、霧の中から迫せまる妖魔のことなど、まったく知るよしもない。

　五郎八がすばやく笑え顔がおを作って、頭をさげた。

「ごめんなさい。静かにします」

「日曜の朝くらい、ゆっくり寝ねさせろよな」

　オヤジはぶつぶつ言いながら、窓をピシャリと閉める。

　声をひそめて、五郎八が告げる。

「距離、十メートル。妖魔、速度を落としました。ゆっくり来ます」

　サヤも小声でエノク語を唱え、いくつもの結界を張りめぐらせた。

　濃こい霧の中から、何かが近づいて来る。けれど姿は、まだ見えて来ない。

　強きよう靱じんで巨きよ大だいな霧の結界を作れるほどの敵である。相当の妖力を持っていると見てまちがいない。

　ふたりの頭の中が、不安と後こう悔かいで溢あふれた。

（やっぱりこの服、動きにくいよー。いつものウサちゃんルックで家を出ればよかったー）

（どうしよう。エレメントのカートリッジ弾だん、足りないかもしれない）

（撤てつ退たいして、魔戦機を用意して来た方がいいのかなー？）

（もっと早く、雨神先せん輩ぱいに連れん絡らくしておけば……）

（やっぱり、出る前に電話しとくんだったかなー）

　連絡する時間がなかったわけではない。ちょっと様子を見るだけだから、とサヤが拒こばんだのである。丈斗に頼たよってばかりいては、自分たちの妖魔術が進歩しない、という考えもあってのことだ。

　そして、霧を目まの当たりにするまで、このような大規模な魔戦になることなど、サヤたちはまったく予想していなかったのである。

　朝、異様な霧の発生に気づいて騒さわぎだしたのは、五郎八の家に住み着いている妖よう怪かいたちだった。その騒ぎに起こされ、五郎八も霧の存在を知ったのである。

　レーダーで調べると、微かすかな妖気を含ふくんだ霧は、紅椿ニュータウンのほぼ全域を囲んでいた。

『妖魔係数１ＥＰほどの霧なんです。でも妖怪たちが騒いでいて、なんか変です』

　五郎八からの電話に、サヤは唸うなった。

『うーん、なんだろう？　大きいだけで力のない妖よう魔まかも。念のため、私が行くまで霧に近づいちゃダメだよ』

　寝ね癖ぐせをウサ耳で押さえつけたサヤが駆かけつけ、ふたりはこの空き地に来たのである。

　八時半を少し、過ぎた時間だった。

　簡単な調査ですぐ、この霧が特とく殊しゆな結界であることが判明した。なにも知らない人間は通ることができるが、妖怪やサヤたちのような妖魔術を使える者は、霧の中に入ることも、出ることもできない結界である。

　サヤはエレメント弾を撃うち、結界の一部を壊こわして強度を知ろうとした。

　──だが、結界に傷をつけることさえできなかった。

　これほどの強度を持った結界を、広こう範はん囲いに張れる妖魔などそうそういない。ふたりは瞬しゆん間かん的に気づいた。

（もしかすると、ベロルなのかもしれない……）

「ハーちゃん、アマタケ招しよう喚かん！」

「はい。招喚します」

　五郎八は自分の携けい帯たいを出し、丈斗の家に電話する。移転先の番号を告げるアナウンサーの声が甲かん高だかく響ひびき、家族が移転すると聞いていたのを五郎八は思いだした。

「ハーちゃん、家じゃなくて携帯の方だよ」

「サヤ先輩、私、雨神先輩の携帯番号、知りません」

「ええっ！　どうして？」

「だって、男のひとに携帯番号を聞いたり、教えたりするのって、なんか……」

　と頰ほおを赤くする。

「もー、なにやってんだかー！　アマタケなんかを男だとおもっちゃダメだよ。あいつは半妖怪だし、夏芽さんという内ない縁えんの妻もいて、毎晩ウハウハの鬼き畜ちくヤローなんだから」

　言いながらサヤはポシェットを探さぐり、ウサギの携帯電話を取り出そうとした。

　その次の瞬間だった。

「正面から接近！　妖魔です！　距きよ離り三百メートル！」

　──今、その妖魔は速度を落として、霧の内側で足を止めた。

「妖魔、動きを止めました。まったく動きません」

　サヤはスティックを構え、いつでも反はん撃げきできる姿勢を保ち、五郎八に告げた。

「ハーちゃん、今のうち、アマタケ招喚」

「はい」

　さきほどまでサヤが座っていた場所に、ポシェットと共にウサギの携帯電話が置いてある。五郎八は急いで、その携帯をつかみ取った。しかし型が古く、使い方がさっぱりわからない。

「えーと。えーと」

「横のボタンを押すと開くから、そしたら、短縮、６、通話、だよ」

「はい」

　──しかし。

『おかけになった電話は、電波の届かない場所におられるか、電源が入っていないため……』

「ダメです。かかりません。もしかすると、雨神先輩は、すでにこの霧きりの中に……」

　サヤは前を睨にらんだまま、小さくうなずいた。

「うん。捕つかまってるのかも……」

　早く救出しなくては、丈斗の命が危ない。サヤは焦あせり、覚かく悟ごを決めた。

「行くよハーちゃん。この結界を突とつ破ぱして、アマタケ救出作戦！」

「はい。了りよう解かいしました」

　呪じゆ文もんと共にサヤのスティックが振ふり降ろされると、人工エレメ精霊ンタルゴールデンバニーが、最初の攻こう撃げきをしかける。

『おしぼりで、ごっざいます』

　おしぼりを広げたような形をしたエレメントの一撃が、結界へむかって飛ぶ。

　霧の中から白い玉が飛び出し、エレメントのおしぼりを軽々と、跳はね返した。あらわれたのは、体長五センチほどの白ネズミである。

「ね、ネズミさん？」

　サヤがその姿に目を丸くする。

　その後ろで、モニターを見ていた五郎八が、

「妖魔係数は五千……」

　と、絶句した。

　サヤが作れる最強の人工エレメ精霊ンタルゴールデンバニーの妖力は二千しかない。軽く二倍以上の力差だった。

　それでもまだ、作戦によっては、勝てる見込みがないわけでもない。

　だがそれは、サヤの不得意な知力戦でもある。
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「ガーレインは私たちの星の英えい雄ゆうです。ほんの二百年ほど前まで、私たちの星も、この星と同じようにいくつかの国にわかれて、ときおり戦争をしていました。その国々をひとつにまとめたのがガーレインなのです。彼は最初、地位の低い妖魔術士でした」

「ものすごく、腕うでがたつとか？」

「いいえ、師し範はんクラスの力だったようですが、達人と言われるほどの力は持っていませんでした。ただ、彼は人を説得する天才的な話術を持っていたのです。歴史家の中には、天才的なサギ師と言う者もいます。

　ガーレインは貿易商人として、敵対している国々を回り、説得し、国をひとつにまとめるという偉い業ぎようを、ひとりの犠ぎ牲せいも出すことなく成し遂とげた人物なのです。

　けれどガーレインは、連盟国家が正式に樹立される半年前に、暗殺されてしまいました。自分の利益しか考えない政治家のひとりが、なにも知らない殺し屋を雇やとって、殺してしまったのです。

　もし、ガーレインが殺されずにあと一年ほど生きていれば、バムスクの大量虐ぎやく殺さつも、その報復で勃ぼつ発ぱつした内戦も、止めることができたと歴史家たちは言います。だから、ガーレインは殺してはならない、もう少し生きていなくてはならなかった、メラ星の英雄だったのです」

　興奮し、しだいに早足になってゆくルヨンを追いかけて、丈斗は言った。

「だからルヨンは、俺がこの星のガーレインになるかどうかを、確かめに来たってわけなのか？」

「そうです」

「で、俺はどうなんだ？　ガーレインにはなれないのか？」

「まだ、わかりません」

「いつわかるんだ？　どうやって、そうじゃないって、わかるんだ？　そんなこと、誰だれにもわかるはずない！　ガーレインが英雄になったのは、その結果を残せたからだ。おまえが殺したターゲットの中にだって、生かしておけば、ガーレインになったかもしれない奴やつがいたかもしれない。おまえが、殺さなければ……」

　と、わざと怒おこらせるように言う。

　ルヨンが立ち止まり、丈斗に怒ど鳴なる。

「私の名はルヨンです！　おまえ、という名ではありません」

　見当はずれの怒いかりに、丈斗はあっけにとられ、思わず「ルヨン……」とつぶやく。

「そうです。私の名はルヨンです。友達なら、そう呼んでください」

　ルヨンの微笑ほほえみがいまいましくなり、丈斗は憎にくらしげに言った。

「俺は、おまえの友達じゃないし、おまえみたいな殺し屋を、友達にもしたくない」

　ルヨンは一いつ瞬しゆん、悲しげな表情を見せた。それを隠かくすかのように、丈斗に背をむける。

「なら遠えん慮りよなく、私を撃うち殺してください」

　そのまま歩きだし、ルヨンは言った。

「でも、私は、雨神さんを友達だと思っています。もっと、仲良くなりたいと、願っています」

「でも、殺すんだろ？」

「そうなるかもしれない。ただ、それだけのことです。それに私は、友達を殺したくて、殺したわけじゃありません。もし、私に神のような力があったなら、この手で殺した友人たちをすべて、生き返らせたい。そう心から願っています」

　丈斗はルヨンを追いかけ、その背中にたずねた。

「ルヨン、なんでおまえは殺し屋なんてやってるんだ？　そんな仕事、さっさと辞やめちまえばいい。そうすればもう、友達を殺さずにすむ。そうじゃないのか？」

　ルヨンが振ふりむき、うれしそうに前方を指さす。

　道を覆おおっていた霧が左右に割れ、その先にある『美雪庵』の看板が見えた。
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「ハーちゃん……。轟魔ゴーマ弾ダン、使おう」

「えっ！　でも、サヤ先せん輩ぱい……」

　言葉が続かなかった。

　轟魔弾は、霧山遊子が『妖よう魔ま術じゆつクラブの最終兵器』として、たったひとつだけ置いていった妖魔用の破は壊かい弾である。本当に強い妖魔に襲おそわれ、絶体絶命になったとき以外は、決して使ってはいけない、と固く言われている。

　今がその絶体絶命の時なのか、五郎八には判断がつかなかった。

　確かに、ゴールデンバニーの攻こう撃げきはことごとく跳はね返され、罠わなを仕し掛かけて誘さそっても、妖魔の小ネズミはまるで乗って来ない。もはや打つ手のない状態となっている。

　しかし、防戦一方で妖魔が反はん撃げきをして来ないため、絶体絶命という状じよう況きようともちがう。

「部室に戻もどって、魔戦機を持って来ましょう」

「無理だよ。魔戦機でも勝ち目ない。それに……。早くしないとアマタケが……」

　もう殺されているのかもしれない。サヤはそう考え、唇くちびるを嚙かみしめた。たとえそうだとしても、早く救出すれば、蘇そ生せいできる可能が残っている。

「轟魔弾！」

　命じるように、サヤが五郎八にむかって右手を差しだす。

　五郎八はうなずき、ペンダントの裏から轟魔弾のＡパーツを外し、サヤに渡わたした。それを受け取ったサヤは、轟魔弾のＢパーツをウサ耳の付け根から外し、ふたつを組み合わせる。

　一発のエレメント弾が完成した。

　それをスティックの先に装着し、ネズミにむける。

「発射準備完かん了りよう！　行くよハーちゃん」

「はい！」

　五郎八は結界を幾いく重えにも張り巡めぐらしながら、サヤの背に自分の背を押し付けて支える。

　轟魔弾にどのくらい威い力りよくがあり、どれほどの衝しよう撃げきがあるのかわからない。

　サヤが大きく深呼吸をしてから、発射の呪じゆ文もんを唱える。

「ラ！　エウーハ！」

　五郎八は耳を押さえた。

　しかし──。

　シュッ、という気の抜ぬけた音と共に、轟魔弾がゆるゆると飛び出しただけである。

　あまりのあっけなさに（不発？）と、ふたりが思ったほどだった。

　狙ねらわれたネズミも、一瞬どうしたものかと考え、轟魔弾を横へかわしてみた。

　次の瞬間──。

　轟魔弾が破は裂れつし、エレメントの粒りゆう子しが袋ふくろとなって、ネズミを吞のみ込んだ。敵の妖力を抑おさえる様々なエレメントで形成された、強きよう靱じんな袋である。

　中でネズミがもがくが、袋は破れない。

「よし！　袋のネズミだぞ！」

　サヤがガッツポーズを取る。

　袋が収縮し、一気に中のネズミを押し潰つぶす。

　──いや、潰れない。

　ネズミが袋の中で、巨きよ大だい化をはじめた。それにあわせ、袋もゴムのように広がってゆく。

　パソコンを叩たたいて、五郎八がうなった。

「妖魔係数六千？　七千……、八……、九……」

　巨大化と共に、ネズミの妖力もあがってゆく。

　ネズミが本当の妖力を隠していたことを、サヤは知った。

「ハーちゃんまずい！　撤てつ退たい！」

　だが、逃にげる暇ひまなどなかった。

　白しろ熊くまのように巨大化したネズミが、エレメントの袋を切り裂さき、外へ飛び出したのである。

「ラ！　エウート！」

　サヤがすばやく、人工エレメ精霊ンタルをエネルギーに戻し、その力で、自分たちの結界を強化した。

　怒いかりに目を赤くした巨大ネズミが、サヤたちの結界に食らいつく。

　五郎八も残っていたエレメント弾をすべて使い、結界を強化する。

　だが──。

　巨大ネズミの鋭するどい歯によって、結界が嚙み砕くだかれてゆく。

　力に差がありすぎる。数分で結界は壊こわされるだろう。そしてふたりには、反撃どころか逃げる術すべもない。

　ふたりは声にならない悲鳴を、胸の中で発した。




　丈斗の家で、遊天童子がサヤたちの危機を感じとった。

　すぐに腰こしをあげかけるが、頭を振ふって思いとどまった。

　丈斗の家も霧の内側である。助けに行くには霧の結界を破らなくてはならない。だが、一いち撃げきで割れるような弱い結界でもない。

「……無理だな。助けに行っても、俺の力では間に合わない。……迷わず、成じよう仏ぶつしろよ」

　遊天はサヤたちのいる方角へ、そっと手を合わせた。

　そして──。

「ここに月華と、あの妖刀があったならば……」

　と、つぶやく。




　サヤと五郎八を覆おおった結界が、しだいに壊れてゆく。呪文を唱えて結界を繕つくろうが、山火事をバケツの水で消そうとするようなものである。

　空き地の外では、五郎八を見守る親衛隊の妖よう怪かいたちが、あわてふためいていた。しかし、微び弱じやくな妖力しか持たない彼らには、どうすることもできない。

　束になってむかって行ったところで、一撃で払はらい飛ばされるだけである。

「モーギ様を！」「そうだ！」「早く、モーギ様を呼ぶんだ！」

　だが、そのモーギも街を離はなれており、数分で帰りつける場所にはいない。




　結界が砕け、その衝撃で、サヤと五郎八の体が後ろへ飛ばされた。

「きゃっ！」

「だいじょうぶ、ハーちゃん？」

　サヤが五郎八を抱だき起こす。

　巨大ネズミが、白く光る獰どう猛もうな牙きばを見せびらかせながら、じりじりと詰つめよって来る。

　もはや、どちらが先に食われるか、それだけの差しかない。それでもサヤは、五郎八をかばい、スティックを巨大ネズミへむけた。

「ハーちゃんごめんね。私の判断ミスで、こんなことに……」

「サヤ先せん輩ぱい……」

　巨大ネズミが妖気をみなぎらせ、サヤへ飛びかかろうとした。

　その時──。

「お待ちなさい！」

　家の横にある物置のドアを突つき破り、突とつ如じよ、鉄の巨人があらわれた。太い金属の手足を持った、身長二メートルほどのロボットである。

　その指先から放たれた光の矢が、ネズミの鼻先をかすめ、その動きを封ふうじる。

　全員の視線がロボットにむく。

「九堂先輩！」

　サヤと五郎八の声がハモった。

　ロボットは、胸部から上がえぐられたように無く、そこにむきだしの操縦席がついている。その操縦席に、オカッパ頭の九堂よしえが収まっていた。

「わたくしの後こう輩はいたちに、これ以上の無礼は、ゆるしませんよ」

　九堂は眼鏡めがねを指でそっと押しあげ、ギラリと光らせた。

　すさまじい妖気だった。

　遊天童子、丈斗、ルヨン、そして遠く離れた場所にいたモーギさえも、

（ん？　なんだ、この妖気？）

　と感じとり、ふと顔をあげたほどである。

　その妖気をまともに受けた巨きよ大だいネズミは、恐おそろしさに、一歩二歩、よろけるように後退した。

「機き動どう歩ほ兵へい型がた魔ま戦せん機きＶブイ３さん０まるの性能と共に、わたくしの留学の成果を、お見せしましょう！」

　九堂が叫さけび、魔戦機Ｖ３０が歌か舞ぶ伎き役者のように大見得を切る。ズン！　と地じ響ひびきがあたりに轟とどろいた。

　その騒そう音おんに堪かん忍にん袋ぶくろがブチ切れたオヤジが、ガラリと窓を開け絶ぜつ叫きようした。

「うるせーっ！　日曜の朝ぐらい、ゆっくりと……」

「寝ねていなさい！」

　九堂の手から、牛乳瓶びんの蓋ふたのような小さな護ご符ふが飛び、オヤジの額に貼はりつく。とたんにオヤジは意識を失い、深い眠ねむりへと落ちた。
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　その後、九堂が護符をはがし忘れたため、オヤジはそのまま月曜の朝まで眠ることになるのだが、この場合、そのくらいの被ひ害がいですんで良かった、と言えるかもしれない。

「ラ・エウーハ！」

　魔戦機Ｖ３０が九堂を乗せたまま、大きく跳ちよう躍やくした。

　巨大ネズミへむかって──。

　まるで猫ねこがネズミをいたぶるように、力の差は歴然だった。

　わずか一分ほどの攻こう撃げきで、巨大ネズミはボロボロにされ、妖よう魔ま係数を五千にまでさげたのである。

　弱った巨大ネズミに背をむけ、九堂はサヤたちに言う。

「さあ、あとはあなたたちの手で倒たおすのです。妖力に大きな差があっても、戦せん闘とうの基本を守り、正しい戦法をもちいれば、勝てない敵などいませんよ」

　九堂の手から、エレメント弾だんを詰めたカートリッジが投げられる。

　それを受け取ったサヤと五郎八は戦闘体勢を取り直し、ふたたびゴールデンバニーを招しよう喚かんした。

「サヤさん、さきほどの敗因は、罠わなの形態と順番をまちがえたことです。まずタコ壺つぼからコールドディナー、そして三み毛け猫ねこ落としと行くのです」

　言われたようにネズミに攻撃をしかけながら、サヤが怒ど鳴なる。

「──ってことは九堂先輩、ずっと物置の中から見てたんですか？」

「すべて見せてもらいましたよ。人工エレメ精霊ンタルを作る力はだいぶ成長したようですが、戦法はまだまだですねサヤさん」

「どうしてすぐ、助けてくれなかったんですか？　本気で死ぬかと思ったんですよー！」

「これが登場シーンのお約束、というものです」

「うぴーっ。そんなお約束、もう絶対しないでくださいーっ！」

「ほら、サヤさん、脇わきが甘いですよ。五郎八さん、エレメント弾の射出はこまめに、すばやく、美しく」
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　美み雪ゆき庵あんというたいそうな名だが、麵めん類るいと稲荷いなり寿司ずししかない、いわゆる立ち食いそば屋である。

　暖の簾れんをくぐって中へ入ると、入り口の横に食券の自動販はん売ばい機きがあり、正面に椅い子すの無いカウンターが連なっている。

　日曜の朝で、しかも濃こい霧きりの中をわざわざ食べに来る客もなく、カウンターのむこうでは店主がひとり、朝刊を読んでいるだけだった。

　ルヨンと丈斗が妖力で自分たちの姿を認にん識しきさせると店主は驚おどろいたように「いらっしゃい」と声をかけ、新聞を置いた。

　店主はぼんやりと、丈斗たちを客と認識しているだけで、ルヨンの奇き抜ばつな髪かみ型がたにも無関心である。たとえ丈斗が鬼おにの姿をしていたとしても、なんの反応も示さないだろう。

「月見うどん、ください」

　たどたどしい日本語でルヨンがそう言う。

「ちがうよ。最初に食券を買うんだよ。ここにお金を入れて、メニューボタンを押す」

　丈斗がそう教えながら、自分の千円札を自じ販はん機きに入れた。

　ちょうどお腹なかが空すいている。殺し合いをするかもしれない男と食事をするのは気がひけるが、いたしかたない。

　なにを食べるか丈斗が迷っていると、横でルヨンが言った。

「ごちそうさまです」

「誰だれもおごるなんて言ってないぞ」

「私、円を持っていません。メラ星のキャッシュカード、ここでは使えませんよね？」

「普ふ通つうのキャッシュカードも使えねえよ。……月見うどんでいいのかよ？」

「はい、月見うどん、お願いします」

　と、うれしそうに言う。

　先に月見うどんの食券を出し、丈斗は天ぷらそばのボタンを押そうとした。横から伸のびた手が、すばやくキツネうどんのボタンを押す。

「いやいや、ごちそうになりますよ雨神さん」

　ぬらりひょんの老人だった。

「おい！　なんでジジイにまで、おごらなきゃならねえんだよ？」

「おやおや、これでも私は、雨神さんを助けに来たんですよ。キツネうどん一いつ杯ぱいで、殺し屋から命が守れれば、安いとは思いませんか？」

　本当だろうか？　と、丈斗が言葉に詰つまると、ぬらりひょんはルヨンをうながした。

「さあさあ、奥のテーブル席にまいりましょう。ここのうどんは、冷れい凍とうさぬきを使っていまして、なかなかコシがあるんでございますよ」

「あなたは誰ですか？」

「ただの通りすがりのジジイですよ。でも、雨神さんの友達でもありますから、ルヨンさんともお友達、ということになるかもしれませんね。さあさあ、奥へ」

　店の奥にふたつだけある小さなテーブル席へと、ふたりで歩いてゆく。

　なにか騙だまされたような気がしながら、丈斗は天ぷらそばのボタンを押した。

　食券が出て来ない。二十円、不足している。

　ぶつぶつ言いながら、丈斗はお金を追加して食券を買った。

　──稲いな光びかりのように、妖よう気きが走りぬけた。

　席へ座りかけたルヨンが、あわてたように札入れを出し、数枚の護ご符ふを抜ぬく。

　使い魔まを出すつもりである。

「どうしたんだルヨン？」

「結界を守っていた使い魔が、やられそうです。援えん軍ぐんを追加します」

　ルヨンの使い魔を倒たおせるような妖力を持った者など、そう多くはない。

　丈斗はハッと気づき、あわてた。

「ちょっと待てよ！　ルヨンの使い魔と戦ってるのは、妖魔術クラブの奴やつらじゃないのか？」

「そのようです」

「すぐに手を引かせるから、援軍を出すのはやめてくれ」

「わかりました。そちらが危害を加えないのであれば、こちらも、なにもしません」

　ルヨンの言葉を聞きながら、丈斗は携けい帯たいを出し、サヤの番号を押した。

　丈斗のコールが届き、サヤのウサギの携帯が鳴り出す。

　戦っていた巨きよ大だいネズミとサヤの意識がその音にそがれ、動きが止まる。

「そのまま、少しおまちなさい」

　巨大ネズミとサヤにそう命じ、九堂が魔戦機Ｖ３さん０まるのコックピットから飛んだ。

　纏まとっている黒い戦せん闘とう用ケープが、マントのようになびく。引きずるように長いロングドレスの裾すそをおさえて着地した九堂は、おもむろにウサギの携帯を手にした。

「はい。桜宮サヤは現在、戦闘中のため電話に出られません」

『あれ？　その声は九堂さん？』

「おや、雨神さん、おひさしぶりですね。お元気でなにより」

『九堂さんも元気そうだね。今、里帰り？』

「正月くらいは、実家でおせちなどと思い、帰き還かんさせてもらいました」

　巨大ネズミもサヤも、戦闘体勢で睨にらみあったまま律りち儀ぎに動きを止めている。

　しかし、九堂の話が長くなりはじめた。

「今年のお正月は箱根の旅館で、五日まで家族と過ごす予定となっており、メラ星には二十日に戻もどるのですが、それまでは、みっちりと後こう輩はいの指導をと思い……」

「九堂先輩。まだ戦闘中ですよ」

　横で五郎八が小声で言う。

　あっ、と気づいた九堂が丈斗に用件をたずねた。

　ふんふん、と何度かうなずいた九堂は、

「わかりました。そのようにいたしましょう」

　と言って、ウサギの携帯を閉じた。

「九堂先輩、アマタケは無事なんですか？　さっき携帯がつながらなかったのに」

　ネズミを睨みながら、サヤがたずねる。

「サヤさん。あなたが先程かけた短縮６は、わたくしの携帯番号です。雨神さんの短縮は５になっていますよ」

「あ！　最近、順番を変えたの忘れてました」

「──それはさておき、戦闘は中止です。サヤさん、エレメンタルを回収するのです」

　えっ？　と、疑問符ふを浮うかべて戸と惑まどうサヤと五郎八に構わず、九堂は指を鳴らして鮫嶋を呼ぶ。

「鮫嶋、お茶にしましょう」

「はい、よしえ様」

　いつのまにか、後ろに控ひかえていた鮫嶋が丸テーブルを抱かかえてあらわれた。

「今日は、中なか澤ざわ製茶店の特選玉ぎよく露ろにしましょう。お茶うけは虎とら屋やの黒こく糖とう羊よう羹かんを」

「かしこまりました」

「その前に、角砂糖をひとつ」

　鮫嶋から角砂糖を受け取り、九堂は巨大ネズミにむけて投げた。

「ご苦労さま。休戦です。主人のもとへお帰りなさい」

　巨大ネズミは両手で、ハッシ、と角砂糖を受け取ると、体を小ネズミサイズに戻してから、かぶりついた。すばやく腹に収めると、小さくゲップをこぼし、霧きりの中へ駆かけこんでゆく。

　霧の中を駆けるネズミの姿は、やがて一枚の護符へ変わり、ルヨンの手の中へ戻った。

「ずいぶん、やられたようだね。よしよし」

　護符を撫なでてから、ルヨンは札入れへと戻す。

「その札入れの護符は全部、使い魔なのか？」

　丈斗がたずねると、ルヨンは素す直なおに答えた。

「はい。そうです」

「いくつあるんだ？」

「百八枚です」

「煩ぼん悩のうの数と同じだな」

「煩悩？」

「人の欲望のことですよ」

　と、ぬらりひょんが説明する。

「百八もあるのですか？　地球の方は、ずいぶん欲深いのですね」

　三つのどんぶりが、カウンターの上に置かれた。

「へい、おまち」

　三人は立ちあがり、それぞれのどんぶりを持って、席へと戻る。

「これが、月見うどん、なのですね……。なるほど、この丸いのが月というわけですか？」

「たまごだよ」

　言いながら丈斗は自分のそばに七味を振ふり、箸はしを割る。

「これは、生のたまごのようですが……」

　と、ルヨンは少し困った顔をする。

「そうだけど、生たまごダメなのか？」

「私の星では、たまごを生で食べる習慣はありません」

「ほっほっほ。地球でも、たまごを生で食するのは日本人ぐらいですよ。猿さるの脳のう味噌みそや犬の肉を食べるような国でも、たまごを生では食べませんよ」

　ふーん、と丈斗は感心しながら、天ぷらそばをすする。

「それはなんですか？」

　丈斗のどんぶりをのぞいて、ルヨンがたずねる。

「かきあげの天ぷらが入ってる、天ぷらそば」

「そちらはなんですか？」

　とルヨンは、ぬらりひょんに聞いた。

「これは、キツネうどんですよ。キツネの神様が大好物にしている、おあげが入ってるので、キツネうどんなのです。ちなみに、たぬきうどんには、あげ玉が入っておりましてね。見た目も味も、天ぷらうどんに似ているのに、いくら食べても具が出て来ない。ああっ、こりゃあバカされたわい。ということで、たぬきうどんなのです」

　なるほど、とうなずき、ルヨンも箸を割る。ぎこちない手つきだが、箸を持つ練習をして来たらしく、すくうようにしてうどんを食べはじめた。

「ところで、なんで月見うどんを食いたかったんだよ？」

「メラ星では、夜空に月が三つ浮かびます。どれも、小さな月で、地球のように大きな月ではありません。ですが、五十年に一度、三つの月が重なって、大きなひとつの月のように見えることがあります。その日を大ラパ光ー夜ヤンと呼び、皆みんなで月見をするのです。

　その大光夜の翌朝、私の両親は殺されました。大光夜の月見が、私にとって、両親と過ごした最後の記き憶おくなのです」

　ルヨンはじっと、どんぶりの中の月を見つめた。

　ぬらりひょんがそっと、丈斗の足をつついて小声で言う。

「雨神さん、同情してはいけませんよ。これが彼の作戦なのですから」

　聞こえたらしく、ルヨンが顔をあげて言った。

「作戦？　そうですね。作戦なのかもしれません。雨神さんと友達になるための、作戦なのかもしれません。でもこれは、すべて本当の出来事です。噓うそはありません」

　どう答えていいかわからず、丈斗はそばをすすりあげた。

「はいはい、そうですね。すべて真実。確かにその通りのようでございますね。でも、雨神さんに言っていないことも、あるんじゃありませんか？　たとえば、五郎八さんのこととか？」

「寺流五郎八、あれはベロルがしたことで、私は関係ありません」

「おい、五郎八のことってなんだよ！」

　どんぶりから顔をあげて、丈斗が怒ど鳴なった。
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　およそ一ヶ月前のことである。

　五郎八の部屋の隅すみに漂ただよっていた白い妖よう怪かいが、異様な光を発した。

「どうしたんですか白影さん？」

　目をこすり、ベッドから起きあがった五郎八が白影と名づけた正体不明の妖怪へと近づいた。

　白影の中から、強い妖力が照射され、五郎八を金かな縛しばりにする。

（どうして？）

　油断していなければ、すばやく結界を張って跳はね返すことができたはずである。しかし五郎八は、白影がそんな行動をするとは、まったく予想もしていなかった。

　五郎八は白影を、自分を助けてくれる精せい霊れいのような存在だと思っていたのである。

　実際、幾いく度どとなく助けられていた。

　思わぬ妖よう魔まの出現や、その退治方法などを、白影らしき声が何度も夢にあらわれ、教えてくれたことがあったのである。

（どうしたんですか、白影さん）

　心の中でそう呼びかけながら、五郎八はエノク語を唱えようとした。

『時が満ちた。記憶を戻もどせ。封ふう印いんしたその記憶を、戻せ』

　妖気を含ふくんだ声が、五郎八の体を震ふるわす。まぎれもなく、夢の中で聞いた白影の声である。

（記憶？）

『時が満ちた。マーフィス……。クレア・マーフィス。任務を遂すい行こうせよ』

（任務？）（記憶？）（マーフィス？）

　五郎八の思考が混乱してゆく。

『マーフィスの記憶を戻し、ベロム・ダクロム資本結社の与あたえた任務を遂行せよ』

（クレア・マーフィス……。ベロルの有志……）

『そうだマーフィス。雨神丈斗と、妖魔術クラブのメンバーを抹まつ殺さつせよ』

（ちがう！　私は寺流……）

『思い出せ！　記憶を。任務を。メラ星の故郷を』

（ちがう！）（ちがう！）（ちがう！）

　五郎八は抵てい抗こうした。しかし頭の中に、メラ星での様々な記憶が広がってゆく。

『模造した地球の記憶を捨てるのだ、マーフィス。その胸のペンダントと共に』

（ちがう……。私は……。私は……。クレア・マーフィス……）

『時が満ちた。行動せよ。行動せよ』

　クレア・マーフィスはすべての記憶を取り戻し、胸のぺンダントを強くにぎりしめた。




　　　　10




「五郎八がベロルのスパイ？」

「ベロルは八年ほど前から、地球でのスパイ活動や破は壊かい活動に備えて、数人の子供を送り込んでいます。私の知る限りでは、十九人が地球に来ています。ほとんどが私のように孤こ児じですが、五郎八さんには両親がいます。ベロルの活動に傾けい倒とうしきった両親で、五郎八さんを自ら差し出したのです。それが九歳のときでした。ベロルはメラ星の記憶を封印し、五郎八さんを地球に移住させたのです」

「それじゃあ、クラブに入会したのも、俺たちを罠わなにはめるため……？」

「五郎八さんはなにも知りません。ベロルがそのように仕し掛かけたのです」

　サヤたちが危ない。丈斗が急いで立ちあがりかけたのを、ぬらりひょんが押さえた。

「心配はいりませんよ雨神さん。もう、ベロルの作戦は失敗してしまったのですから」

「失敗って？」

「いくらメラ星で生まれ、ベロルに洗脳されて地球に送られて来たとしても、五郎八さんの未来は五郎八さんのもの、というわけですよ。ほっほっほ」

　と、ぬらりひょんが笑う。

　ルヨンがたまごをつゆに溶とかしながら、説明した。

「彼女は選びました。自分の本当の正体や、メラ星の本当の両親よりも、この地球で暮らした八年間と、たった一年つきあっただけの仲間たちの方を。結局ベロルは、再洗脳に失敗し、敵をひとり増やしてしまったのです」
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「知っていますよ五郎八さん。あなたのおいたちを」

　お茶を飲みながら、九堂がポツリと言った。

「えっ？」

　五郎八は言葉を失った。

　いつかは真実が知れてしまうだろう、と五郎八も覚かく悟ごはしていたことである。しかしそれは、もっと後のこと。そうあってほしい。祈いのるように願っていたことである。

　それまで、クラブの為ために働ければ、サヤも九堂も、そして霧山も、もしかすると理解してくれるかもしれない。そう思っていた。

　しかしこんなにも早く、五郎八の素す性じようを知っていると九堂が宣言したのである。

　五郎八は死し刑けいの宣告を受けたように、きつく唇くちびるを嚙かみしめ、うつむいた。

「私、どうすれば……」

　消え入りそうな声で、五郎八は九堂にたずねた。

「どうするかは、もはや自分で決めたはず。それでもう、この件は解決です」

　九堂がこともなげに言った。

　サヤが羊よう羹かんを口から飛ばしながら身を乗り出す。

「なになに？　ハーちゃんの秘密？　こっそり夜のいけないバイトをしているとか？」

「鮫嶋」

　九堂が命じる。

「はい。では失礼させていただきます」

　鮫嶋はサヤに一礼してから、その頭にハリセンを食らわせた。

「痛いですーっ！」

「霧山先輩は、すべて最初から知っていたようです。そして、こうなることを待っていたようです。もはやどうでもいいことですが、とりあえず、サヤさんには秘密にしておきましょう」

「あーっ、私ひとりだけのけ者」

「サヤさんひとりではありませんよ。あなたの好きな、ヌイグルミのウーちゃんやトムくんも知らないこと」

「それはそうですけど……」

「サヤさん、人は未来にむかって生きてゆくのです。過去にこだわって、どうするのですか」

「はい」

　と力強くうなずいて、微笑ほほえんだのは五郎八だった。

「それはそうと、五郎八さんにプレゼントがあります。鮫嶋」

「はい、ただいまお持ちします」

「妖よう魔ま術じゆつ専用のをメラ星で見つけましたので、ひとつ買い求めました。これで技わざに、磨みがきをかけるのです」

　鮫嶋が持って来た袋ふくろから、九堂が黒くて堅かたい雑誌ほどの大きさをした物体を取り出し、五郎八の前へ差し出す。

「新型ですよ」

　まぎれもなくそれは、黒いノートパソコン──。

「嫌いやーっ！」

　激しい拒きよ否ひ反応を起こした五郎八が、悲鳴をあげて立ちあがった。

「だいじょうぶだよハーちゃん！　これはお兄さんのお下がりじゃないんだから。怖こわい画像は、もう入ってないよー！」
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「問題なのは、残り十八人ですよ雨神さん。油断のないようにすることです」

　ぬらりひょんの言葉に丈斗がうなずく。

「では、ごちそうさまでした」

　つゆをすすりあげて、ぬらりひょんが席を立つ。

「あ、食ったら帰るのかよ！」

「とりあえずの役目は終わりましたよ。あとは雨神さんのおしごとです」

　言いながらぬらりひょんは、カウンターのむこうにある海老えび天をつまみあげて、店から出てゆく。

　たまごの溶とけたつゆを飲み干して、ルヨンは手を合わせた。

「ごちそうさまでした。雨神さんには、なにか月見うどんのお礼をしなくてはなりませんね」

「じゃあ、俺を殺す依い頼らいを断れよ」

「うーん、それはまだ、できません。行きましょう。もうひとつ、行きたい場所があります」

　ルヨンが立ちあがり、出口へとむかう。

「今度はどこに行くつもりだ？」

　それを追いかけようとすると、店主が丈斗を呼び止めた。

「お客さん、すいません。セルフサービスですんで、空いたどんぶり、こちらへお願いします」

　どんぶりを重ねてカウンターに戻もどすと、丈斗は急いで店の外へ飛びだした。

　濃こい霧きりのベールに包まれ、なにも見えない。ルヨンの気配を探さぐるが、妖よう気きを含ふくんだ霧が、それを邪じや魔ましている。

「おい、ルヨン。どこだ？」

「こっちですよ雨神さん」

　少し奥の方でルヨンの声がした。その方角へむかって、丈斗は足早に進んだ。赤いシャツの背が見えた。けれどすぐ溶けるように霧の中へ消えてしまう。丈斗から逃にげるかのように、遠ざかっているのだ。

「待てよルヨン。どこに行くつもりなんだ？」

「観覧車です。丸まる池いけ遊ゆう園えんの観覧車に乗りましょう。Ｌマックスのように大きくはありませんけど」

　丈斗は走り出し、ルヨンの肩かたを強くつかんだ。

「どういうつもりだ！」

「夏芽さんと、乗りたかったんじゃないんですか？　だから私も、一度、乗ってみたいのです」

「ふざけるな！　なんで、そんなことをおまえが知ってるんだよ？」

　丈斗は腹が立った。人には見られたくない大切なアルバムを、勝手に覗のぞかれているような気き恥はずかしさをともなった怒いかりだった。

「ベロルからの情報です」

「俺の家に盗とう聴ちよう器きでもしかけたのか？」

「おそらく簡単な使い魔までしょう。殺気が無く、妖力の弱い妖よう怪かいには誰だれでも油断するものです」

「他ほかに、どんなことを知ってる？」

「雨神さんの妹さんが、なぜ妖怪化したか、などです」

「知ってる？　噓うそだろ？　俺も知らないことだぞ」

「そんなはずはありませんよ。あの時、雨神さんはその場にいたのですから」

　ルヨンが右手をかざすと、霧が左右に割れ、道の横に川原があらわれた。しかし、こんな場所に川などない。

「幻まぼろしか？」

「そうです。雨神さんが生まれた町の近くを流れている川です。今はもう、護ご岸がん工事とやらで、こんな姿はしていないのですが」

　まぎれもなく十数年前の景色である。丈斗は、その川原で妹とよく遊んだことを思いだした。

　土手の上に座った父親が、口くち癖ぐせのように何度も「水に近づくな」と怒るその声が、どこからか聞こえて来そうな気がした。

「あの葦あしが高く生えているところに、老女の妖怪がいたのです」

「やめろ！　聞きたくない」

　丈斗は耳を塞ふさいだ。

「思いだしたのですね？」

　ルヨンの言うとおり丈斗の頭の中で、その時の光景が鮮せん明めいに蘇よみがえった。

　ふざけて駆かけこんだ葦の中に、お遍へん路ろさんのような白装しよう束ぞくの老女が座っていたのである。幼い丈斗にも、妹の妙子の目にも、普ふ通つうの老女のようにしか見えなかった。

「どうしたの？」

　妙子がたずねると老女は、

「めんこい、子じゃのう」

　と笑い、蛇へびのようにすばやく腕うでを伸のばし、妙子をつかんだのである。その腕は枝のように黒く細く、そして異様に長かった。

　人間じゃない。

　妙子が泣き出すと同時に、丈斗は走り出していた。

（逃げたんじゃない。父を呼びに行こうとしたんだ）

　息を切らせて土手を駆けあがり、丈斗は父親の前へ立った。

「どうしたんだ？」

　そう問いかける父に、丈斗はなにも説明することができなかった。妙子に関するすべての記き憶おくが、その瞬しゆん間かん、丈斗の頭の中から消えてしまったからである。

「変な人がいた……」

　そう答えることしかできなかった。

　もっと重要なことがあり、それを早く父に伝えなくてはならない。気だけがあせった。しかし、丈斗はなにも思い出すことができない。

「そろそろ行くか」

　父親が笑いながら腰こしをあげた。

　妖怪化してしまった妙子の存在は、父親の頭の中からも消えていた。

（あの時、俺がもし妙子の手を引いて逃げていれば……）

　老女が妙子の腕を引いたのは、食うためではなく、言葉どおり、ただかわいいと思ってのことである。それによって、妙子の妖怪化しやすい遺伝子が触しよく発はつされたのだ。

「あの時の妖怪、今はどうしてるんだ？」

「老女にも、そしてあなたにも、罪はありませんよ雨神さん。あなたの家の血は、私と同じようにいずれ、こうなるさだめを持った血なのですから。それが遅おそいか、早いか、それだけのことです」

「わかってるさ……。でも、たった五歳だぞ。それで妙子は、成長を止めちまった。できればもう少し成長してから……」

「それはそれで幸せなことかもしれません。すくなくとも、私のように殺し屋になってしまうよりは……」

　ルヨンのつくった幻の景色の中を、妙子が駆け抜ぬけてゆく。

「ほら、妹さんはいつも笑っていますよ。噓の笑いを顔に貼はりつけている私とは、ちがう」

　川辺の景色が変化した。川岸がコンクリートで固められ、葦も砂じや利りも消え失せた。その姿はもはや川ではなく、大きな水路である。

「これが今の景色です。あの老ろう婆ばは、砂利といっしょにコンクリートの下です」

「逃げなかったのか？」

「身勝手な一部の人間に対する、ささやかな抵てい抗こうです。彼女だけではなく、多くの妖怪たちが、あのコンクリートの下に閉じ込められました。どの川も同じようなものです」

　まるで涙なみだのように、ひとつぶの雨が、ぽつりとルヨンの頰ほおを叩たたいた。

　ルヨンは空にむかって手をかざす。

「少し早いですが、別れの時間が来たようです。雨には、私の作った霧きりを消失させる力があります。ただの通り雨なのですが……。残念です」

「帰るのか？」

「はい」

　微笑ほほえんでうなずくルヨンに、丈斗は右みぎ腕うでをむけた。

「ここでこのまま撃うったらどうなる？　俺はおまえを殺すことができるのか？」

「できますよ。エレメント弾だんをひとつ腕に蓄ちく積せきしてください。そして、容よう赦しやせずに、満身の力で私を撃つのです。そうすれば私を殺すことができます」

　丈斗はエレメント弾をポケットから取り出し、すばやく右腕に蓄積した。

　ルヨンは動かない。少しの殺気も見せず、丈斗に笑え顔がおをむけている。

「どうするんだ？　依い頼らいを引き受けるのか？　俺を殺すのか？」

「雨神さん、あなたはガーレインですか？」

「誰だれにも、未来がどうなるかなんてわからない。俺がガーレインになる可能性はゼロじゃない。そうだろ？」

「そうですね。未来はわかりません。私も、まだ答えを出せていません。でもおそらく、私は依頼を引き受けるでしょう。今までどおりに……」

「なら、俺は撃つ。ここでおまえを……」

　ルヨンはそっと、丈斗に背をむけた。

「そうですね。そうしてください。たぶんきっと、それが正しいことだと思いますよ」

「俺が撃てないと思ってるのか？」

「いいえ。撃てますよ。雨神さんにも撃てます。私もそうやって、友達を殺してきたのですから」

「おまえは、俺に殺されたいのか？」

「そうですね。そうなのかもしれません。私は雨神さんに、殺されることを望んでいるのかもしれません。だから、殺し屋だと名乗って、ここにいるのかもしれません」

「依頼を断るのが、そんなに難しいことなのか？」

「ベロルの依頼を断るということは、殺し屋を辞やめることを意味しています」

「じゃあ、辞めろ！」

「依頼を断って殺し屋を辞めると、ベロルは私の保護を打ち切ります。国が私を捕つかまえ、惑わく星せいドッドに送るでしょう。死よりも辛つらい刑けい罰ばつです」

「なら、地球に来ればいい。ここで暮らせばいい」

「それは、いいですね……」

　ルヨンが空を見あげると、雨足が早くなった。霧が雨に押されて、しだいに薄うすれてゆく。

「地球の月は、とてもみごとです。五十年に一度の大ラパ光ー夜ヤンのよりも丸く大きな月が、ここでは年に十二回も見られるのですから」

「寝ね返がえるなら、手を貸すぞ。そうすればもう、おまえは友達を殺さずにすむ」

　ルヨンはうなだれ、そっと首を横に振ふった。

「雨神さん、あなたはガーレインになれますか？　私が寝返っても、なんの解決にもなりませんよ。別の殺し屋が、雨神さんを殺しに来るだけです。そして、ベロルにけしかけられているメラ星の政府が、地球侵しん攻こうを決意すれば、地球は終わりです。地球はいまだ、ひとつにまとまることができず、国々が争っています。そして、妖よう怪かいの存在さえ認にん識しきできていない。こんな状じよう況きようで、勝ち目があると思いますか？　ひとたまりもありませんよ。雨神さんも、私も殺されます」

「だから、戦争にならないように霧山さんたちが……」

「戦争はいけないこと。理り不ふ尽じんな暴力。誰でも知っていることです。それでも、人々の意志とは関係なく、理不尽な流れが、戦争を引き起こしてしまう」

「そんなことあるかよ！」

「戦争だけじゃありませんよ。世界は理不尽な流れに満ちています。誰もが、まちがっていると思っているのに、その流れを止めることができない。私の星も、この星も同じです。誰もが皆みな、まちがっていると思いながらも、理不尽な流れに身を任せてしまうのです。それが一番、楽な生き方だからです」

「そんなことない。五郎八は跳はね退のけたぞ。夏芽だって……」

「そう。私にも、何度かチャンスはあったのです。

　私はボスに言われるまま、ゴメスをたずね、殺し屋になってしまった。そうしなければよかったのです。けれど、そうするしかもう、生きる術すべがないと思ってしまったのです。殺し屋になんかなりたくない、強くそう思っていたのに……、私は、流れに抵てい抗こうしなかった。

　最初の仕事の時もそうです。あの時、私は友人を殺したくなかった。嫌いやだと叫さけんで、仕事を捨てれば良かったのです。あの時ならまだ、引き返すことができたのです。けれど私は、深く考えることをやめ、殺してしまった。

　今にして思えば、ほんの少しの決意で、いくらでも流れを変えることができたのに、私はそうしなかった」

「遅おそくないぞ。今からだって」

「いいえ。おそらく今回も同じです。私は、流れに抵抗できず、雨神さんを殺すことになるでしょう。あやまちをくり返す、おろかな存在です。だからどうか、ここで私を殺してください。悔くいはありません。ガーレインになるかもしれない雨神さんに、殺されるのですから」

　丈斗はルヨンを睨にらんだまま、動けない。霧は消えたが、土ど砂しや降りの雨があたりを包んでいた。

「雨神さん、あなたは優やさしい方だ。たった数時間前に出会ったばかりの殺し屋を、もう殺すことができなくなっている。ベロルとの戦いにおいて、その甘さは大きな弱点でしかありませんよ」

　ルヨンは札入れを取り出し、すべての護ご符ふを引き抜ぬいた。

「では、こうしましょう。雨神さんが私を殺せないなら、私の使い魔またちが、今から妖よう魔ま術じゆつクラブの三人を殺しに行きます」

「よせ……」

「雨神さん、月見うどん、ごちそうさまでした。どうかガーレインになってください。そして、理不尽な流れに立ち向かう勇気を、人々に与あたえてください」

　百八枚の護符が、ルヨンの手から空へばらまかれた。

　いっせいに羽ばたきだした鳥のように、あたりのエレメントを吸い取って、護符たちが空中を走りだす。サヤたちのいる方角へむかって──。

「やめろ！」

　丈斗は右手を護符にむけた。

　ルヨンが振り返って怒ど鳴なった。

「私を撃うて、雨神丈斗！　なにをためらう！　馬首山で親子を殺したくせに！」

　鋭するどい殺気を、ルヨンが発した。

　すべてをあざむき通して、ついにその本ほん性しようをあらわしたのだ。丈斗にはそう思えるような、容よう赦しやのない殺気だった。
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「ルヨン！」

　丈斗は撃った。ルヨンへむけて──。

　ルヨンは結界を張ってそれを防ぐだろう。丈斗はそう思った。

　しかし、エレメントの一いち撃げきは、あっけないほど軽く、ルヨンの頭部を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばした。

　雨が、真っ赤に染まった。

　一いつ瞬しゆんの静けさの中で、首から上の無いルヨンの体が、赤い血だまりの中に崩くずれた。

　壊こわれた人形のように、ただもろく──。

「ルヨン……？」

　返事はない。

　なにもかもが、赤く染まってゆく。道も家も、そしてルヨンの死体も。

　赤い雨が降りしきっていた。

　空が、血の涙なみだを流しているかのように降り続いている。

　背後で妖魔の鳴き声が響ひびいた。

　振ふりむくと、凄すさまじい妖よう気きを発する百八匹ぴきの妖魔たちが、黒雲のように固まって、空に浮うかんでいた。大量のエレメントを含ふくんだ赤い雨を吸って、百八枚の護符が妖魔に変化したのである。

　妖魔たちはルヨンの命令を守るため、丈斗には目もくれず、遠ざかってゆく。

（どうしてだ？　ルヨンは死んだぞ？　遅かったのか？）

　とてもサヤたちに勝てる相手ではない。

（数が多すぎる）

　丈斗は右手を妖魔たちへむけた。

（ダメだ。撃てない）

　強いエレメントの一撃は、民家に被ひ害がいを与える。弱いエレメントで一匹ずつ落としていたのでは、確実に逃にげられてしまう。

　丈斗は妖魔たちを追って走りだす。しかし、赤い雨が重くまとわりつき、うまく走ることができない。

　まるで、悪夢の中を走っているかのように──。
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　赤い雨がやんだ。

　丈斗が駆かけつけた時にはすでに、すべてが終わっていた。

　なにもかもが赤く染まった空き地の中央で、よりそうように、三人が倒たおれている。魔戦機は原形をとどめていないほど破は壊かいされ、折られたサヤのスティックが、墓標のように地面に突つき立てられていた。

　妖魔たちはもとの護ご符ふへと姿を戻もどし、彼女たちのまわりに散らばっていた。

　巨きよ大だいなオノを背負ったモーギが、息をきらせて駆けこんで来た。

「遅おそかったか……」

　惨さん状じようを見て、がっくりと膝ひざを落とす。

　少し遅おくれて駆けて来たミョウラも、舌打ちし、いまいましげに長なぎ刀なたを赤い大地に突き立てた。

　丈斗は声が出なかった。

（噓うそだろ？）

　踏ふみ出すと、小さく誰だれかがうめいた。

　サヤである。まだ息がある。

　丈斗は駆けよって、赤く染まったサヤの体を抱だき起こした。

「おい、サヤ！」

　うっすらと目を開けたサヤは、丈斗を見て微笑ほほえんだ。

「てへ……。メラ星の妖魔さんは、強いです……」

「だいじょうぶなのか？」

「ダメそうです。霧山先輩が言ってました。頭をやられたら、もう助けられないって……」

　丈斗は急いで、サヤの頭をまさぐった。

「傷なんかないぞ。……どこにも、傷なんかないぞ！」

「……最後だから言っちゃいます。私……、アマタケのこと好きでした。夏芽さんに悪いと思って、言えなかったけど……」

「サヤ……」

「ぎゅっと、抱き締しめていてくださいね。好きな人の腕うでの中で、死ねるのだから……。私、とっても……」

　静かに、サヤの体からすべての力が抜ぬけた。

「サヤ！」

　赤い番ばん傘がさをさした遊天童子が、丈斗の背後に歩みよって来て、静かに言った。

「まさかと思うが、丈斗……」

　傘を閉じて、赤い滴しずくを払はらう。ずっと傘をさしていたらしく、遊天童子だけが赤い雨の色に染まっていない。

「そのサル芝しば居いならぬ、ウサギ芝居。信じてないだろうな？」

「まったくです」

　すっくと身を起こした九堂が、眼鏡めがねを押しあげながら言った。

「妖よう魔まはわたくしたちの武器を破壊し、気絶させたにすぎません。無傷です。サヤさん、そのウサギ芝居は、いったいなんなのですか？」

　丈斗の腕の中でサヤがにやりと笑い、目を開けた。

「なんて言うか、こういうのってやっぱり、ヒロインのお約束ですよねー？」

　いるか！　そんなお約束！

　全員のハリセンが、サヤの頭に炸さく裂れつする。

　その音を聞いた五郎八が、ハッ、と目を覚まし、あたりを見まわしてから、急いでハリセンを折りはじめた。




「雨神さん……」

　ルヨンの声がした。

　丈斗が顔をあげると、空間に黒い点があらわれ、一気に拡大した。時空間のひずみを利用した、瞬しゆん間かん移動装置である。

　その中に、ルヨンの顔が浮うかんだ。

「……死んでなかったのか？」

「言ったはずですよ雨神さん。容よう赦しやなく撃うたなくてはダメだと。無意識かもしれませんが、あなたは手加減したのです」

　落ちていた護符が舞まいあがり、ルヨンの元へ帰ってゆく。

「おまえか？　ベロルの雇やとった殺し屋というのは！」

　モーギが巨大オノを振ふりあげて、歩みよる。

「よせ」

　丈斗がモーギを止めると、遊天童子がつぶやくように言った。

「おそらく今の俺たちに、倒たおせる奴やつじゃない。手を出すなモーギ」

　ルヨンは微笑みながら、丈斗に手を振った。

　のんびりとした早さで、黒い歪ゆがみが収縮しはじめる。

「また、会いましょう雨神さん」

「どっちにしろ、そうなりそうだな」

「次に会うときは、雨神さんのことを、アマタケ、そう呼んでも構いませんか？」

「殺し屋を辞やめていたなら、そう呼んでもいいぞ、ルヨン」
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「起きろ月華」

　岩屋の床ゆかから、妖刀を引き抜いた遊天童子が、鎖くさりに繫つながれた月華の眠ねむりを覚ました。

「どうした？　もう十年が過ぎたのか？　さっき寝ねたばかりのような気がするが……」

　月華はあくびをひとつこぼし、大きく伸のびをする。その力で鎖が千切れ落ち、岩屋の中にけたたましい音を響ひびかせた。

「なぜ、結界を解いたのだ？」

「時代が、大きく変わりつつある。もはや、安あん穏のんと暮らしていられない。使いたくはないが……、これからは、この妖刀とおまえの力が必要だ」

「なるほど。やっと俺と祝しゆう言げんをあげる決心がついたというわけだな」

　月華がうれしそうに立ちあがる。

「誰だれがそんなことを言った！」

「恥はずかしがることはない。おまえのうぶな気持ち、痛いほどよくわかっているぞ、遊天」

　抱だきつこうとする月華を、妖刀の鞘さやで押しやりながら遊天童子は怒ど鳴なった。

「おい、寝言は寝てから言え！」

「そうか、よし。すぐ寝るか？　よし、まかせろ」

　飛びついて来た月華をひらりとかわし、遊天童子の肘ひじ鉄てつが後頭部に決まる。

「このエロ妖よう怪かい！　いいかげんにしないと、一生、起きれない身体からだにするぞ！」
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　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　母親は「はーい」と返事をし、玄関へとむかう。昼を少し過ぎた時間である。予定していた客もない。

　誰だろう？　また新聞の勧かん誘ゆうだろうか？

　母親はそう思った。

　玄関にはすでに、若い女性がひとり、立っていた。きちんと鍵かぎをかけておいたはずである。そして、ドアが開く音も聞こえなかった。

　どちら様でしょうか？　そう問いかけようとした時、彼女が先に言った。

「ただいま、母さん」

　──ふいに、記き憶おくが戻もどった。

「おかえり夏芽。ごはんは？」

「うん、食べて来たよ」

　夏芽は靴くつを脱ぬぎながら言った。できるだけ普ふ通つうを装よそおいながら。

「そうなの……」

　夏芽が顔をあげると、ふいに母親が泣き出した。

「あら、私、どうしたのかしら……。どうして泣いてるのかしら」

　溢あふれて来た涙なみだの意味を理解できず、母親はすくいあげるように、なんども頰ほおをふいた。

　夏芽は母親の腕うでをとって、その体を支えた。

「母さん、疲つかれたんじゃないの。この頃ごろなんだか、忙いそがしくしてるから。今日の夕飯は私が作るからね」

「そうなのかしらね……」

　夏芽は母親を居間のソファーに座らせ、自分はその隣となりに座る。

　母親は無意識に、しっかりと夏芽の手を握りしめて、様々な出来事を楽しげに話しだす。

　夏芽はじっと、母親の声に耳を傾かたむけた。一年半という空白の時間を、少しでも埋うめるために。

「そうそう、東京のおじさんから、おいしい紅茶とクッキーをもらったのよ」

　母親が立ちあがり、お茶のしたくをはじめる。やかんが火にかけられ、ティーポットがテーブルの上に置かれた。

　幼い頃から使っている色の剝はげかけたティーポットである。それがひどく懐なつかしく感じられ、夏芽はやっと、自分が家に戻ったことを実感した。

「あら、おかしいわね……」

　食器棚だなの中を捜さがしながら、母親がしきりに首をひねる。

[image: ]

「どうしたの？」

「無いのよ。あなたの使っていたティーカップ。おかしいわね……。どこへ入れたのかしら」

　この家に夏芽の家具はひとつもない。あの古い家に、記憶と共に置き去りにしたままである。

「ごめんなさい。お母さん……」

　夏芽は聞こえないようにつぶやいて、そっと母親の背を抱きしめた。







　終章







　階段を降りると、地下校舎の地下二階が、巨きよ大だいな宴えん会かい場となっていた。

　どこから持って来たのか、百枚近い畳たたみが床ゆかに敷しき詰つめられ、その上で妖よう怪かいたちがいくつものグループにわかれて、浮うかれ騒さわいでいる。駐ちゆう車しや場のようになにも無く、夏でも寒く感じるようなその場所が、人と妖怪たちの熱気で溢れ返っているのだ。

　すでに何時間も経過しているような騒ぎっぷりに、丈斗はあわてて時計を確かく認にんした。

　集合時間の五時を少し遅おくれただけである。

「タケちゃーん！　こっちこっち！」

　中央に座っていた霧山遊子が、立ちあがって手を振ふっている。

　丈斗が靴を脱いで畳の上にあがろうとすると、騒いでいた妖怪たちが、いっせいに口を閉ざし、視線を丈斗にむけた。

　ざっ、という音が聞こえそうなほどの注視ぶりに、丈斗は思わず足をすくませた。

「雨神丈斗？」「これが？」「この男が？」「雨神丈斗？」「この、ひょろひょろなのが？」「雨神丈斗？」「本当に？」「少しも、強そうに見えないぞ」「まるで、ただの人間じゃないか」「なるほど」「これが……」「雨神丈斗……」

　と、妖怪たちがぶつぶつ言いながら、左右にわかれて道を開く。中央に座る霧山の場所まで、さながら一本の花道ができあがった。

「あ、どうも……」

　丈斗はつぶやくように挨あい拶さつし、道を抜ぬけてゆく。

「雨丈様じゃ……」誰だれかがささやくように言うと、「アマタケ様」「雨丈様だ」「雨丈様！」と、あちらこちらから声があがる。すぐに「雨丈様！」「雨丈様！」と、妖怪たちが口々に丈斗の名を呼びはじめた。

　それは、期待に満ちた、すがるように熱い声せい援えんだった。

（なんだよこれ？）

　なにが起こったのか理解できないまま奥へ歩むと、見知ったメンバーが、にやついていた。

　モーギ、ミョウラ、ぬらりひょん。そして霧山遊子の四人である。

　大きな樽たるの前で、コップや升ますを手にして座っている。すでに酔よっているらしく、うつろな目が危な気に輝かがやいていた。

「よく来た！　まあ吞のめ！」

　モーギが大声で怒ど鳴なり、升を突つき出すと、妖怪たちの声援がやむ。

「俺、まだ未成年だぞ。酒なんて、吞まねえよ」

　未成年だからではなく、五郎八温泉の一件で丈斗は、酔うことの恐おそろしさが身に染しみていた。

「心配するな。こいつは酒じゃない」

　そう言ってモーギが体をずらすと、樽に書かれた『五郎八温泉郷、源泉』の文字が読めた。

　丈斗はあわてて鼻を押さえた。匂においだけで、酔う危険がある。

「迷めい惑わくをかけたと、あそこの妖怪がこいつを送って来たのだ。毎年くれると言っている。なんだかよくわからんが、ありがたい」

　モーギもミョウラも、自分の妖力が将しよう棋ぎの駒こまに使われたという自覚がない。酔って騒いでいたという、楽しい記き憶おくだけである。

「はい、吞んで吞んで」

　ミョウラが柄ひ杓しやくで、大きな升に温泉水をなみなみと注ぐ。

「だから、いらないって言ってるだろ！」

「どうしてよ。パーッと吞んで、この前みたいに、裸はだか踊おどりやってよ」

　丈斗は突き出された升を押しやって、力を込めて言う。

「だれが、やるか！」

「ちーっ」と、ひときわ大きく舌うちしたのは、霧山遊子だった。人間であるため、むろん五郎八温泉の効果はない。ひとり一いつ升しよう瓶びんを抱かかえて、湯飲みで吞んでいる。

「なんなんですか、霧山先輩まで」

　丈斗がいさめると、湯飲みを指でもてあそびながら不服そうに言う。

「だってさー、タケちゃんの裸どじょうすくい、見たかったなー。チップはずむからダメ？」

「俺はストリッパーじゃありませんよ。──って、そんなことより」

　丈斗はモーギにむきなおって、たずねた。

「なんでこんな大宴会になってるんだよ。それに雨丈様って、いったいなんのことだよ？」

　妖よう魔ま術じゆつクラブと顔見知りの妖怪たちを集めた、新年会としか丈斗は聞いていない。

「俺様は知らんぞ。ジジイに聞け」

　と、モーギが、ぬらりひょんの老人を指さす。

　丈斗が視線をむけると、正座して、ちびちびと温泉水を吞んでいたぬらりひょんの老人が顔をあげる。

「ほっほっほ。ずいぶんこりたようですね雨神さん。ですが一度やるも、二度やるも、同じようなものです。さあさあ、パーっと踊りましょう」

「誰もそんなこと聞いてないって」

　丈斗が詰つめ寄ると、ぬらりひょんは背筋を伸のばし、神しん妙みような顔で言った。

「雨神さん、あなたはガーレインになる。そう決心したのではないのですか？」

「いや……、それは、そうかもしれないけど……。まだ、なにをどうすれば……」

　丈斗はしどろもどろになった。

　そうしなくてはいけない。そうするべきだ、と考えてはいたが、決心したと言えるほどではない。それに丈斗は、自分がそんな大きな器うつわとも思えなかった。

「ここに、座りなさい」

　ぬらりひょんが、立っている丈斗を叱しかりつける。

「……はい」

　勢いに負けて、素す直なおに丈斗が座ると、ぬらりひょんは、かくしゃくとした声で言った。

「まず成ると、そう心に決めなさい。そして次に、妖怪社会と人間社会の融ゆう合ごうをめざすのです。しかしそれは、雨神さんひとりではできませんよ。多くの協力者が必要です。妖怪と人間、両方の仲間をたくさん増やさなくてはなりません」

　正論であるため、丈斗は黙だまってうなずいた。

「仲間を増やす、どうすればよいかわかりますか？　味方であることを示し、多くの他者を助けてあげることです。妖怪に困っている人間たちを助け、人間に困っている妖怪たちを助ける。おのずと、仲間が増えます」

　なるほど。と丈斗はうなずいた。

「でも、そんなにうまく行くか？」

「やる前から、怖おじ気けづいてどうします。とにかく協力者を増やすのです。そこで、わたくしが、ここにいる妖よう怪かいたちに声をかけ、集めたというわけですよ。皆みんな、悪い妖怪や、悪い人間たちの行こう為いに困っている妖怪たちです。雨神さんに助けを求めているのです。すなわち、雨神さんの仲間、その候補ですよ」

　ざっと見回しただけでも、三百以上の数である。これだけの数の妖怪が力をあわせれば、ちょっとした軍隊なみの戦力になるだろう。

　しかし──。

「ちょっと待ってくれよ。俺の方にだって、心の準備があるし。それに俺、五月から霧山先輩の仕事を手伝う約束が……」

「ごめん！」

　霧山が手をあわせて、丈斗に謝る。

「タケちゃんの内定、取り消しになった」

「えっ！」

「予算がなくてさー。どうしても、ひとりしか採用できないって、うちのタヌキ上司が言うんだよねー。というわけで今年の採用は、サヤちゃんのみ」

「それじゃあ俺、いきなりプーなんですか？」

「やーい、やーい。プー太た郎ろう」「住所不定、無職」

　モーギとミョウラがやじる。

「おまえらが言うな。おまえらが！」

「雨神さん、これで決心もついたはずですよ。この星のガーレインとなり、妖怪と人間と、そして国々を、ひとつにまとめるのです。さもなければ、地球はメラ星の餌え食じきですよ」

　霧山がぐいと、酒をあおってぬらりひょんに賛同する。

「そうなんだよねー。地球がひとつにまとまっていれば、メラ星もおいそれと戦争なんてこと、考えたりしないんだよねー」

「戦争になるんですか？」

　食いつくように、丈斗はたずねた。

「今のところだいじょぶだけど。政治家ってさー、いつコロって、気が変わるかわかんない生き物だから、あぶないよね。ベロル派の政治家も増えて来てるし……。なんと言ってもベロルが、裏でいろいろと兵器を集めて戦争の準備してるのが、やばいんだよね」

　と霧山は、脅おどかすような視線を丈斗へむける。

「ルヨンの方はどうですか？」

「情報はないよ。今までのルヨンのパターンだと、依い頼らいを受けても半年は動かないから、とりあえず安全、ってとこかな」

　肩かたを落とし、丈斗はそっとため息をついた。

「でもほら。タケちゃんがガーレインになれば、ルヨンも味方になるかもしれないし。ここはひとつタケちゃんに、どーんとガーレインになってもらうしかない。というわけでガンバ！」

　まるで、お使いを頼たのんでいるような気軽さで、霧山は笑いながら丈斗の肩を叩たたく。

「そうだ。やれ丈斗！」「だいじょぶ。だいじょぶ」「自信が大切ですよ」「なせば成る」「ファイト」

　と、モーギやミョウラ、ぬらりひょんまでもが、丈斗の肩や背を叩く。

「雨神さん。地球のためですよ。ひと肌はだ脱ぬいでください」

「ジジイの言うとおりだ。脱げ！」

「よーし、タケちゃん！　脱げー！　吞のんで脱げー！」

　と、霧山が声をはりあげる。

「さようです。つまらぬプライドや羞しゆう恥ち心しんなどかなぐり捨てて、脱ぐのです」

　丈斗はあわてて立ちあがった。

「ちがうだろ、それ。話が」

「心配するな。今度はバッチリ、携けい帯たいのカメラで画像を残してやるぞ」

　と、うれしそうに携帯を出すモーギに、便乗してミョウラも言う。

「ついでにさあ。妖怪サイトに掲けい載さいして、全世界に配信」

「されてたまるかよ！」

　あわてて奥へ逃にげると、エプロン姿で給仕をしていた五郎八と、ぶつかりそうになった。

「あ、雨神先せん輩ぱい、あけましておめでとうございます」

「おめでとう。ところで、皆は？」

「あっちです」

　広間の隅すみにいつもの丸テーブルを置いて、九堂が紅茶を飲んでいる。その横にいるサヤの姿を見て、丈斗は頭痛がしてきた。

　あきらかにバニーガールの服装である。

（まあ、いまさら、驚おどろかないけどさー）

　離はなれた場所で、妖怪たちが五郎八を呼ぶ。

　五郎八は温泉水をポットにわけて、妖怪たちに配る仕事をしていた。

「はーい、今いきます」

「そんなことしなくてもいいよ。ほっとけば勝手に吞むよ」

「はい。でも、いろんな妖怪さんたちとお話ができて、とっても楽しいんです」

「ところで、メラ星に会いに行くんだって？」

　話はサヤから聞いていた。五郎八がメラ星の両親に会うことを決意したことを──。

　少しうつむいて、五郎八は言った。

「はい。ケジメをつけたいんです。両親の意志じゃなくて、自分の意志で自分の道を決めたことを、ふたりに伝えたいんです」

　両親はそんな五郎八を「裏切り者」と罵ののしるかもしれない。いずれにしろ、辛つらい再会になるだろう。

　それを思うと、

「だいじょうぶ？」

　丈斗にはそんな言葉しか、口にできなかった。

「はい」

　微笑ほほえんで、五郎八は力強くうなずいた。

「強いんだね」

「まだまだです。春からは、ひとりで後こう輩はいの面めん倒どうもみなくちゃいけないし、もっともっと強くならないと、妖よう魔まに勝てません」

　遠くの畳たたみで、コップを振ふって天てん狗ぐの一群が五郎八を呼ぶ。

「はーい」

　去ってゆく五郎八の後ろ姿を眺ながめていると、サヤのハリセンが丈斗の頭を叩いた。

「こらアマタケ！　今、ハーちゃんの裸はだかエプロン姿、想像してただろ。このムッツリスケベ！」

「してねえよ！　それより、なんなんだよサヤ、その格好は？」

　バニーガール姿なのはまだ許せる。しかしその姿で、大きなウサギのヌイグルミを背負っているのは、異様である。

　そしてさらに、サヤの胸が、スイカをふたつ詰つめたような大きさになっている。

「どうだ！　超ちよう爆ばく乳にゆうのセクシーダイナマイト、ドンドンだぞ」

　と、両方の胸を揺ゆする。ガサゴソと軽い音がした。

「いったい、なにを詰めたんだよ？」

　よく見ると胸の表面が、いびつに盛りあがっており、セクシーとはとても言いがたい。

「右胸がサワちゃんで、左胸がピョンちゃんだぞ」

　どうやら、ウサギのヌイグルミを詰めたらしい。

「どうだアマタケ、一回千円でもませてやってもいいぞ」

「一万円出すから、その腐くさった脳のう味噌みそをもませてくれ」

　サヤの横をすり抜ぬけて、丈斗は広間の奥へと進む。

　ふいに、黙もく々もくと食べている遊天童子と月華の姿が目に入った。

（えっ？　どうして月華がここに？）

　月華は背に、二本の刀を背負っていた。一本はまぎれもなく、あの妖刀である。

　ふたりは並んで座り、お茶でおはぎを食べていた。前に置かれた重箱の中には、小豆あずきの他ほかに、きな粉や胡ご麻まのおはぎが並んでいる。

　近づこうとして、丈斗は足を止めた。

　月華が重箱からおはぎをひとつ取り、ふたつに分け、半分を遊天童子の皿に載のせるのを見たからである。遊天童子は当然のことのように、それを食している。

（まあいいや。じゃましないでおこう）

　と、九堂の方へむきを変えると、遊天童子が気づいた。

「おい、丈斗」

　丈斗は歩みを止めず、笑え顔がおをむけて手を振ふった。

「おい待て、丈斗。そのわかりきったような笑顔はなんだ！」

「まあ、いいではないか遊天。落ち着け」

「放せ月華。あいつは絶対、なにか勘かんちがいしている。おい、丈斗！」

「おーい。丈斗、祝しゆう言げんには必ず呼ぶぞ」

　背をむけたまま、丈斗は月華に手を振る。

「月華！　祝言とはなんだ！　いったい誰だれと誰の祝言だ！」

　途と中ちゆうで遊天童子の声が裏返った。肉体を獣じゆう化かしたからである。

　丈斗が丸テーブルへ近づくと、いつになく艶つややかな黒くろ髪かみをした九堂よしえが顔をあげた。

　丸テーブルのその一角だけが、別世界のような落ち着いた雰ふん囲い気きをかもし出していた。

「謹きん賀がです雨神さん。本年もよしなに」

　と、まるで業務連れん絡らくのように言う。

「あけましておめでとう九堂さん。こちらこそ」

「おめでとうございます丈斗様。お飲み物はなにがよろしいですか？」

「あ、鮫嶋さん。あけましておめでとう。えーと、コーヒーをお願いします」

　このふたりだけは、未成年に酒を吞のませるようなことはしない。丈斗は安心して座すわった。

「イヤーン、イヤーン、ハッピー、ニューイヤーン！」

　戻もどって来たサヤが、浮うかれた声をはりあげる。

「おまえ、もしかして酔よってるんじゃないのか？」

「お酒なんて吞んでませんよーだ。酔ったって、誰かさんみたいに、裸でどじょうすくいしたり、股こ間かんで皿回しなんかしませんよー」

「皿なんか回してねえだろ！」

　五郎八温泉の一件を知らない九堂が、眼鏡めがねを押しあげてたずねた。

「おや？　では、それに近いことをしたのですか雨神さん？」

「いや、その……」

　気をきかせた鮫嶋が、その会話を遮さえぎるため、テーブルの上にカフェラテを置いた。

「サヤ様、ラテなぞいかがでしょうか？　クリームでウサギの顔を作ってみました」

「イヤーンかわいい！　ウサギさんの顔が浮いてるーっ！」

　サヤが黄色い声をあげて、九堂と丈斗の間に割り込んできた。

（サンキュー、鮫嶋さん）

　小さく丈斗が手をあげると、鮫嶋も小さく親指を立てウインクをした。

（若気のいたり、私にも覚えがございますよ丈斗様）

「それはさておき、部室の方にこのような手紙が届いておりましたよ」

　と、九堂が一通の手紙を丈斗に差し出す。

　それは丈斗に宛あてた、夏芽からの手紙だった。

　空き家という名目になっているため、丈斗の家に郵便は届かない。そのため学園の部室へ送って来たのである。

　開けると、懐なつかしい夏芽のエレメントの粒つぶが、小さく輝かがやきながらはじけた。それだけでもう、夏芽が以前の明るさを取り戻し、元気にやっていることが丈斗にはわかった。

　内容は、夏芽が妖力を使って両親を助けたことと、自分を家族のもとへ戻れるようにしてくれた丈斗への感謝の気持ちが、くり返し書かれていた。

　──『丈斗くんの救ってくれたこの体を、大切にします。本当にありがとう。

　こちらでの生活が落ち着いたら、丈斗くんのところへ遊びに行きます。必ず行きます。その時は、Ｌマックスに連れて行ってくださいね。ナツメより』──

　丈斗は、思わずにやけそうになる顔を無理に引き締しめ、テーブルの下でそっと拳こぶしをにぎりしめた。

「雨神さん、コーヒーが冷めますよ」

　九堂の言葉でやっと、丈斗はコーヒーが出されていることに気づいた。

「サヤさん、あなたもさっさと飲むのです」

「だって、とってもかわいいから。飲むのが、飲むのが、もったいないでしゅーっ」

（なんか静かだと思ってたが、ラテのウサギ、ずっと見てたのかよ！）

　と、心の中で突つっ込みをいれてから、丈斗は冷めかけたコーヒーを手にする。

　九堂が真しん剣けんな目をして言った。

「これから、雨神さんはどうするのですか？　ベロルは戦争の準備を進めています。その力は、雨神さんの妖よう力りよくを遥はるかに上まわる破は壊かい力です」

「とりあえず仲間を増やすよ。俺がガーレインになれるかどうかわからないけど、やれるだけのことをやる。とにかく絶対に、戦争にだけはさせない」

（戦争になったら、遊園地にも行けなくなっちまう）

　冷めかけたコーヒーを、丈斗は決意を込めるかのように、ぐっと半分ほど飲む。

（あれ？）

　味がおかしい。

「鮫嶋さん、このコーヒー……」

　言いかけると、目の前の景色が大きくゆがんだ。

「よしえ様がおいしいとおっしゃったので、コーヒーをあの温泉水で入れてみました。お口にあいませんでしたか？」

　と、にこやかに言う鮫嶋にむかって、丈斗は救いを求めた。

「み、水をください……」

「水！　水！　みずーっ！」

　サヤがあわてて駆かけだし、鮫嶋がミネラルウォーターのキャップを開けるより早く、丈斗にコップを差し出す。

　やや感覚の麻ま痺ひしかけた頭で、丈斗がその水を飲み干すと、五郎八が怒ど鳴なりながら駆け戻もどって来た。

「ダメですサヤ先せん輩ぱい！　そのポットも温泉水ですよ！」




　──この後、なにが起こったのか、書くにしのびない。ただ、この宴えん会かいの翌日、妖よう怪かい闘とう技ぎ委員会（ＭＣＣ）の所蔵する妖怪事典１２７ページ雨神丈斗の項こう目もくに、次の一行が書き加えられたことだけを伝えるにとどめ、この物語を終わりとしよう。




　──雨神丈斗。酒乱の気、有り。吞のますべからず。──





（完）　　









　あとがき




　さて、あとがきである。この文を書いている現時点ではまだ──

　プチ。ガク。




「あっ！　九堂先せん輩ぱい、今なにをやったんですか？　なんか指一本で、作者さんを気絶させちゃったみたいですけど？」

「メラ星のサイボーグ技術で作者を蘇そ生せいさせたおり、こんな時のためにと、電源スイッチを頭の後ろにつけておいたのです。そんなことよりサヤさん、今回のあとがきは二ページのみです。さくさくと妖よう魔ま術じゆつクラブの告知をするのです」

「はーい。ではまず、六ページにある退魔円の使い方から。コピーして悪いことがおこりそうなところに、バンバン貼はろう！」

「……。では五郎八さんに、もう少し詳くわしく、使い方を説明してもらいましょう」

「はい。すべての魔法円はそれを扱あつかう方のエレメントと、まわりのエレメントを同調させることによって、その効果を増大させることができます。この退魔円にむかって追つい儺なの印をきりましょう。やり方は、☆の左下の突とつ起きから真上、右下、左上、右上、左下へ戻もどるの順番で、☆を描えがくように気を込めて指を動かしてください。この退魔円を持っていない時も、指で空中に描くだけで、それなりの効果があります」

「あくまでも基本の退魔円。力の強い妖魔には効果が薄うすいので注意を。ちなみに、力を貸してくれそうな精せい霊れいの名を、内側の円の中、☆のまわりに書き込むと効果増大です」

「妖魔の名がわかるなら、外円と内円の間に書き込むと、さらに効果アップだぞ！」

「はい。使い方の応用を説明します。妖魔の代わりに、災わざわいの名、怪け我がや病気、事故や落第、ストーカーの名などを書き込んでください。精霊の名は、自分を守ってくれる先祖や身内、知人の名を書いてください。精霊の生死に関係なく、そのエレメントを借りることができます」

「書く文字は、漢字やイニシャルの他、自分で決めたマークなどでも結構。ただし、マークの意味を忘れてしまうと、効果が無いのでそのつもりで。さて、次はホームページの告知です」


「はい。妖魔術クラブでは引き続き、妖よう怪かいの目もく撃げき情報を募ぼ集しゆうしております。アドレスは、http://www.jali.or.jp/club/okamotoです。ところで九堂先輩、作者さんの電源、いきなり落としたりしたら、今までのデータが消えてしまうんじゃないでしょうか？」



「そんなことは、捨ておきましょう。さあ、サヤさん、五郎八さん、帰りますよ」

「はーい」




※記載したＵＲＬは２０１５年５月現在のものです。
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